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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




「実は瑞ずい鳳ほう院いんって、わたしの本名じゃないの」

　ある日の、うららかな午後。

　屋や敷しきの一室。

　瑞鳳院凜り々り花かは、ふかふかのソファに座り、紅茶を一口すすってから唐とう突とつにそんなことを言った。

「本名じゃないって……どういうことです？」

　ソファの横に控ひかえていたメイド、黒くろ鉄がね鋼コウは主あるじに聞き返した。

「〝瑞鳳院〟はこのお屋敷に来たときに、つけたものなの。凜々花は本名だけど」

「ああ、なるほど」

　鋼はこくりと頷うなずいた。

　凜々花は国家に保護され、国のためにある仕事を請うけ負おっている〝国家令れい嬢じよう〟と呼ばれる存在である。

　彼女は広大な屋敷に住み、優ゆう雅がな生活を送っている。特別な仕事を託たくされているからこその待たい遇ぐうであるが、その反面、制限されていることもあるのだ。

　家族から引ひき離はなされていることも、その一つだ。

　凜々花は幼い頃ころに家族と別れているが、その際に名前も変えられていたということらしい。

「本当の苗みよう字じというのは、教えてもらえないんですよね？」

「……残念ながら、それは無理。わたしの真の名前の封ふう印いんはわたし自身にすら解くことができないの」

「そうだったんですか……」

　自分の意志によらず、苗字を変えられるというのはどういう気分なのだろう。鋼には想像もつかない。

「ところで、いったい誰だれが瑞鳳院って苗字をつけたんです？」

「わたし」

「…………」

「辞書とか調べて、かっこいいかなと思って」

「……なるほど」

　瑞鳳院、とはなかなかかっ飛んでいる苗字だが、子供がつけたにしては頑がん張ばったほうではないだろうか。

「まあ、苗字なんてどうでもいいのだけど」

「いいんですか！」

　凜々花は鋼のツッコミにも澄すました顔をしている。

　いや、鋼もそんなことだろうと思っていたが。凜々花が考えることも、そろそろ予想がつき始めている。

「……思い切りどうでもいい会話をしていますね」

　部屋の扉とびらのところに、執しつ事じ服を着た少年が立っていた。彼はあきれ顔で、凜々花と鋼を見ている。

「うっ……」

　凜々花がソファから下りて、鋼の背中にさっと隠かくれる。

　鋼のご主人様は、男おとこ嫌ぎらい──というより男性恐きよう怖ふ症しようの傾けい向こうがあり、たとえ使用人といえどもまともに向き合うことすらできないのだ。もっとも、本当は衣イ緒オを怖こわがる必要はないのだが。

「まあ、二人が仲良くなったのはけっこうですけど」

「べ、別に仲良くはない……」

　凜々花は衣緒の言葉に首を振ふった。

　彼女は、男嫌いの上に極度の人見知りで、信用するのは〝黒鉄はがね〟というメイドだけだった。

　しかし、その黒鉄はがねは現在、意識不明で入院しており、回復の見込みは立っていない。そのショックで、凜々花は国家令嬢の仕事を放ほう棄きするようになってしまった。

　そこで、凜々花を仕事に戻もどすために、黒鉄はがねに瓜うり二ふたつな──ただし、血縁関係はない──黒鉄鋼が替え玉として屋敷に仕えることとなってしまったのだ。

　ただし、凜々花に本物の黒鉄はがねが仕えていた頃の話をされては困るので、今の黒鉄はがねは「記き憶おく喪そう失しつで以前のことは覚えていない」という設定にしてある。

「と、というか……なんの用なの？」

　凜々花はぎゅっと鋼のスカートを掴つかんだ。ミニのスカートが引っ張られて、太ももが少し見えてしまう。

「あ、あの、お嬢じよう様さま。スカートが……」

　凜々花は、鋼の抗こう議ぎにも気づかず、さらにスカートを引っ張る。

　鋼は、羞しゆう恥ち心しんを感じている自分に気づいてしまう。

　スカートがめくれて恥はずかしがるなんて、本当に自分は染まってしまったのだろうか。
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　黒鉄鋼はミニのスカート丈たけのメイド服がよく似合う、ポニーテールのメイドさんであるが、中身はれっきとした男性なのだ。女装して替え玉を務めているのである。

　凜々花は一応、〝記き憶おくを失った黒鉄はがね〟──つまり黒鉄鋼を受け入れ、国家令嬢の仕事を再開した。

　しかし、まだ黒鉄はがねとして認めてはいないのだ。あくまで暫ざん定てい措そ置ちとして、メイドとしてそばに置いているだけだ。

　それでも、少しずつ凜々花は鋼をはがねとして見るようになってきたのだが……。

「用といいますか……お嬢様、そろそろ現実に戻って来てはいかがでしょう？」

「げ、現実……」

　鋼の背中に隠れたまま、凜々花が嫌いやそうにつぶやく。

　凜々花は先日、学校に通い始めた。というより、彼女はまだ十六歳。学校に通うのは当たり前のことなのだが、国家令嬢という立場では学生になるには問題が多く、小学校すら卒業していないという有様だった。

　凜々花には壮そう大だいな目的があり──そのために、高校に通うことを決意した。

　しかし、三日前に一日登校しただけで、その後は一度も学校に行っていない。

　ただでさえ男嫌いで、人見知りをする凜々花には、学校は恐おそろしい場所だった。二度目の登校をためらうのも当然ではある。それに加えて──

「いろいろ騒さわぎを起こされたのですよね。まあ、行きたくないのもわかりますが……学校に行きたいと言い出したのはお嬢様でしょう」

　衣緒は呆あきれたように言って、鋼に視線を向けた。

「はがね、君まで一いつ緒しよになってサボってどうするんだ？」

「……うう」

　鋼も、ご主人様と同じようにまともに受け答えすらできない。

　学校に通い出した凜々花に付つき添そって、鋼も同じ高校の生徒になった。その辺りの事情はかなり複雑なのだが。

　凜々花と同じく、鋼のほうも学校に行きたくない理由があった。顔を合わせにくい相手がいるのだ。勢い任せとはいえ、事情があってある少女に告白してしまい、答えはもらっていないが、もう一度会うのは非常に気まずい。

　そういうわけで、鋼も凜々花のサボリに乗じてしまっているのだ。

「はあ……」

　衣緒がわざとらしいほど大きなため息をついた。

「二人そろって、見事にダメ人間ですね」

「わ、わたしはダメ人間じゃない」

　凜々花が鋼の肩かた越ごしに抗議の声を上げる。

　この屋敷のご主人様は、意外にプライドが高く、自分を否定されるような発言には敏びん感かんに反応するのだ。

「まあ、私はどちらでもいいんですが……一応、行くか行かないかは決めてくださいね」

　衣緒が部屋から出て行き、凜々花は小さなため息をついた。

　凜々花の転入の手配をしたのは衣緒だった。執事としても、このまま学校のことをうやむやにされては困るのだろう。

「ははっ、三日くらいならまだいいんじゃねえ？」

「…………っ！」

　凜々花が、突とつ然ぜんの声にびくりと反応する。

　今度は鋼も驚おどろいて、思わず身構えてしまう。

　いつの間にか、部屋の扉のところにまた誰かが立っている。

「そういや、そっちのメイドさんとは初対面……ってことになんのかな？　いや、あのユニコーンが来たときにちょいと顔を合わせたか」

「……どなたですか？」

　鋼は、素早く相手を観察する。

　年とし頃ごろは鋼とそう変わらない。十六、七歳といったところだろう。まだ少年と言っていい。身長が高く、百八十センチ以上はありそうだ。

　髪かみは不思議な水色だが、染めているような不自然さはない。むやみに整った顔に眼鏡をかけていて、白いワイシャツに紺こん色いろのズボンと服装はシンプルだ。自分の容よう貌ぼうを意識しつつ、素材を最大限に活かすファッションだ。

　他人の目を気にしている──それも、他人と積極的に関わりたがるタイプに見える。

「そんなにじろじろ熱い視線を向けられてもな。ああ一応言っとくが、俺は正しよう真しん正しよう銘めい混じりっけなしの男だぞ。それともメイドさん、俺に惚ほれちまったか？」

「顔がいい男は信じないタチなんです」

　鋼はきっぱりと答えた。特に意味のない皮肉だった。

　自己申告のとおり、正真正銘の男性──おそらく、嘘うそは言っていない。鋼には虚きよ実じつを見分ける目があり、自分でも自信を持っている。

「そいつは残念だなあ。俺は八や雲くも昴すばる。一応、この屋や敷しきの住人だ」

「……黒鉄、はがねです」

　鋼はだいぶなじんできた偽ぎ名めいを名乗る。

　八雲昴と名乗った少年は、はがねの反応に満足そうに頷うなずいた。

「っと、それより凜々花」

「なに？」

　凜々花の答えに、鋼は思わず目を瞠みはった。

　まさか、この男性恐怖症の凜々花が男を相手に会話を交わすとは。しかも、怯おびえることもなく普ふ通つうに答えている。

「こんなことになるんじゃねえかと思ってたよ。小学校も出ずに引きこもってた箱はこ入いり娘むすめが、いきなり高校生なんて無理がありすぎるんだよな。はは、まあいいじゃねえか、行かなくても。学生なんてガラじゃねえだろ」

「むー……」

　凜々花が、ぎろりと昴を睨にらみつける。

「が、学校くらい行けるもん！　この前の戦せん闘とうの疲つかれが残ってるからお休みしてるだけで！」

「嘘つけ。おまえ、マレビトぶっ倒たおしたあとでも一晩寝ねればケロリじゃねえか。戦った次の日にゲームで徹てつ夜やしてたこともあったよな」

「あの頃ころは若かった……」

「お嬢様、その適当にごまかすクセはどうにかされたほうが」

　鋼はさっきから凜々花の態度に驚きっぱなしだが、さすがに突つっ込こまざるをえなかった。彼のご主人様は、無意味なことを口走ることが少なくない。

「いいや、そんなに反論しなくていいんだよ。俺は学校行けって言ってるんじゃねえんだから。平和のためには凜々花が引きこもってたほうがいいわけだしな」

「……行くもん」

　昴の挑ちよう発はつ的な言葉に、凜々花がぼそりとつぶやく。

「行くもん！　明日あした──ううん、今から行く！」

「お嬢様、もう本日の授業には間に合わないかと」

　鋼は、壁かべにかかっている時計を指さした。午後三時を既すでに回っており、学校に着く頃には下校時間だろう。

「はがね、授業を延長させて」

「そんな無茶な」

　もし可能でも、授業を延長させたりしたらクラスメイトから恨うらまれてしまう。

「ま、明日からだな。本気だとしたら、の話だけどよ」

　昴がバカにしたように言った。

「本当に登校するのか、今から楽しみだ」

　凜々花に向けてにやりと笑ってから、昴は部屋から出て行った。

「がるるるる……」

　凜々花が、昴が出て行った扉とびらを睨みながら動物のように唸うなっている。

　どうやら、鋼も明日は登校することになりそうだ。凜々花の決意が明朝まで消えていなければの話だが。

　それにしても──

　鋼は、まだ扉を睨んでいる凜々花をちらりと見た。

　わたしには、好きな人がいるの──

　凜々花は、確かにこう言っていた。

　だが、彼女はまともな社会生活ができるか怪あやしいレベルの男おとこ嫌ぎらいである。その彼女に好きな人間がいるなど、いまひとつ信じられなかったが……。

　さっきの、顔の割に妙みように口調が荒あらっぽい少年とは普通に会話を交わしていた。

　安直な想像ではあるが、疑いの余地は充じゆう分ぶんにあるだろう。

　あの昴という少年が──凜々花が想いを寄せる相手なのだろうか。

　もちろん、凜々花が誰だれを好きであっても、鋼に直接なにか関係があるわけではない。

　それでも鋼は、どうにもならない引っかかりを心のどこかに感じていた。








　１章　お嬢様は部活に憧れる




　朝のホームルーム開始の五分前。

「はい、お嬢様が先頭ですよ」

「うう……もはや主あるじと使用人の垣かき根ねなどどこへやら……」

　凜り々り花かが涙なみだ目めで鋼コウを睨にらんでくる。

　お嬢様と女装メイドは、廊ろう下かの曲がり角に潜ひそんでいる。教室の前の廊下は、まだ生徒が多くたむろっていて、こっそり教室に入っていくのは難しそうだ。

「いっぱい人がいる……もうこうなったら強きよう行こう突とつ破ぱしか」

「死人が出ます」

　鋼はあきれ顔で首を振ふった。

　凜々花は国を守護する〝国家令れい嬢じよう〟と呼ばれる特別な存在である。

　数千年、人類とゆるやかに共存し、人類をはるかに超こえる力を持った幻獣フアントムたち。彼らは数十年前に、忽こつ然ぜんと地上から姿を消したが、あるとき唐とう突とつに幻獣フアントムと同じ能力を宿した者たちが現れた。

　その者たちは幻獣能力保有者フアントム・キヤリアと名付けられ、全員が女性であり、ほとんどが十代の少女たちだった。

　保有者キヤリアの中でも特に強大な能力を持っているのが、日本に四人しかいないという国家令嬢だ。

　この世界には、人類に敵対するマレビトという謎なぞの脅きよう威いが存在する。マレビトは、軍隊をも蹂じゆう躙りんする強大な戦闘能力を持ち、人類の戦力では対たい抗こうできない。

　そのマレビトを撃げき破はする能力を持つ唯ゆい一いつの存在が、国家令嬢なのだ。

　彼女たちは国家を防衛する力──逆に言えば国を壊かい滅めつさせることすら可能なほどの能力を持っている。

　その凜々花が強行突破などしたら、平和な学校が血の海と化してしまうだろう。

「じゃ、じゃあ行ってみる……」

　凜々花は絞しぼり出すようにそう言うと、ぴょこんと廊下の角から飛び出した。

「あっ、凜々花ちゃん！」

「凜々花ちゃんだ！」

　いきなり発見されてしまう。しかも、凜々花と同じクラスの百もも川かわと合あい田だという二人組の女の子たちだった。カチューシャを着けている子が百川、髪にウェーブがかかっているほうが合田で、二人の苗みよう字じと大きな声では言えない理由から「百ゆ合りコンビ」と呼ばれている。

「凜々花ちゃんだ、わっしょい！」

「わっしょい、わっしょい！」

「え、え、えぇ……？」

　百合コンビは戸と惑まどっている凜々花の背中を押しながら、教室へと連れ込んでしまう。

　おそるおそる、鋼が教室を覗のぞき込むと、凜々花が百合コンビをはじめとする数人の女子生徒に囲まれて次々と声をかけられている。

　鋼は、凜々花を囲んでいる生徒たちの顔を素早く観察する。彼女たちの顔に浮うかんでいる喜びの表情は本物だ。鋼は、こういう人間観察に関してはずば抜ぬけた能力を持っている。四日ぶりに登校してきた凜々花を、生徒たちは心から歓かん迎げいしてくれているらしい。

「いやー、もう凜々花ちゃんのいない教室は灯ひが消えたようだったよ。既に凜々花ちゃんはうちのクラスのマスコットなんだからあんまり休まれると困る」

「今日も可愛いなあ、凜々花ちゃん！　髪かみの毛さらっさらだー」

「う、あうう……」

　百合コンビや他の女子たちが凜々花を席に座らせて、髪や身体からだを撫なで、中には抱だきついている者たちまでいる。凜々花は完全にされるがままだ。

「……まあいいか」

　鋼は、とりあえず助けないことにした。人見知りの凜々花には大勢に囲まれるのは拷ごう問もん同然だろうが、せっかく歓迎してくれているのだ。水を差すのはよろしくない。

　というか、あの輪の中に入ったら鋼まで熱ねつ烈れつ歓かん迎げいの餌え食じきになりかねない。彼女たちは、鋼が男だとは知らないのだ。さぞ、欲よく望ぼうを刺し激げきするスキンシップをしてくださることだろうが、鋼にはそれを楽しむような図太さはない。

「……おはようございます、はがねさん」

「…………っ」

　鋼は、思わず後ずさりしてしまう。

　いつの間にかそばに、一人の女子生徒が立っていた。

　さらさらの黒髪を少し長めのショートカットにして、耳の上にピンを着けている。キャメルのブレザーにチェックのミニスカート。胸元のリボンをきっちりと結び、服装には少しの乱れもない。

　凜りんとした表情を浮かべ、鋼をじっと見つめている。

　彼女の名前は、宮みや本もと素もと子こ。

　鋼や凜々花のクラスの委員長で、鋼にとっては〝黒くろ鉄がね鋼〟だった頃ころの中学時代からの腐くされ縁えんの仲である。

　そして──片思いの相手でもあった。

「なにしてるんですか？　さっさと教室に入ったらどうです」

「あ、ああ。そうだね」

　鋼が思わずたじろいでしまったのは、片思いの相手だったから、というだけではない。

　素子は──凜々花を疑っている。

　凜々花は国家令嬢という身分を隠かくして学校に通っているのだが、素子はそれを見み抜ぬいている節ふしがあるのだ。

　先日のマレビト襲しゆう来らいの際、素子の目の前で凜々花が国家令嬢の力を見せるわけにはいかず、鋼がやぶれかぶれの告白をして、素子の注意を逸そらそうとしたのだ。

　一応、凜々花の正体はバレずに済んだものの、〝黒鉄はがね〟が女の子でありながら女の子に告白した、ということになっている。

　告白のあと、素子は驚おどろきのあまりに気絶してしまったので、答えは聞いていないのだが……。

「ああ、また凜々花さんに絡からんで。ちょっと、百川さん、合田さん！」

「…………」

　素子は怒ど鳴なりながら教室に入っていく。

　鋼にはよくわからなかったが──

　どうやら、素子は告白に対してはなんのリアクションも起こさないつもりらしい。要するにスルーされた、ということか。

　正直言って拍ひよう子し抜ぬけしたし、少しばかり残念なことではあるが、今後の学校生活を考えると、素子の反応はありがたい。

　本気で告白するなら男に戻もどってからだしな──と、鋼は自分を納得させる。

　さて、まだ囲まれたままの凜々花を救出に行くか。放置しすぎてもまずい。

　鋼は、開いたままの扉から教室へと入っていった。







「わたし、部活をつくりたいの」

「そうなんですか」

　昼休み、グラウンドへ下りる長い階段に陣じん取どって昼食をとっていると、凜々花がまたもや妙なことを言い出した。鋼はすっかり慣れてしまっているので動じない。

「……もう少し驚いてほしい」

「突とつ拍ぴよう子しもないことを言ってる自覚があるんですか、お嬢様」

「わたしの脳内で長い時間をかけて、絞り出した発言なの」

「残念ながら、ボクはお嬢様の脳内には入れないので……」

　鋼は、人の考えを読むのは得意ではあるが、凜々花は大変に読みにくい。感情がいまいち顔に出ない上に、育ちが特とく殊しゆすぎて普ふ通つうの人間の考え方を適用できないのだ。

「で、なんですって？　部活ですか？」

「そう。わたし、部活をつくりたいの」

　凜々花はさきほどと同じ台詞せりふを繰くり返かえす。

「なんでまたいきなり……今朝まで登校することすら嫌いやがってた人が部活なんて」

「学校に来ちゃったからには、やることをやらないと。毒を食らわば皿まで。死なばもろとも」

「単なるヤケクソじゃないですか……って、ん？　部活に入りたいじゃなくて、つくりたい？」

「そう。わたしが部活を新しくつくるの」

　鋼はじっと凜々花の顔を眺ながめる。冗じよう談だんを言っているわけではなさそうだ。

　なにやら、凜々花は偉えらそうな顔をしている。部活をつくると言い出した自分を誇ほこっているかのようだ。

　凄すごいだろう、偉いだろう、わたし──

　まさにそんなことを言いたげだ。

「というか、また例のＢノートですか？」

「うん、『学校に行こう』『友達をつくろう』の次は『部活をやっちゃおう』なの」

「また次から次へと……」

　Ｂノート、というのは凜々花の育成計画が書かれたノートだ。

　具体的には、凜々花が真ま人間になるための作戦を、先代の黒鉄はがねが割と適当な調子で書き記したものである。

　深く考えずに書かれた無責任な作戦も多いため、鋼はできれば燃やしてしまいたいくらいだったが、そうもいかない。

　凜々花にとっては、唯ゆい一いつ信しん頼らいを寄せたメイドが残した、大切なノートなのだ。

　これはじっくり聞いたほうがよさそうだ、と鋼は弁当の残りをぱくぱくと一気に口に放り込んだ。

「ずいぶん、食べ方がワイルド」

「女が強い時代ですから。それより、お嬢じよう様さま……なんで入るんじゃなくてつくろうなんて気になったんです？」

「わたしがつくれば、わたしが部長。わたしの部になるから」

「…………」

　これもまた本気らしい。

　既き存そんの部活に入って新人として活動するのではなく、最初からトップとして君臨するつもりのようだ。

　というより普通に入部して人の輪に混ざるのが嫌なのだろう。彼女のコミュニケーション力の低さは尋じん常じようではない。

「部活をつくる、となりますと……」

　鋼はブレザーのポケットから生徒手帳を取り出し、ぱらぱらとページをめくった。

　黒鉄鋼としてこの学校に通っていた頃も、部活には入っていなかったし、ましてや創部など考えたこともなかった。

「なるほど、最低人数は三名。ただし、部活の内容次第で人数の増減は検討されるそうです」

「二人だと足りない……なにか理由をつけないと」

　やはり自分も頭数に入ってるのか、と鋼は当然のことを確認する。

「要するに、個人で大会などに出場できる競技とかは一人、二人でもいいらしいです。将しよう棋ぎとか囲い碁ごとかは二人いればできますよね。あとは、顧こ問もんも必要ですがこれは教師本人の判断で掛かけ持もちも可だとか」

「もうできたも同然か……」

「…………」

　凜々花は、もう創部がなったと思っているようだ。まだ創部の条件を確認しただけなのだが。

　ただ、この創部の制限はかなり緩ゆるいと言えるだろう。人数が最悪一人でもいいというのは、あまり聞いたことがない。

「まあ一応、詳くわしいことを確認したほうがいいですね。生徒会の管かん轄かつらしいですから、放課後に生徒会室に行ってみましょう」

「はがね、わたし期待してる」

「……思い切りボクにぶん投げる気満々ですね」

　そうなると思っていたので、意外性はまったくないが。

　だが、凜々花が積極的になにかに挑ちよう戦せんするのは悪いことではない。凜々花がやるとなると驚くが、部活を始めるのは高校生としてとてもまっとうだ。

「そうだ、ところでお嬢様」

「なに？」

「部活をつくるって、具体的にどんな部ですか？」

「うーん……どうしよう」

「…………」

　凜々花は腕うで組ぐみして、うんうん唸うなり始めている。

　とぼけているわけでも、冗談を言っているのでもなさそうだ。

　凜々花の部活づくりは、暗雲がたちこめるどころか、早くも嵐あらしの中に突とつ入にゆうしつつあるようだった。







　放課後になり、鋼と凜々花はさっそく生徒会室へとやって来た。

　本校舎二階、生徒用の会議室の隣となりにその部屋はあった。

　鋼も、今まで一度もここを訪れたことはない。というより、ほとんどの生徒が訪れることなく卒業していくだろう。

「はがね」

「はい？」

　ドアをノックしようとした鋼に、凜々花が話しかけてきた。

「ここはわたしに任せて。はがねは先に行って」

「男らしいですね、お嬢様。さあ、行きましょう」

「ええっ」

　鋼は凜々花の寝ね言ごとを聞き流し、彼女の手を取ってノックしてから生徒会室に入った。

　意外に部屋の中は狭せまかった。長机が一つあって、その上に書類やノートパソコンが置かれている。ホワイトボードにはいくつか走り書きのようなものがあるが、内容の意味はほとんどわからない。

「あのー、ちょっといいですか？」

「……あん？」

　長机の一番端はし、入り口からもっとも離はなれたところに座っていた女子生徒がガラの悪い声で答えた。

　彼女はなぜかパイプ椅い子すの上に体育座りをして、膝ひざを抱かかえるような体勢でノートパソコンに向かっている。

「瑞ずい鳳ほう院いん凜々花に、黒鉄はがねか」

「え？　ボクらを知ってるんですか？」

「この学校に知らない人なんていないだろ。おめーら、有名すぎんだよ」

「……あの、はがね。この人は猛もう犬けんなの？」

　鋼の後ろに隠かくれていた凜々花が、こそこそとささやいてくる。

　猛犬は言い過ぎだが、鋼の感想も似たようなものだった。言こと葉ば遣づかいが荒あらい女子生徒など珍めずらしくもない。しかし、この女子生徒は言葉も態度も少し荒すぎる気がする。

「ちょい待ってろ。すぐ終わるから」

　女子生徒はそう言うと、ノートパソコンに向き直った。パソコンの横に置いた書類と液えき晶しよう画面を交こう互ごに眺めながら、凄すさまじいスピードでキーボードのテンキーを叩たたいている。

「おおっ、凄い。古株の経理みたいだね。手が見えない」

「わたし、見える」

　凜々花がぼそりと言った。彼女はちんまくて、いかにも鈍のろそうだが、身体能力は人間離れしている。

「……おし、終わった！」

　ターン、とひときわ大きくエンターキーを押して、女子生徒はパソコンから目を離した。

　彼女は座っていたパイプ椅子から片足だけを下ろし、鋼たちのほうを向いた。

「じゃあ、帰れ」

「お嬢様ですか、あんたは」

「ちょっとはがね、どういう意味？」

　どういう意味と言われても、そのままだ。鋼が初めて凜々花の部屋を訪れたときも、すぐさま帰らされそうになったのだ。

　と、それは黒鉄鋼としての初対面のときだっけ──

　鋼は失言に気づき、ごまかすように笑って、答える。

「いや、いかにもお嬢様が言いそうなことだなと」

「わたし、そんな無礼じゃない」

　過去の記き憶おくを忘ぼう却きやくの彼方かなたに押しやりつつ、凜々花は目の前の女子生徒に無礼な一言を放った。

　案の定、女子生徒の眉まゆの端がくいっと跳はね上がる。

「……叩き出すと怒おこられるんだよな。しょうがない、話を聞くふりだけしとくか」

　ずいぶんと大きな独り言をつぶやいてから、女子生徒はバンと長机を叩いた。

「アタシは橘たちばな千ち夏なつ。おまえらの一つ上、二年生。見てのとおり、生徒会の会計だよ」

「いや、見てもわかりませんよ」

　役職が書かれた腕わん章しようをつけているわけでもない。パソコンになにを入力していたのかも見えなかったので、わかるはずがない。

「つーか、生徒会のメンバーくらい知っとけよ」

「ボクら、転校してきたばかりなんですけど」

　もっとも、鋼は黒鉄鋼としてこの学校に通っていた頃ころから、生徒会の面子メンツなど一人として知らない。

「学校入ったら、まず誰だれが権力者なのか調べてすり寄るだろ？」

「いえ、そんな腹黒い話を常識みたいに語られても……」

　それに、実際の話、学校の生徒会がそれほど大きな権力を握にぎっているとは思えない。というより、鋼は権力者などという存在からは離れていたいほうだった。

「生徒会役員は権力者なんだから、腹黒くていいんだよ。それで、生徒会になんの用なんだ？」

「ああ、えーと……お嬢様、言ってください」

「えっ、わたし？」

　凜々花はきょとんとして、鋼の顔を見上げる。

「当たり前でしょう。お嬢様が言い出したことなんですから、自分で話さないと。ちゃんと説明しましょう」

「はがね！　自分が嫌いやなことを人にやらせちゃダメ！」

「その台詞せりふはそのまま返しますよ！」

「おまえら、漫まん才ざいするならよそでやれ！」

　再び、千夏がバンと机を叩く。

「まったくそのとおりですね。はい、お嬢様。頑がん張ばってください」

「一番わたしから縁えん遠どおい言葉を……」

　お嬢様は、頑張る気はハナからないらしい。

　それはわかっていたが、Ｂノートの指示に従う限りは、凜々花にやる気を出してもらうしかない。

「えっと、あの……千夏……」

「先せん輩ぱいだっつったろ！　千夏様先輩だ！」

「いや、様はいらないでしょ……」

　鋼はじろりと呆あきれた目で千夏を見る。

「千夏。わ、わたし……部活をつくりたいの……」

「人の話聞いてないな、こいつ……」

　そこについては鋼も同情するが、凜々花にスルー能力をあらためてもらうのは不可能である。

「って、部活？　なんだ、部活って？」

「ぶ、部活をつくりたいから……生徒会の許可をもらいに来たの。ちょうだい」

「ちょうだいって、はいそうですかとやれるか！」

「……上の人、出して」

「おまえな、自分の要望を次々出してくるのやめろよ」

　どうやら、千夏はだいぶ頭が痛くなってきているようだ。鋼にもおなじみの頭痛である。

「……ん？　あの、会計じゃなくて会長とかじゃないと決められないのでは？」

「会長じゃなくてもわかる。無理だ、無理」

　鋼の質問に、千夏が肩かたをすくめて答える。

「あのな、今は十月だぞ、十月。こんな時期に創部申しん請せいを出されても受け取れるはずねえっつーの」

「溢あふれ出す情熱は、時期に関係なく燃え上がるものなの……」

「おまえのどこに情熱があるんだ。この無表情女」

　千夏は、こめかみを押さえてぶんぶんと首を振ふった。

　呆れる千夏に対して、凜々花は調子が出てきているようだ。凜々花はひどい人見知りではあるが、相手が女性であれば比ひ較かく的てき早くにそれなりのコミュニケーションが取れるようだ。

「とにかく！　常識でものを考えろ、常識で！」

「残念ながら、わたしには常識がないってことが世間の常識になってない……」

「なってたまるか！」

　もしかして凜々花は千夏をからかっているのだろうか、と鋼は疑い始めていた。

　凜々花の考えはまったくもって読めないし、言うこともコロコロ変わるのだ。なにをやらかしてもおかしくない。

「いいか、現実を教えてやる。もうとっくに部費の分配は済んでる。大会で活かつ躍やくした部活には追加の予算が下りることもあるが、これは例外中の例外だ。新規の部活には関係ない。さらに言えば、この学校には部室に使える部屋は一つも余っていない。なおかつ、部室がなければ部として承認されない。以上だ、わかったか？」

「はっ……!?」

　凜々花が、なにかに驚おどろいた顔をする。

「つまり……生徒会の活動費とこの部屋をわたしがもらえば……部活をつくれる……？」

「つくれねえっ！」

　とうとう千夏が立ち上がって怒ど鳴なりつけてきた。

「なにを『盲もう点てんに気づいた！』みたいな顔してるんだっ。なんで生徒会がそんな大サービスしなくちゃならないんだよっ！」

「ああ、はいはい。すみません」

　今にも凜々花に掴つかみかかりそうな千夏の前に、鋼が割って入る。二人の直接的接せつ触しよくは避さけるべきだった。万が一、凜々花が千夏を振り払はらったりしたら、壁かべをぶち破るほどの勢いで吹ふき飛とばされてしまう。

「お嬢じよう様さまには悪気はまったくないんです。ただ思いついたことを口に出してるだけで」

「頭の中でろくでもないことを考えてるってことじゃねえか」

「ダメです、お嬢様。これには反論できません」

「はがねは本当にわたしのメイドなの……？」

　根本的なところを疑われてしまっている。もっとも、凜々花は未だに鋼を〝黒鉄はがね〟として認めていないのだが。

「それはそれとして……」

「はがねが、ごまかしにもならないごまかしを……」

「千夏先輩、あなたがお嬢様に文句があるのはわかりますが、いくらなんでも初対面から厳きびしすぎませんか？」

「いきなり無理難題を突つきつけてくるからだろ」

「なにも話していないうちから、けんか腰ごしだったじゃないですか。それとも、お嬢様と面識でもあるんですか？」

「…………」

　千夏は、黙だまり込んでしまう。

　面識などあるはずがない。凜々花はここ数年、屋や敷しきの外にすら出ていないのだ。千夏が瑞鳳院の屋敷で仕えていた過去でもない限り、あり得ない。

「……瑞鳳院凜々花、ちょっとこっち向け」

「え？」

　千夏は凜々花に向き直ると、いきなり彼女の頬ほおを触さわり始めた。

「え、なになに……？」

　急展開に弱い凜々花が、されるがままになりつつ、戸と惑まどいの声を出している。

「おまえ、ほっぺた柔やわらかいな。ぷにぷにで、すべすべで……」

「た、食べるつもりなの……？」
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「食うかっ！」

　きつめに突っ込こんでから、千夏は今度は凜々花の頭から足までじろじろと眺ながめ始めた。

　鋼は、凜々花に爆ばく発はつの兆候がないか真しん剣けんにうかがいつつ、まさかこの千夏もあぶない趣しゆ味みの持ち主なのだろうかと疑う。

「ていうか、おまえ、朝はなにを食った？」

「なにって……えーと……バターたっぷりのトーストに、軽くあぶったウィンナー。野菜サラダに、目玉焼きとスクランブルエッグとオムレツ」

「卵食べすぎだ！　コレステロールに気をつけろ！」

「これはご丁てい寧ねいに……」

　凜々花が意味不明な反応をしている。

「そんな無茶な食生活してるのに、なんでこんなに肌はだつやがいいんだ。くっそう！」

「……あの、もしかして」

　鋼は、おずおずと千夏に話しかける。

「なにか、お嬢様に嫉しつ妬ととかしてますか？」

「なっ……！」

　千夏は絶句して、凜々花の頬から手を離はなす。

「嫉妬なんてしてねえ！　アタシはただ、金持ちが嫌きらいなだけだ！」

「…………」

　ずいぶんとあっさり自白してくれたものだった。

「瑞鳳院とかいう苗みよう字じで、髪かみも肌もつやつやで、いかにも苦労なんて知りませんって箱入りオーラをびんびんさせてれば、金持ちだって嫌でもわかる！」

「ええ、まあそれは……」

　鋼は、どう言っていいものか迷ってしまう。

　凜々花は間ま違ちがいなく金持ちである。国家令れい嬢じようは、その身体からだ一つで日本どころか世界を滅ほろぼしかねない怪かい物ぶつと戦っているのだ。高額な報ほう酬しゆうが支し払はらわれるのは当然のことだろう。

　そこに嫉妬されてもどうしようもない。

「もう話はわかったな！　部費がない、部室がない、アタシが金持ちが嫌い！　以上の理由によりあんたの創部申請は受け付けられない！」

「三つ目はかなり個人的な事情じゃ……」

「あの……待って、千夏はまだ肝かん心じんなことを聞いてない」

　凜々花が、遠えん慮りよがちに一歩踏ふみ出す。

「は？　まだなんかあるのか？」

「ある」

　凜々花は、こくりと頷うなずいた。

「千夏は、まだわたしたちがなんの部をつくるのか聞いてない」

「……前提条件がクリアされてないんだから、部の内容なんか関係ないだろ。でもまあ、言ってみろ」

「まったり部」

「あ？」

「まったり部。みんなで、部室でまったりする部活。この慌あわただしい世の中を生き抜ぬくために、平常心と余よ裕ゆうを養うための健全な部で──」

「帰れ」

　千夏のお言葉は、実にもっともだった。

　凜々花が部の内容を考えていたのは評価できるが、それは千夏には関係のない話である。







　生徒会への殴なぐり込みから、数日が過ぎ──

　鋼と凜々花が所属する一年三組では、ある異変が起きていた。

　十月も終わりに近づき、景色も冬へと移行しつつあるというのに、教室内の室温が微び妙みように上がっているのだ。

　学校側も調査を行ったものの、特になにも異常は見つからなかったということで、エアコンによって室温が調整された。根本的な解決にはなっていなかったが、状じよう況きようは改善されたので生徒たちからも文句は出なかった。

　鋼は以前から薄うす々うす感じていたが、この学校は大変に気風がおおらかすぎるのではないだろうか。

　それはともかく。

　異常現象まっただ中の、休み時間。

「今日もちょっと暑いよねー、はがねちん」

「こんなに暑いと脱ぬぎたくなるよね。男子、しばらくどっか別のとこで授業やってくんないかなー」

　百ゆ合りコンビが寄ってきて、鋼に話しかけてくる。この二人はいけない関係でありながら、互たがいの肌を他の女性に見せることにためらいはないらしい。どれだけ変態なのだろう。

「ちょっとエアコンを調整してくるよ。待ってて」

　鋼は百合コンビに笑顔を向けて、教室前部の壁に取りつけられたリモコンのところへ行き、設定温度を下げる。

　このくらいは、進んでやらせてもらおう。

　なんといっても、この超ちよう局地的異常気象を起こしているのは鋼のご主人様なのだから。

「…………」

　その凜々花は自分の席について、両りよう肘ひじをつき手を組み合わせている。その目は、どこか虚こ空くうに向けられているようだ。座っているだけなのに妙みように迫はく力りよくがあり、ゴゴゴゴゴとなにかが渦うず巻まいている音が聞こえてきそうだ。

　凜々花の身体には〝朱す雀ざく〟という幻獣フアントムの力が宿っている。四し神じんと呼ばれるその幻獣フアントムは炎ほのおを操る能力を持っているのだ。普ふ段だんの凜々花は幻獣フアントムの能力は使わないが、今の彼女は恐おそろしく不ふ機き嫌げんで、無意識に微び量りようの力が放出されているようだ。

　むろん、彼女のご機き嫌げんナナメの理由は、部活づくりが進まないことである。

　これが暑くなる程度で済むならいいが、もし教室が火の海にでもなったら大惨さん事じだ。

　鋼はその事態を全力で防がなくてはならない。なんといっても、ここには宮本素子がいるのだ。それに、クラスメイトにも死んでもいいと思う人間は一人もいない。

「はがねさん、ちょっと」

「え？」

　声に振ふり向むくと、宮本素子が手招きをしていた。

　ちらりと凜々花を見て、相変わらず虚空を睨にらんでいるだけなのを確認してから、素子と二人で教室を出た。

「今、ちょっといいですか？」

「ああ、もちろん」

　素子の態度は、比ひ較かく的てき普ふ通つうと言える。以前の鋼の態度に若じやつ干かん問題があったせいで、多少の冷たさは感じるが、無視されるということはない。ちゃんと話も聞いてくれる。

　要するに、黒鉄鋼だった頃ころの関係性とあまり変わりはない。それだけで鋼には涙なみだが出るほどありがたいことだった。

「この前頼たのまれたことなんですけど」

「ああ、どうだった？」

「やっぱり難しいようです。時期が時期だけに、創部の申しん請せいは通りませんね。過去に前例がないそうです」

「うーん、そうか……」

　人脈と信しん頼らいを持つ素子に、部をつくる方法を調べてくれるように頼んだのだ。彼女は、やる気のある人間がなにより好きなので、嫌いやがるどころか喜んで引き受けてくれた。実に頼もしい女の子である。

「人数の少ない、まあ言ってみれば廃はい部ぶ寸前の部にも声をかけて、部室をなんとかできないか探ってみたんですけど、貴重なたまり場を手放すところはないですね」

「あー、そりゃそうだよね」

　幽ゆう霊れい部員だらけの部活もいくつかあるだろうが、わざわざ廃部にしたりはしないだろう。

　廃部にして、部費や部室の権利を譲ゆずり受うけたところで、できあがるのは「まったり部」という得体の知れない部なのだが。

「生徒会にもあたってみたかったんですが。残念ながら、私はまだ生徒会にコネクションがないので。一年生は会長になれないので今年の選挙は見送ったんですが、出ておいてもよかったかもですね」

「……そうだね」

　生徒会選挙は毎年、夏休み明けに行われる。確かに素子は出馬していなかったが、来年は会長になると決めているらしい。どうも彼女は、意外と野心家のようだ。

「今年の生徒会は手て強ごわいって聞きますし、向こうが拒きよ否ひしてるとなると大変かもですね」

「生徒会そのものが手強いのか。会計の人が、もう最初からけんか腰ごしで参ったよ」

「ああ、橘千夏さんですね。数字に強くて、物心ついたときから電でん卓たくを叩たたいていたとか」

「どんな家庭環かん境きようなんだ……」

「大おお阪さか出身なんじゃないですか？」

「大阪の人に怒おこられるよ」

　いくら商人の町だったとはいえ、今時その偏へん見けんはあり得ない。

「ただ、向こうが言ってることが正論ですから。顧こ問もんはなんとかなりそうですが、部費と部室の問題をクリアしない限り、申請用紙も受け取ってもらえないでしょうね」

「うーん……」

　鋼としては、できるだけ無茶なことはやりたくなかった。

　この学校は、凜々花のバックにいる〝アスタルテ機関〟の息がかかっている。そちらから手を回してもらえば、部費など百万単位で手に入るだろうし、建物を増築してでも部室を増やしてもらえるかもしれない。

　しかし、それは最終手段だ。凜々花は真人間になるために学校に通い、部活をつくろうとしている。裏技に頼たよっていては、彼女の成長は促うながせない。もっとも、最初の交こう渉しようで火に油を注そそいだことを除けば、凜々花はなにもしていないが。

　それと、鋼がポイントを稼かせぐ必要もある。まだ鋼は〝はがね〟として凜々花に認められていない。電話一本でお手軽に解決、ではなく鋼が動いて問題をクリアすることで凜々花の信頼も得られるというものだろう。

「あ、あのぉー……」

「ん？」

　鋼は、突とつ然ぜんの声に横を向いた。

　そこには、一人の女子生徒が立っていた。地味だが整った顔をしていて、黒い髪を背中まで伸のばしている。

　女子にしては身長が高く、すらりとしている。全体に細い印象なのだが、ただ一点、制服の胸元だけがはっきりわかるほど大きく盛り上がっている。

　要するに、並外れた巨きよ乳にゆうだった。

「え、ええと……？」

「なに赤くなってるんですか、はがねさん」

「あ、ああ。いや……」

　元々、鋼は女子を苦手としている。中学からの付き合いの素子や、あまり女性を感じさせない千夏のような子であればなんとか接することもできるのだが。凜々花に関しては、いろいろな意味で特とく殊しゆである。

「変な人ですね。それで、どうかしたんですか、沖おき田たさん」

「あ、ええ、そのぉ……」

　やけに間延びした口調で、沖田と呼ばれた少女はなにか言いかけて黙だまってしまう。言いたいことがあるなら整理してからにしたほうがいいだろうに。

「素子さん、知り合いなの？」

「は？　知り合いもなにも……うちのクラスメイトじゃないですか」

　バカじゃないの、と言いたげな目を向けてくる。

「沖田ソナタさんですよ。転校してきて、もう何日も経たつのにまだクラスメイトを覚えてないんですか？」

「うん、まあ……」

　実際は数日どころか、半年以上このクラスにいたのだがそれは言えない。

　確かに言われてみれば、胸部が異様に自己主張しているこの少女には見覚えがあるような気もする。名前はまったく記き憶おくになかったが。

　これほどまでに身体からだの一部が目立っている女の子を記憶していないとは、どれだけ自分は素子ばかり見ていたのか。さすがに、鋼は気き恥はずかしくなってきた。

「すみません、私目立たないので……。ちょっと黒鉄さんにお話ししたいことがあるんだけど、いいかしら……？」

「それはいいけど、もう休み時間終わるよ」

「えっ、あっ……」

　まったく気づきもしなかった、という風で沖田ソナタがわたわたと慌あわてる。

「そ、そうだった。えっと、どうしようかしら……」

「ボクに訊きかれても。君がどうしたいかじゃない？」

「……込み入った話なら、放課後にすればいいんじゃないですか？」

「な、なるほど。さすが宮本さん……素敵だわ……」

「い、いえ。それほどでも」

　素子が、ソナタの熱のこもった目に、やや引いている。

「今度、お礼をさせて。素敵なアドバイスをありがとう……」

「こ、こんなことでお礼なんていいです。私、先に戻もどります」

　まるで逃にげるように、素子は教室へ入っていった。

　ソナタは、うっとりした目を素子へ向けたままだ。彼女も、百合コンビのような怪あやしい性せい癖へきを持っていなければいいのだが。

「では、黒鉄さん。放課後に……」

「あ、うん」

　鋼は、やや気け圧おされつつ頷うなずいた。

　沖田ソナタはいかにも楚そ々そとした少女なのだが、鋼は人を第一印象では判断しない。

　それは、凜々花と出会った日に知った、得がたい教訓だった。







　その日の放課後。

　鋼は、凜々花と並んで部活棟とうを歩いていた。

　まだ五年前に建築されたばかりのこの学校は施し設せつが充じゆう実じつしており、部室や特定の部活専用の施設が集まった部活棟というものまであるのだ。

　部活棟は三階建てである。階段を上って三階まで行き、廊ろう下かを進んでいく。

「こんなにいっぱい部室があるのに、わたしたちは一つももらえないなんて……」

「それ以上に部活が多いんですよ。創部の基準が緩ゆるいんで、いろいろ乱立しちゃってるんでしょう」

「考えなしに部をつくったりするから……」

「お嬢じよう様さまが言いますか」

　凜々花以上にノープランで部活をつくろうとした生徒は、かつていないだろう。

「で、はがね。もしかして、部室が手に入ったの？」

　凜々花は、目をキラキラさせている。

　ソナタからあらためて話が来て、放課後に部室に来てほしいと頼まれたのだ。

　しかも、なぜか凜々花を同行させるようにお願いしてきた。

「いえ、そういうわけではないんですが。変なクラスメイトに呼び出しを受けてまして」

「よっ、呼び出し……!?」

　凜々花がずざざっと後ずさりして、窓際の壁かべに背中をぶつける。

　ひどく怯おびえた目をして、がくがくと震ふるえ始めた。

「なにをびっくりしてるんですか、お嬢様」

「よ、呼び出しって……長い学ランを着て頭をリーゼントにした男子生徒たちに取り囲まれて袋ふくろだたきにされるっていうアレ……なの……？」

「お嬢様、普ふ段だんどんなＴＶ観てるんですか？」

「今は、古いドラマとかもネットで観られるから」

「お嬢様のお部屋のネット回線を切っておいたほうがいいですね」

　その手のヤンキーはとっくに絶ぜつ滅めつしているし、そもそもこの学校にはそういうわかりやすい不良生徒はいない。変人は多いが、平和な学校なのだ。

「ネット回線はわたしの命いのち綱づなと同じ。切られたら、わたしは糸が切れた凧たこのようにきりきり舞まい」

「そのほうが見けん聞ぶんが広まりそうですけどね……と、ここだ」

　鋼は、目当ての部室を見つけて立ち止まった。

　部屋のドアに貼はられたプレートには〝ボランティア部〟と達者な毛筆で書かれている。

「ボランティア部……？」

「ええ、沖田ソナタ……っていうのがボクを呼び出した子なんですけど。ここの部員らしいです」

「そのソナタがわたしを袋だたきに？」

「しません。いいから入りましょう」

　鋼はドアをノックして、「はーい」と返事が来たのを確認してからノブを回す。

　部室内は、予想に反して広かった。教室の半分くらいの面積があり、古いダンボールや書類や本がぎっしり詰つまった大きな戸と棚だなが置かれているが、それでも部室としては充じゆう分ぶんだろう。

　白いカーペットが敷しかれていて、入り口近くのマットで上うわ履ばきを脱ぬぐようだ。

「ようこそ、黒鉄さん。わざわざごめんなさい……」

　部室の奥に座っていたソナタが、わざわざ入り口まで出で迎むかえに来る。

「いや、別にいいよ。どうせ暇ひまだしね」

「ありがとう……あれ？　瑞鳳院さんは来られなかったの……？」

「え？　お嬢様ならここに……って、いない！」

　部室のドアを開けるまでは間ま違ちがいなく横にいたのに、凜々花の姿は消えていた。

　鋼がまた廊下に出ると、凜々花はドアの横の壁に張りつくように立っていた。

「なにしてるんです、お嬢様」

「自分のお部屋でもないところにずかずか入っていけるなんて、はがね、ハンパない。まさに神をも恐おそれぬ度胸」

「なにをおおげさな。校内の部室じゃないですか。しかも呼ばれて来たんですよ」

「呼び出しの理由を聞いてない。やっこさんはなにを考えているのか……」

「なにがやっこさんですか。いいから、来てください」

　今度は刑けい事じドラマの影えい響きようか、と呆あきれつつ鋼は凜々花の腕うでを取って、強引に部室に引っ張り込む。凜々花は人にん間げん離ばなれしたパワーを持っているが、本気で抵てい抗こうされない限りは普ふ通つうの女の子とあまり変わらない。

「えっと……なにか気になったかしら？　一応、毎日お掃そう除じはしてるんだけど……」

　おどおどと、凜々花の様子をうかがいながらソナタが困ったように言う。

「ああ、気にしないで。うちのお嬢様は若干人見知りでね。慣れるとすぐ調子に乗るけど」

「うちのメイドは既すでに調子に乗っている……」

　凜々花がぶつぶつ言っているが、スルーすることにする。

　ソナタに座布団を勧すすめられ、鋼と凜々花はその上に座る。鋼は危うくあぐらをかきそうになって、慌てて正座し直した。危ない、男のクセがまだ抜ぬけていない。完全に抜けられても嫌いやなのだが。

　凜々花は、並べられた座布団をわざわざずらして、鋼の後ろに隠かくれるように座った。

「えっと……ただ……ごめんなさい。せっかく来てもらったんだけど、用事ができちゃって……ちょっと出なくちゃいけなくなっちゃったのよ……」

　ソナタは心から申し訳なさそうだ。どことなく凜々花と似ているが、人見知りでおどおどしているお嬢様に対し、ソナタのほうはただひたすらに腰こしが低いという印象だ。

「ボクらのことは気にしなくていいよ。日をあらためてってことにしようか？」

「できれば、早いほうがよくて……。三十分ほどで終わるから、待っててもらえるかな。本とかあるから、適当に読んでてね……」

「なるほど。それくらいなら問題ない。待つよ」

　ちらりと凜々花を見ると、彼女は携けい帯たいゲーム機で遊んでいた。順応性が高いのか低いのかわからない。

「じゃあちょっと、失礼して……」

　ソナタはまた申し訳なさそうに言うと、置いていた自分のカバンを開けて、中からジャージを取りだした。

　ん？　と鋼が首を傾かしげると。

「ええええぇっ」

　おもむろにソナタが制服を脱ぎ始め、思わず鋼は奇き声せいを上げてしまう。

「な、なに？　黒鉄さん、どうしたの……？」

「あ、いや。なんでもない。たまに脈みやく絡らくもなく叫さけべっていうお嬢様の命令が下ってて」

「わたし、そんな命令してない」

　ゲーム機に視線を固定したまま、凜々花がぼそりと突つっ込こむ。

「はがねは、たまにわたしを上手く利用しているような気がする……」

「気のせいです。ええ、なにもかも気のせいだから、沖田さんも気にしないで」

「あ、私のことはソナタで……」

「はぁ……それじゃあ、ソナタさん。ボクらのことは気にせずに」

　ソナタは頷くと、ブレザーを脱ぎ、その下のブラウスのボタンを外し始める。

　鋼はどこに視線を置いたものか、悩なやんでしまう。もう数回、女子の体育の着き替がえには遭そう遇ぐうしたとはいえ、慣れるようなものではない。他の女子は鋼を女の子だと思っているわけで、無防備に着替えているので、うしろめたさもハンパではない。

「ん？　はがね、なんでそわそわしてるの？」

「あ、いえ。別にそんなことは」

　凜々花は、ゲームに集中していればいいのに余計なことに気づいたようだ。彼女はいろんな意味で、鋼にはままならない存在だ。

　こう言われてしまうと、あからさまにソナタから視線を外せなくなる。女性同士でも着替えから目を逸そらすのはさほど不自然ではないのに、本当に余計なことをしてくれる。

「…………」

　仕方なく、ソナタのほうを向きつつ、目だけを逸らせるようにする。それでも、ソナタの姿が見えてしまうのは、目線を逸らしきれないからか、あるいは鋼が無意識に見たがっているからか。

「よい……しょっ」

　ソナタがブラウスを脱いで、ブラがずれているのか、胸をぽよぽよ持ち上げながら位置を調整している。なんてことをしているのだろう。

「あ……いえ、最近ちょっとブラが合わなくなっちゃって。無む駄だに育っちゃって困ってるのよ……」

「そ、そうなの……大変だね」

　鋼には他にリアクションのとりようもなかった。育つのは大変によろしいことだと思うが、どっしりと迫はく力りよく満点なソナタの巨きよ乳にゆうがさらに育っているというのは恐ろしい。

　続いて、ぱさりとスカートが床ゆかに落とされ、ソナタの白い下着があらわになる。ほっそりとして見えるソナタだが、お尻しりや太ももは適度な肉付きで、いかにも柔やわらかそうだ。

「んんっ……」

　ソナタはわずかに身をくねらせるようにして、パンツもゆっくり下ろし始める──

「って、なんでパンツまで脱ぐの!?」

「……あ」

　ソナタは、はっとなって、少しだけずり下ろしたパンツを引き上げる。

　今のはかなり危なかった。鋼もメイドに身をやつして以来、女の子の危険な場面を多々見てきたが、もっとも見てはいけないものを目にするところだった。

　パンツが半分脱げて、あらわになってしまった真っ白でぷるぷると柔らかそうなお尻は、しばらく目に焼きついたまま離はなれそうにない。
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「あはは、そうだったわ。ぼーっとしてて……」

「どんだけぼんやりなの……？」

　鋼は呆れて、思わずソナタを凝ぎよう視ししてしまう。

　少々腰が低すぎるものの、ソナタはまだまともな女の子かと思ったが、その評価は早すぎたかもしれない。

　ソナタはごまかすように笑いながら、手早くジャージの上下を身につけた。制服姿のときよりも、胸のふくらみがはっきりとわかる。こんな凶きよう悪あくな胸の持ち主に今まで気づいていなかったとは、あらためて驚おどろいてしまう。

「では、行ってきます。で、その……」

「どうしたの？」

「よかったら、黒鉄さんと瑞鳳院さんも一いつ緒しよに来ない……かな？」

　ソナタは遠えん慮りよがちにそう言って。

　もちろん、凜々花は携帯ゲーム機に夢中でまったく聞いていなかった。







　学校の本校舎には、狭せまい裏庭がある。

　こぢんまりとした花か壇だんと、あとは古くてボロボロになったダンボールや謎なぞの木片などが積まれている山があるだけだ。

「ふんふ～ん、らららおそうじ～。みんなのための、ご奉ほう仕し活動～。綺き麗れいになれば、みんなよろこび、わたし駆かけ回る～」

「……なんでしょうね、あの歌」

「わたしに訊きかれても」

　鋼のつぶやきに、凜々花がどうでもよさそうに答える。

　鋼と凜々花の前で、ソナタが大きなゴミ袋ぶくろを手に、謎の歌を歌いながら、落ちているパンの袋ふくろやジュースの紙パックを拾っている。

「あのさ、ソナタさん」

「はい？　あっ、ま、また歌っちゃってた……ごめんなさい、つい……」

「いつもなの？　いや、それはいいんだけど。君、ここの掃除当番だったの？」

「ううん、違ちがうわよ……。ここは二年生のクラスの担当だから」

　ソナタはなんでもないことのように言い、汚よごれたゴミも平気で素手で拾っている。

「じゃあ、なんでわざわざ掃除なんて。しかも一人で」

「それは……あっ、こんなところにガムが。これ、取るの大変なのよね……」

　答えかけて、ソナタは屈かがみ込み、地面にへばりついているガムと格かく闘とうを始める。

「……とりあえず、ボクも手伝うよ。ゴミを拾えばいいんだよね？」

「あ、ありがとう……。黒鉄さん、いい人ね……」

「いや、褒ほめられることでは」

　手伝いもせずにぼけっとしているようでは、人としてダメだろう。凜々花はぼけっとしているが。

「お嬢じよう様さまもやりましょう。ほら、足あし下もとに紙パックが落ちてますよ」

「むー……」

　凜々花は文句を言いつつも、爆ばく発はつ物ぶつでも扱あつかうように恐る恐る紙パックを拾い、ソナタのゴミ袋に放り込む。

「そうです、やればできるじゃないですか」

「いや、褒められることでは」

　さっきの鋼の口調をマネして凜々花が言い、次のゴミを拾いに行く。初めてのゴミ掃除が新しん鮮せんで、楽しくなってきたらしい。あと数分で飽あきるだろうが。

「あはは、黒鉄さんと瑞鳳院さんって仲いいわね。聞いたけど、ご主人様とメイドさん……なんだよね？　でも、お姉さんと妹みたいだわ……」

「わたしにこんな妹はいない」

「いえ、妹扱いされてるのはお嬢様です」

　このお嬢様はポジティブなのかネガティブなのか、わからない。

「いいなあ、メイドさん……ご奉仕……絶対服従……おはようからおやすみまでお世話をして生きていけるなんて……」

「あ、あの。ソナタさん？　なにをトリップしてるのかな？」

「と、すみません。ここをお掃除している理由だったっけ……」

　ソナタは、ゴミが詰つまった袋をぽんと叩たたいた。

「黒鉄さん、部室のドアのプレートは見た……？」

「ああ、見たよ。ボランティア部って書いてあったよね」

　鋼にはまったく聞き覚えのない部だった。

「ボランティア部はその名のとおり、奉仕活動を行う部なの……。この裏庭ね、掃除当番が割り当てられてるんだけど、見てのとおりほとんど人来ないから、適当に済まされちゃうことも多くて。掃除されてなかったら、うちの部に連れん絡らくが来ることになってるの……」

「それじゃ、貧びん乏ぼうくじを引かされちゃうんじゃない？」

「え……？　貧乏くじ？　なんで……？」

　ソナタは、きょとんとして首を傾げている。本気でなにを言ってるかわからない、という顔だ。

「ここだけじゃなくて、他にもそういう場所はいっぱいあるの……。けっこう広いしね、この学校。あと、委員会のお手伝いとか大会が近い部の臨時マネージャーとか……。あと、個人的な依い頼らいも受け付けてて。夏は、百川さんと合田さんに頼たのまれてプールに一緒に泳ぎに行ったりしたの。あれ、なんだったのか未だにわからないけど……」

　それは、あなたの自己主張が激しい胸が目当てです、と鋼は心の中で突っ込む。

　百ゆ合りコンビは危ない関係でありながらお互たがいを拘こう束そくせず、他の女の子に目移りしてもＯＫなのだ。

「うちの部も去年まで部員がいたらしいんだけど卒業しちゃって、今年の新入部員は私一人で。でも、先生のお手伝いとかもしてるし、ボランティアっていう主しゆ旨しがあるから廃はい部ぶにはならなかったの……」

「わたしの部にもまったりっていう主旨があるのに」

「主旨の有無ではなく、内容の問題でしょう。それより、そういう活動を一人でやってるとなると、かなり大変なんじゃない？」

「問題はそこなのよ……」

「ん？　どういうこと？」

　鋼が聞き返すと、ソナタは困ったように笑った。

「やっぱり一人だとできることに限りがあって、お手伝いがなかなか難しいの……人手が必要な依頼もけっこう多くて……」

「ああ、そうなんだ。ここの掃除だって一人じゃかなりの手間だしね。廃部にはならないけど、まともに活動するのも難しいのか」

「うん、そんなところかしら……。そういうわけで、部室と部費を黒鉄さんと瑞鳳院さんにお譲ゆずりしようかと」

「ええっ!?」

　鋼は思わず、素すっ頓とん狂きような声を出してしまう。その展開は予想していなかった。

「譲るって……丸ごと？」

「ええ、部費はほとんど使ってないのでかなり残ってるの……。掃除用の消しよう耗もう品ひんを買う程度だから……」

「いや、部費なんていくらでもいいんだろうけど」

　あの会計への言い訳としては、生徒会の予算から回されたお金が一円でもあれば、形式的には問題ないだろう。

「本当にいいの？　ソナタさん、好きでボランティアやってるんじゃないの？」

「個人的なボランティアは、部がなくてもできるから……」

「それはそうだけど、でも部室や部費はあって困るものじゃないだろう？」

「うちのはがねは、けっこう疑うたぐり深いの」

　凜々花が、拾ったゴミをソナタの袋に放り込みながら言う。

「わたしが明日あしたは自分で起きるって言っても、起こしに来るの。しっかり二に度ど寝ねの妨ぼう害がいまでするの」

「二度寝してるんじゃないですか」

「はっ!?」

　凜々花が驚いた顔をしているのは演技ではなく、本気だ。鋼が疑り深いとしたら、それは相手のほうに問題がある。

「そ、それはともかく。確かにわたしも気になる。どうして、ソナタは部費と部室をくれるの？　だって、ソナタにはなんの得もない」

「……言っても引かない？」

「なにそれ」

　凜々花がきょとんとして、首を傾かしげる。

　鋼はぽんとお嬢様の肩かたに手を置き、ソナタに頷うなずいてみせる。引くかどうかはともかく、鋼としても理由は知っておきたい。

「じ、実は私、その……なんというか……」

　ソナタはもじもじしながら、歯切れ悪く言った。

「むしろ、得をしないからいいというか……言ってみれば、私って……自己犠ぎ牲せいが大好きなの……！」

「は？」

　鋼と凜々花が異い口く同音につぶやいた。

「だから、自己犠牲……得にもならないことをするのが好きで……ぶっちゃけると、黒鉄さんたちに私の大事な部室をあげちゃうのが逆にきゅんきゅんするっていうか……凄すごく気持ちいいの……」

「…………」

　凜々花は、ぽかーんと口を開けている。この女、なにを言っているのかという顔だ。

　もちろん、鋼も同じ気持ちである。

「ちょ、ちょっと待って、ソナタさん。部室、大事なものなんだよね？」

「もちろん。だって、たった半年とはいえ私の居場所だったんだもの。一人きりだったけど、依頼してきた人たちと一いつ緒しよに遊んだりして、思い出もあるの……」

「それは人にあっさりあげちゃダメなんじゃないかな。ボクらの部は、そんなに立派なもんじゃないよ？」

　実際は、〝そんなに〟どころではないが凜々花が機き嫌げんを悪くするので控ひかえめな表現に留とどめたのだ。

「それでいいの。立派な部にあげるなら、当たり前のことっていうか、しょうがないなって納得できちゃう……」

「納得できちゃダメなの？」

「ダメなの」

　ソナタは、今までにないはっきりした口調で答えた。

「立派じゃない、どうでもいい新しい部に、私の部室が持っていかれちゃう……そこに意味があるの……」

　おとなしい巨きよ乳にゆう少女は、うっとりした顔で言った。

　既すでに凜々花はドン引きして、鋼の後ろに隠かくれている。

「むしろこっちからお願い。黒鉄さん、瑞鳳院さん……」

　ソナタはすうっと大きく息を吸い込み、目をうるうるさせながら言う。

「だから受け取って！　私の大事なもの、奪うばっていっちゃってほしいのっ……！」







「うぬぬ……」

　橘千夏は、眉まゆをぴくぴくさせながら書類を睨にらんでいる。

　再び生徒会室を訪れた鋼と凜々花は、今度は正式な書類を揃そろえて創部申しん請せいを出したのだ。ちなみに、今日も他の生徒会役員の姿は見当たらない。外回りでもしているのか、それともただのサボリなのか。

「どうです？　書類はこれで問題ないはずですけど」

「ですけど」

　鋼の言葉に凜々花が乗っかってくる。ちょっと得意そうに見えるが、お嬢様は書類に自分の名前を書いただけで、書類を揃えたのは鋼である。

「うぬぬぬ……ボランティア部の部長のサインもきっちり入ってる……。移い譲じよう手続きは問題なし……。いやでも待てっ、メンバーが二人だけじゃないか。最低三人っていうのが決まりだろっ」

「部活の内容次第でそこは調整されるんでしょう。あのですね、千夏先せん輩ぱい。まったりする部なんですから、人数が多くてはやりにくいじゃないですか」

「アホか！　その主旨がそもそもおかしいじゃないか！」

「千夏先輩、あなたは部室がない、部費がない、それに金持ちが嫌きらい──この三つの理由が創部申請を受けられない理由だと言いましたよね。前の二つはクリア、三つ目を理由にするならボクらも出るところに出ますよ。その、千夏先輩が嫌いな金持ちのお嬢じよう様さまですから、もちろん多額の寄付をしてます。話が大きくなれば、有利になるのはボクらと先輩、どちらでしょう？」

「……うぬぬぬぬ」

　千夏は、さらに眉をぴくぴくさせながら、鋼ではなく凜々花を睨んでいる。

　凜々花はささっと鋼を盾たてにしてその呪のろいの視線から逃のがれる。

「いや！　それでもダメなものはダメ！　二人でもいいっていうのは特例だ！　おまえらの部に特例を適用する理由は全然ない！」

「……うーん」

　鋼は、腕うで組ぐみして考え込む。

　はっきり言ってしまえば、千夏のほうが正しい。無茶を通そうとしているのは凜々花と鋼のほうなのだ。

　ここは、素子を拝おがみ倒たおしてでも三人目を──

「あのー……」

　ガチャリ、と生徒会室の扉とびらが開き、間延びした声が聞こえた。

「……ソナタさん？　どうしたの？」

「ああ、うん……。たぶん、こんなことになってるかなと思って……」

　鋼にそう答えつつ、ソナタは千夏の前に立った。

「いろいろ考えたんだけど、やっぱり私も部には所属しておいたほうがいいかなって……あっ、部室を返せとかいうことじゃなくて、私も……まったり部だっけ？　入れてもらえれば……」

「え？　ソナタ、いいの？」

　今度は凜々花がソナタに質問する。

「うん、せっかくあげた部室が無む駄だになるのも悪くないけど……あまりに無意味すぎるから。まったり部には成立してもらいたいのよ……」

「というわけのようですよ？　どうですか、千夏先輩？」

　鋼は、にっこりと千夏に笑いかける。

　ある意味ではかなりの危険人物であるソナタが、凜々花と同じ部に入るというのは若干の恐おそろしさを感じないでもない。だが、今は頭数を揃えることを優先したほうがよさそうだ。

「ああ、くそっ」

　千夏は書類を叩たたきつけるように長机に置き、ドンと派手な音を立ててハンコを押した。

「……申請書類は確かに受理した。会長に渡わたしておく」

「ありがとうございます」

　鋼はにっこりと笑って、千夏に一礼する。凜々花とソナタもつられたように、ぴょこんと頭を下げた。

「……だがいい気になるなよっ」

　千夏は立ち上がり、ぐっと鋼に顔を近づけてくる。もちろん千夏は鋼が女子だと思っているのだろうが、あまりの近きん距きよ離りに鋼はドキリとしてしまう。凶きよう暴ぼうで融ゆう通ずうがきかなくて、かなり私情が入った仕事をする人だが、千夏もなかなかの美人なのが困る。

「会長はもちろん、副会長や書記だってとんでもない人たちなんだからなっ！　アタシは生徒会の中でも最弱なんだっ！」

「自分で言わなくてもいいのに……」

　凜々花が哀あわれむような目を千夏に向けている。

「あと、千夏」

「その呼び捨てはずっと続くのかよ」

「わ、わたしは……」

　凜々花が鋼の背中から少し前に乗り出しながら、千夏と目を合わせる。きちんと相手を見ながらものを言うなど、凜々花にしては上出来すぎるほどだった。

「わたしは、確かに……お金があるけど。理由があって、持ってるお金だから。なにもせずに人からもらっただけのお金でもない。だから、その……お、お金持ちだからって嫌われるのはイヤ！」

　最後は早口で言い放つと、凜々花はくるりと踵きびすを返して生徒会室から飛び出していった。ソナタは扉のところから廊ろう下かを覗のぞき込んで、走り去った凜々花をぼーっと眺ながめている。

「……なんなんだ、あの子は。アタシは別に金の入手手段がどうこうなんて言ってねーぞ」

「まあ、お嬢様はあなたにだって嫌われたくないんですよ」

「ふん、金を扱あつかう人間なんて嫌われるくらいでいいんだ。いや、嫌いになる必要すらねーな。アタシのことなんて電でん卓たくだと思ってりゃいいんだ。おまえだって、電卓なんて好きでも嫌いでもねーだろ？」

「いえ、ボクは電卓は嫌いですよ。数字が苦手なもので」

「……おめーとは話が合いそうにねーな」

「残念ですね。ボクはあなたを嫌いじゃないですよ。あなたのような攻こう撃げき的な人と付き合うことも、お嬢様のためになりますから」

「心配すんな、今後も攻撃しまくってやる。部活とやり合うのも、生徒会の仕事だからな」

「……お手て柔やわらかに」

　鋼は苦笑いして、肩をすくめた。

　物理的な攻撃には強いなどというものではない凜々花も、千夏とやり合えるようになるにはまだしばらくかかるだろう。

　手て強ごわいという生徒会は、学校での凜々花の敵キャラとしてやりすぎない程度に頑がん張ばってもらいたいものだった。







「部室……これがわたしの部室……」

　凜々花は、元ボランティア部部室に足を踏ふみ入れ、感動しながらつぶやいた。

　まったり部、などという怪あやしげな部の領地と化した部室は、当然だが特に以前と変わっていない。ボランティア部の備品もまだ積まれたままだ。

「でも、ちょっと殺風景。ソファとベッドと冷蔵庫とＴＶとゲーム機を用意しないと」

「それじゃ、屋や敷しきの部屋と変わりませんよ。というか、いくらなんでもそんなに持ち込めません」

　せいぜい、小さめのソファと冷蔵庫くらいだろうか。学校の部室に私物を持ち込んだら、また生徒会に文句を言われそうだが。

「とりあえず、なにか困ったらここに逃にげ込……一時待たい避ひできるし、ゴロゴロできるし。ソナタには感謝しないと」

「ですね。で、まったり部っていうのはなにをするんです？」

「まったりするの」

　凜々花はぴょんと跳はねて、そのまま倒れ込むように床ゆかに横になる。

「ふわー……まったりはいい……最高……」

「ただゴロゴロしてるだけじゃないですか。本当に、屋敷にいるときと変わりません」

「わたしは重力に逆らわない、素直な子として生きてるの」

「……そんなところで素直になられても」

　凜々花はカーペットの上を、嬉うれしそうに転がり回っている。

　もっとも、変にやる気を出してまた妙みような提案をされても困る。ただゴロゴロしているだけでご機き嫌げんになってくれるなら、鋼としてもありがたい。

「せっかくですから、創部のお祝いに乾かん杯ぱいでもしましょうか。なにか飲み物を買ってきます」

「はがね、珍めずらしく気が利きいてる……」

「お嬢様も立派に失礼なご主人様ですよ。それじゃ、ちょっと待っててください」

「早く戻もどるように」

　はいはい、と頷うなずいて鋼は部室から出た。部活棟とうの三階から一階まで下り、出入り口近くにある自じ販はん機きで紙パックのりんごジュースとコーヒーを買う。

　しかし、まったり部というのは実際になにをやるのだろう。今さらながら、鋼は心配になってきた。あの橘千夏はまだつっかかってきそうだし、なんらかの成果を上げないと難なん癖くせをつけて廃はい部ぶを狙ねらってくるのではないだろうか。

　鋼がその気になれば千夏を丸め込むことくらいはできる。以前、素子が〝洗脳〟と呼んだ鋼のコミュニケーション能力ならば。

　だが、その能力を使うつもりはなかった。少なくとも、凜々花に大きな危機でもない限り、鋼があまり前に出すぎても彼女のためにならない。もっとも、凜々花のご機嫌を取ることも大切な仕事なので、場合によって柔じゆう軟なんに対応する必要があるだろうが。

　そんなことを考えつつ、部室に戻ってくると。

「うーん……どうしよう……」

　部室の前に怪しい人ひと影かげがあった。ドアを開けようかどうか迷っているようだ。

　鋼は一つため息をつくと、その人物に近づいていく。

「用があるなら入っていいよ。ソナタさんもまったり部の部員なんだし」

「あっ。黒鉄……さん……」

「ほら、どうぞ……って、あれ？　お嬢様、寝ねちゃってるな」

　鋼がドアを開けると、偉えらそうに部室のど真ん中でくうくう眠ねむっている凜々花の姿が目に飛び込んできた。

「どこでもくつろげるんだからなあ。ベッドもソファもいらないよな、この人は」

「よく眠ってるわね……。起こしたら可哀かわい想そうかも……」

「一度寝たら、三十分はなにしても起きないけどね」

　鋼は苦笑しながら、買ってきたりんごジュースを凜々花の頭の近くに置く。

「でも一応、場所を変えようか。どこか、適当に時間を潰つぶせるところはないかな？」

「あー……部活棟は屋上に出られるけど……」

「よし、決まりだね」

　鋼はにっこり笑い、ソナタの背中を押しながら歩き出した。







　屋上には、冷たい風が吹ふいていた。

　さすがに十月下旬ともなると、さわやかさより寒さのほうが勝っている。

　演劇部員らしき数人の女子が発声練習をしているところだった。屋上に現れた鋼とソナタを見ても、特に気にした様子はなかった。

　鋼は、すたすたと演劇部員たちのところへ歩いて行った。

「あの、ちょっといいですか？」

「はい？」

　演劇部員の一人が、怪け訝げんそうな顔をする。

「悪いんですけど……少しだけ、ここを使わせてもらいたいんです。本当に少しでいいんです……」

　鋼は深刻な顔でそう言って、入り口のところにいるソナタをちらりと見た。彼女は、鋼のほうに不安そうな視線を送ってきている。

「あ、ああ……少しなら」

　演劇部員は、なにかに気づいたような顔をして、他の部員たちに声をかけて素早く屋上から出ていった。

「あの、黒鉄さん……？　なにをしたの……？」

「今時はほら、ＫＹとか言って空気を読めないと人としてダメ、みたいな風潮があるからね。ボクだったら気にせず部活を続けるけど」

「なにか誤解してるんじゃないの、さっきの人たち……」

　ソナタはずいぶん心配そうだ。

　鋼がもっともらしく話したせいで、演劇部員たちは鋼とソナタがどういう関係か、想像をたくましくしているだろうが、知ったことではない。ソナタと二人きりになるほうが大事だった。

「今さらだけど、本当にまったり部に入っちゃってよかったの？　いや、籍せきを置いてくれると助かるけど、幽ゆう霊れい部員でも問題ないと思うよ」

「私も部室を使わせてもらえれば、いろいろと助かるし……」

「ああ、そうか。ボランティアは続けるんだったね。それなら道具を置いたり着き替がえたりするには、部室を使ったほうがいいか。元々、ソナタさんの部室なんだしね」

「ありがとう……黒鉄さんはいい人ね……」

　ソナタはおおげさに感動して言い、深々と頭を下げた。自己犠ぎ牲せい大好き、などと常人の理解を超こえるところはあるが、こうして見ると腰こしが低いだけで、普ふ通つうの女の子だ。

　もっとも──

「ところで、ソナタさん。君はアスタルテ機関でどういう立場なの？」

「私なんてただの下したっ端ぱで……」

　反射的に答えて、ソナタははっと口をつぐんだ。

「──うん、やっぱりそうか」

「え、ちょっ……なんで？　なんで知ってるの……？」

「特に意外性はないね。わかりやすすぎて、拍ひよう子し抜ぬけしたくらいだよ」

　鋼は笑って肩かたをすくめる。

「ていうか、ソナタさんもあっさり認めすぎ。少しは抵てい抗こうしようよ」

「きゅ、急に言われたから……ていうか、黒鉄さんもそれを狙って不意討ちしたんじゃないの……？」

「まったくそのとおりなんだけどね。機関の人なら違ちがった反応もあるかなーと思ってたけど」

　黒鉄鋼は──幻獣使いフアントムテイマーの一族の生まれである。

　幻獣使いフアントムテイマーの一族は、言語を持たない幻獣フアントムとコミュニケーションを取るために能力を磨みがいてきた。その能力を、鋼は修業によって身につけている。

　言葉が通じる人間相手ならば、素子が言うように洗脳めいたことすら可能である。今のソナタへのかまかけは、ジャブですらない。

「ど、どどどど……どうしてわかったの……？」

「目だよ、目。目は口ほどにものを言うって言葉もある。幻獣フアントムと意思を交わすには、相手の目を見ることが一番大事なんだ。それは人間相手でも同じ」

「そ、そんなバカな……。目を見ただけで私の正体がわかるわけが……」

「ソナタさんはわかりやすすぎる。目が動きすぎてるっていうかな。腰が低い割に目を伏ふせてるだけじゃなくて、しゃべっててもたまにお嬢じよう様さまやボクに視線を向けてる。しかも、その視線が──妙に鋭するどい。まるで、その一いつ瞬しゆんにいろいろ焼きつけようとしているみたいに」

「た、ただ私が百川さんや合田さんみたいな趣しゆ味みなのかもしれないし……」

「君が百ゆ合りコンビにプールに誘さそわれた理由をわかってないのは嘘うそじゃなかった。君は、同性への性的興味はかけらもないね」

「ううぅ……」

　ソナタはうめきながら、一歩後ずさりする。

　本当にわかりやすい子だった。これほどわかりやすく、図星を突つかれた顔をする人間も珍しいだろう。

「で、でででも……それだけじゃ、単に私が怪しい人ってだけで……」

「アスタルテ機関っていうのはバカ集団なの？」

「そんなことない！　私みたいな下っ端はともかく、みなさん日本を守るために毎日頑がん張ばってて──って、また誘ゆう導どう尋じん問もん!?」

　ソナタの鋭い言葉に若干引きつつ、鋼は首を振ふった。

「いやもう、ソナタさんの正体はわかってるんだから誘導もなにも。ただ単に、確認しただけだよ。機関がバカじゃないなら、そろそろボクに接せつ触しよくしてくる頃ころだとは思ってた」

「そ、それならもっと早く私に確認すればよかったのでは……」

「うーん、機関から送り込まれてきたのがソナタさんみたいな、変な──頼たよりない子だっていうのがちょっと信じられなくて」

「言い直しても私の悪口よね……」

　ソナタはがっかりしているが、アスタルテ機関には訊ききたいことがいくらでもある。こちらは手加減するつもりはない。

「ソナタさんの目的は、ボクらの──いや、お嬢様の監かん視しってところかな？」

「……はい」

　嘘をつくのもごまかすのも無理だとわかってくれたのだろう。ソナタは素直だった。

「先日の出しゆつ撃げきで一ひと悶もん着ちやくあったようだし、監視役がついていたほうがいいだろうって……」

「ん？　監視についたのは前の出撃のあとなの？　機関のメンバーがいるクラスにボクらが編入したのは……」

「ああ、それは仕込みでもなんでもないわ……。そもそも、どのクラスにもだいたい機関のメンバーの一人や二人はいるから……」

「回し者だらけか。なんて学校なんだ」

　この学校自体、機関の息がかかっているとはいえ、高校生がメンバーになっていて、その上相当な人数がいるとは。

「瑞鳳院さんたちと同じクラスになった私が、監視につくことになったの……あっ、危害を加えるつもりとかまったくないから大だい丈じよう夫ぶ……」

「その辺は心配してないよ」

　ソナタが暴力を振るうとは少しも思っていない。そもそも、人間が凜々花を傷つけるのは無理だ。

　執しつ事じの衣イ緒オ曰いわく、「寝ているお嬢様にミサイルを撃うち込んでも、爆ばく煙えんで咳せき込む程度だろう」とのこと。凜々花に護衛がついていないのも、無意味だからだ。

「それで、監視はいいんだけど、聞かせてもらえるかな。アスタルテ機関っていうのはいったいなんなの？　国家令れい嬢じようの管理やマレビトの迎げい撃げきをやってるみたいだけど、機関はボクのなにを知ってる？」

「あ、そういうことは全然知らないの……私、機関の本部に行ったこともないし……。うちの家族がみんな機関のメンバーで、監視の任務も家族から言われて……」

「じゃあ、ソナタさんの家族に会わせて」

「ダメなの……。黒鉄さんに接触できるのは、なにも知らないメンバーだけだって。あなたと顔を合わせたら、簡単に情報を引き出されちゃうからって……」

「ちっ……」

　鋼は思わず舌打ちをしてしまう。

　先代の黒鉄はがねのことも、アスタルテ機関ならば情報を持っていそうなものだが、そちらの情報も期待できないということか。

　このままだと、女装生活の終わりなどまったく見えない──

「……ん？　ちょっと待った。ソナタさんは、ボクのその……素す性じようというか……」

「あ、うん、それは知ってる……。本当は黒鉄君、なんだよね……」

「ええぇ!?」

　鋼はぎょっとして、ソナタの両りよう肩かたをがっしりと掴つかんだ。

「し、知ってるって、知っててなんで……？」

　今度は鋼が驚おどろかされる番だった。

「なんで、と言われても……。女装してる黒鉄君のフォローも一応仕事に入ってるし……。なんか慣れちゃって、あんまり必要なさそうだけど……」

「いやいや、だから待って！　知ってるなら、なんで……ボクの前で着替えとかしてたの！」

「そこなのよ」

　きりり、とソナタの表情が唐とう突とつに引ひき締しまる。

　鋼は彼女の両肩を掴んだまま、気け圧おされるのを感じた。

「もうしばらくタイミングを待つつもりだったけど、ちょうどいい機会だから言うことにする……の」

「なにを……？」

「私もね、幻獣使いフアントムテイマーの黒鉄君や幻獣フアントム殺しの執事さんと一いつ緒しよで……幻獣フアントムに関わる一族の生まれなの……」

「幻獣フアントム関係って……どんな？」

「幻獣フアントムに生いけ贄にえとして捧ささげられた一族、なの……」

「生け贄!?」

　幻獣フアントムは、人間が近づかない秘境をその住すみ処かとしていた。黒鉄の一族のような幻獣フアントムと心を通わすごくわずかな人間を除き、姿を見ることすらなかったはずだ。

「もちろん、今は幻獣フアントムそのものがいないからその習慣もなくなったの……。でも、以前は十五、六歳の女の子が生け贄として幻獣フアントムの住む領域に送り込まれてて……。その習慣は一族の遺伝子に刻み込まれちゃってる……」

「……ソナタさんが自己犠牲が好きだっていうのは」

「遺伝子のせい、かな……。うちの一家はみんなそんな感じだけど……」

「会えなくてよかったのかもね……」

　自己犠牲が大好き、などと公言する人たちは理解不能すぎる。できれば、あまりお近づきになりたくない。

「でも、まだよくわからないな。生け贄の家系だっていうのはいいとして、それでなんでボクの前で普通に着替えとか」

「ぶっちゃけた話をすると……」

　ぐいっ、とソナタが真ま面じ目めな顔を鋼に近づけてくる。やはり、ソナタは地味でありながら素材がよくできている。近くで見れば見るほど、その隙すきのない整った顔立ちにドキリとさせられる。

「私、めっちゃ生け贄になりたいの！　すべてを捧げたいの！」

「なにその主張!?」

　言っていることが無茶にもほどがある。

「でも幻獣フアントムはもうこの世界にいないし……捧げる相手がいなくて……」

「それはいいことだろ？」

「よくないの！　もう私、誰だれかに全部を捧げたくて捧げたくて……！」

　鋼は、ソナタをここに連れ出したことを後こう悔かいし始めていた。周りに人がいれば、ソナタもここまで本ほん音ねをぶっちゃけなかっただろう。

「私ももう、生け贄適てき齢れい期きになったし……」

「なにその、嫌いやな適齢期」

「そこでちょうどよく、監視役が回ってきて……話がまとまったの……」

「ど、どんな感じで……まとまっちゃった？」

「瑞鳳院さんを監視しつつ、黒鉄君にすべてを捧げることになったのよ……。身も心も、身体からだも処女も貞てい操そうも」

「めちゃくちゃだよ！」

　衣緒といい、このソナタといい、自分の身体をなんだと思っているのか。

「だって、黒鉄君もそんな格好してるけど、男の子だもんね……」

「そこは忘れたくないね」

「幻獣能力保有者フアントム・キヤリアのことは知ってるよね……？　彼女たちには純潔が必要だって……」

　鋼は、小さく頷うなずいた。

　幻獣能力保有者フアントム・キヤリアは、ほぼ全員が十代の乙女おとめである。

　詳くわしい理由はわかっていないが、幻獣能力保有者フアントム・キヤリアは、純潔を失うと宿っていた幻獣フアントムも消えてしまうのだ。

　だから鋼も、凜々花に不ふ埒らちなマネをしないように厳重に釘くぎを刺さされている。特に凜々花は強力な能力の持ち主であり、アスタルテ機関の切り札なのだから。

「執事さんは普ふ段だん男の人の姿だから、手を出しにくいのかなって……。そこで、全部捧げてしまいたい私と、黒鉄君の性せい欲よく解消という利害が一いつ致ちするわけで……」

「……強引な展開だよね」

　そもそも、鋼がケダモノのように凜々花に手を出す可能性を危険視している、という前提がおかしい。間ま違ちがっても、鋼はそんなことはしないはず……なのに。

「だいたい、幻獣フアントムの生け贄になるのが役目だったのなら、全部を捧げるのはお嬢じよう様さまでいいんじゃないの？」

「それはダメ……。だって、保有者キヤリアはみんな女の子だし……。私の全部を捧げられないもの……」

「…………」

　幻獣フアントムが相手でも、すべてを捧げるのは無理だったはずなのだが。

「だから、着き替がえを見せるくらい……恥はずかしいけど、そこそこ平気で……黒鉄君にはすべてを捧げるんだし……」

「もう決定事じ項こうなの!?」

「あと、これは一族の遺伝子と関係あるかわからないけど……」

　ソナタは恥ずかしそうに顔を赤くして、そっと目を伏ふせる。

「実は私……ドＭでドエロなの……！」

「…………は？」

「凄すごくハードにいじめられて……エロエロなことされちゃいたいの……。この前も、パンツ脱ぬぎながら……このまま黒鉄君に襲おそいかかられてむしゃぶりつかれたらどうしようって……ワクワクしてドキドキして、きゅんきゅんしちゃってたの……！」

「ダメだこいつ」

　思わず鋼はつぶやいた。

　そんなことになっていたら、鋼の女装もバレてなにもかも終わっていたところだった。

　できれば嘘うそだと思いたいが、鋼の目はソナタが本当のことを言っていると見み抜ぬいていた。

「だから、お願い……」

「ほら、いましたよ、凜々花さん」

「ホントだ。はがね、なにして──」

「私の全部を受け入れて！　私のすべてをむさぼりつくして……！」

「…………」

　鋼は、ギギギと壊こわれたロボットのようにゆっくりと振ふり向むいた。

　そこには、ちょうど屋上に上がってきた凜々花と素子の姿があった。

　二人は目と口をまん丸にして、鋼とソナタを穴が空くほど見つめている。

「あれ……？　お嬢様、素子さん、なんでここに……？」

「あ、あなたが部をつくったっていうから見に行ってみたら、凜々花さんしかいなくて、あなたがどこかに消えたっていうから……」

「はがね……また他の女の子をなつかせてるの？」

「ち、違ちがいます！」

「私の、すべてを……」

　うっとりした顔のソナタは凜々花たちには気づいていないようで、鋼にとろんととろけるような目を向けてきている。

　そして、凜々花と素子の目は絶対零れい度どよりも冷たい。

　あくまで、凜々花たちにとって鋼は女の子だ。女の子に意味深な告白をされたところで、嫉しつ妬とされることなどあり得ない。

　そのはずなのだが、凜々花と素子の視線はただ事ではなかった。

　どうやら、また状じよう況きようがややこしくなってきたらしい。

　黒鉄鋼の受難は、解決されるどころか転がるように複雑にこんがらがっていくばかりだった──








　２章　お嬢様は遊びに行きたい




「友達と遊びに行きたい」

　そういうわけで、お嬢様のおおせにより、鋼コウと凜り々り花か、素もと子ことソナタの四人で日曜に出かけることとなった。

　大変にスピーディな展開であるが、鋼は既すでに凜々花のお願いはすべて迷わず聞くことにしている。

　先日の、ソナタの〝告白〟で凜々花と素子に誤解されてしまい、ぎくしゃくしていた関係を元に戻もどすためにも、なんらかのイベントは必要だった。

「それはいいんだけど……」

「どうしたんだ、はがね？」

　いつもの執しつ事じ服姿の衣イ緒オが、鋼の顔を覗のぞき込んでくる。今日は保護者役ということで彼──彼女も同行しているのだ。

「どうもしないわけないでしょ……」

　鋼は、目の前に建っている巨きよ大だいな建物をびしっと指さす。

　その建物入り口の上には、「ビッグブルー」と青色のロゴが書かれている。

　ビッグブルーは湾わん岸がん地区にある大型の屋内温水プールである。人気の高いレジャー施し設せつで、年間を通して百万人近い来場者があり、常ににぎわっている。

「多くは望まないけど、よりによって、なんでプールなんだろうね……」

「それがお嬢様のご要望なら選せん択たくの余地はないだろう」

　衣緒が当たり前のように言って、入り口前に立っている凜々花に目を向けた。

　今日の凜々花はふわりとしたワンピースに、薄うす手でのカーディガンを羽織っている。

「う……なんだかリア充の空気がここまで漂ただよって……」

　凜々花は、プールという空間に怯ひるんでいるようだ。人見知りで世間知らずの凜々花には、レジャー施設など、魔ま界かいも同然だろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、凜々花さん。女の子同士で来てる子たちもいっぱいいますから」

「大きなプールね。私、屋内プールって初めてだわ……初めての経験……」

　凜々花の左右にいるのは宮みや本もと素子と、沖おき田たソナタだ。

　素子は黒いジャケットに、スリムさが際きわ立だつジーンズというややボーイッシュな格好だ。ソナタのほうは、ピンクのセーターに白のロングスカート、その上に薄手のコートを羽織っている。見た目だけはとても清せい楚そだ。

　二人が凜々花の友達かどうかはまだ怪あやしいが、一いつ緒しよに遊びに行けるのは彼女たちくらいだった。

　ちなみに誘さそったのは、凜々花ではなく鋼だった。凜々花にはまだ遊びのお誘いは壁かべが高すぎる。

　素子とソナタならば、よほどの用がない限り、断らないだろうという計算もあった。断られたりしたら、凜々花がダメージを受けてしまう。それは凜々花のご機き嫌げんを著いちじるしく損そこなうことにもなり、国家防衛にも支障が出かねない。

　そう、プールに遊びに来たことも、大きな視点から言えばこの国を守るためである。

　鋼にとっては、もっとも大切な宮本素子の命を守るためでもある。

　だから、必要なことなのだ。

「……わかっちゃいるんだけどさあ」

　鋼はため息をつきながら言った。

「はがねは相変わらず、往おう生じよう際ぎわが悪いな。もう現実を受け入れたんだろう」

「まあね……」

　それはそうなのだが、ものには限度というものがある。

「仕方ない。例のＢノートに、『裸はだかの付き合いで仲良くなろう！』って書いてあったんだろう。お嬢様が温泉じゃなくてプールを選んだだけまだマシじゃないか？」

「温泉って発想がなかったんだろうね。行ったことがあるとは思えないし」

　ごく小さい頃ころ、凜々花が保有者キヤリアになる前のことは定かではないが。

「はがね、なにしてるの？」

「ああ、はい。お嬢様」

　鋼は一歩踏ふみ出しかけて、ふと気づいた。凜々花に「ちょっと待ってください」とお願いしてから、衣緒のほうを振り向く。

「あれ？　これから着き替がえる……んだよね？」

「服のままで泳いだら係員につまみ出されるだろうな」

　あまり考えたくないが、このあとどういう展開が待っているかは簡単に予想がつく。

「……衣緒はどうするの？」

　衣緒はいつもの執事服姿で、周りから思いきり浮ういている。ちなみに鋼は学校の制服姿だ。女性もののファッションを楽しむ余よ裕ゆうはない。

「お嬢様と、あのソナタという子は機関から私の正体を聞いて知っているからな。素子という子も説明すればわかってくれるだろうが……この格好で女子更こう衣い室に入ったら大おお騒さわぎだろうな」

「じゃあ、どうするの？」

「係員用の部屋でも使わせてもらう。ここも機関の息がかかった施設だからな」

「……だと思ったよ」

　瑞ずい鳳ほう院いんの屋や敷しきや、鋼たちが通う学校、それにこのプールがある湾岸地区はアスタルテ機関の関係施設だらけらしい。

「それじゃ、ボクも係員用の部屋で……」

「なんだ、私と一緒に着替えたいのか？」

「そ、そうじゃなくて」

　一いつ瞬しゆん、以前に見てしまった衣緒の裸が脳のう裏りによみがえってしまう。

　普ふ段だんはさらしで押さえつけている二つのふくらみは意外なほど大きく、腰こしも細くて、異様なほどの色気が溢あふれていた。

「冗じよう談だんだ。まあ、好きなだけ回想してくれてかまわないんだが」

「そういう人の頭の中を読むのはボクの役目なんだけど」

「たまにはお株かぶを奪うばいたくなるんだ。ともかく、それは無理だろう。お嬢様は水着を着たこともないはずだ。着替えを手伝うのは、さあ誰だれの仕事だ？」

「…………」

　どうやら、またもや逃にげ場ばはないらしい。

　鋼が凜々花を放り出してしまえば、なにかとんでもないトラブルになりかねない。

　観念して、鋼は不満げに待っている凜々花のほうへ歩き出した。







　更衣室に入って、鋼はすぐさま回れ右したくなった。

　室内にはロッカーがずらりと並び、多くの女性たちが肌はだもあらわに着替え中だった。

「うわぁ……」

　鋼は思わずうめいたが、凜々花には聞こえなかったようで安心する。

　着替えているのはほとんどが十代、二十代の女性たちだ。いつも鋼が目もく撃げきしてしまっているのは、まだ発育が遅おそい女の子も多い高校一年生の、それも体育のときの着替えだ。この更衣室の光景は、同級生が体操着に着替えるのとはわけが違う。

「はがね……水着、どうやって着ればいいの？」

「あ、ああ。お嬢様、ちょっとお待ちを」

　凜々花はカバンから取り出した水着を手に、戸と惑まどいの表情を浮かべている。

　どうやら本当に水着を着たこともないらしい。

「むー、これが水着……なぜ人はこの布きれを着たときだけ半はん裸らであることを恥はじないのか……」

「そんな難しいことは考えなくていいです。ていうか、思考に逃とう避ひしてますよね」

　そこまで言って、鋼ははたと気づいた。

　鋼は毎日凜々花を着替えさせている。しかし、下着の着替えはさすがに自分でやってもらっている。水着となれば、一度すべてを脱ぬがねばならず……。

「はがね？」

　この中身は大変に残念でも、天使か妖よう精せいか、という綺き麗れいな少女を裸にしなければならないのだ。いくらなんでもそれは厳きびしい……。

「お嬢様、着替えの手伝い、素子さんに頼たのんでみてはどうです？」

「ええっ、ドＳの素子に？」

「いや、見た目は厳しそうですけどドＳってわけでは」

　以前の黒くろ鉄がね鋼に対しては間ま違ちがいなくそうだったが。

「素子さんと仲良くなりたいんでしょう。弱点を見せてみるのも、手としては有効です」

「弱点ならいくらでもお見せできるのに……」

「そのとおりですけど、自分で言わないでください」

　あまり弱点を見せすぎると、素子は友達ではなくお姉さん代わりになってしまう。それでは凜々花の計画からブレてしまうだろう。

「はい、行ってみましょう。ダメだったらボクがいつもどおりお手伝いしますから」

「うう……」

　勇気が必要なことでも、あらかじめ逃げ道を示しておけば、凜々花もためらいつつも行動する。すぐに逃げ込むことも少なくないが。

「あ、あの……素子……」

「はい？　どうしたんです、凜々花さん？」

　上着を脱ぐところだった素子が、凜々花のほうに振ふり向むいた。鋼は、凜々花から──素子から目を逸そらす。勝手なようだが、他の誰の裸を見るハメになっても、素子のだけは見たくない。

　いつか〝黒鉄はがね〟の正体が素子にバレたとき、下着姿までなら許してもらえるかもしれないが、全ぜん裸らまで見てしまっては可能性はぐんと低くなる。ただ、どちらにしても、最低であることに変わりはない。

「はぁ……」

「どうしたの、黒鉄さん……？　気分でも悪い……？」

「いや別に……って、おおぃ！」

　鋼は思わず叫さけんでしまい、すぐに我に返る。凜々花と素子は水着の着方について熱いトークを繰くり広げている最中で、こちらを気にしていないようだ。ほっと胸をなで下ろす。

「ていうか、なにしてるの、ソナタさん？」

「なにって……着替えだけど……？」

　そう、そのとおり。

　ここは更衣室で、水着に着替えるところだ。だから、ソナタが着替えていることは不自然でもなんでもない。

「私も学校以外のプールって初めてで……。水着も張り切っちゃったわ……」

　ソナタは、明らかに布面積が少ないビキニの上下を掲かかげてみせた。

　そちらはいいのだが、ソナタは着ていたコートもセーターも脱ぎ、上半身をあらわにしている。

　それだけではなく、ブラも外してむき出しになった二つのふくらみを鋼の胸元に押しつけていた。大きすぎる胸がぐにゃりと潰つぶれている。

「……着替えるならボクにくっつく必要はないだろ？」

　これは精せい一いつ杯ぱい、平静を装よそおった上での台詞せりふだった。

　鋼の心臓はどくんどくんと高く鳴り、服越ごしに伝わってくるふくらみの弾だん力りよくと柔やわらかさを意識しないようにすれば、余計に興奮が高まってしまう。

「でも、黒鉄さんの生いけ贄にえになってから何日か経たつのに、私まだ処女だし……」

「生け贄じゃない、生け贄じゃない」

　本気で身も心も捧ささげようとしているのが、ソナタの恐おそろしいところだ。

「勘かん弁べんして、この前もお嬢様と素子さんの誤解を解くのがどれだけ大変だったか」

「誤解でもないんじゃない……？　私はその気だったんだし……」

「だからダメなんだよ！」

　いつ、凜々花と素子がこちらを向くか、鋼は気が気でなかった。

　凜々花は独どく占せん欲よくが強いし、素子の前で他の女の子に迫せまられるのも生きた心地ここちがしない。ソナタのほうは、鋼の素子への気持ちまでは知らないのだろうが。

「いいから離はなれ──いや、すぐに離れちゃダメだ」

「黒鉄さん、けっこうワガママよね……」

「ボクが悪いみたいに」

　くっつかれていても困るが、離れてしまうと大変なものが丸出しになってしまう。

「ちょっと、揉もんでみたりしないかな……？　ふわふわでぷにぷによ……？」

「自分で言わないで」

　混乱してしまっていたが、問題の解決は簡単だ。目を固かたく閉じて、さっとソナタに背中を向ける。柔らかな感かん触しよくが離れ、ちょっと惜おしいと思ってしまったのが情けない。

「はがねぇぇぇぇぇ」

「わっ」

　目を閉じたままの鋼に、今度は凜々花が飛びついてくる。彼女もまた、上半身が裸で、中ちゆう途と半はん端ぱに水着を着ている。

「ど、どうしたんですか、お嬢様」

「ドＳ！　やっぱり素子はドＳ！　もっと巨きよ乳にゆうに見えるようにしたいのに、そんな必要はないって切り捨てたの！」

「それは素子さんが正しいような……」

「だって……」

　凜々花はつぶやいて、後ろを振り向いた。鋼もその視線の先を追って、ぎょっとしてしまう。

　そこには、さっきと同じ格好のソナタと、薄うすい水色の下着姿の素子がいた。

「あの二人、おっぱい大きい……わたしも負けてられない」

「お嬢様、変なところで負けず嫌ぎらいですよね……」

　しかも、絶対にかなわないことで意地を張りたがる。

「と、とにかくきちんと水着を着てください」

「むー……」

　凜々花はちんまりした身体からだの割に胸はそこそこあるのだが、ご本人は納得されていないらしい。

　そもそも、鋼は自分の着替えもまだ済ませていない。

　そちらも、なかなか頭が痛い問題だというのに。たかが着替え一つとっても問題が山積み。それが、今の黒鉄鋼の人生だった。







　ビッグブルーには、巨きよ大だいなプールが二つある。

　一つは流れるプール。一周に十五分ほどかかり、深さは一メートル弱で、友人同士でじゃれ合いながら漂ただよっている客たちの姿が多く見られる。

　もう一つは、ビッグブルーのメイン施し設せつでもある波のプールだ。南国のビーチをイメージしたプールは、ゆったりと波が寄せては引いていき、あちこちで浮うき輪わに乗った客たちが楽しげに揺ゆられている。

「これが……海……」

「いえ違ちがいます、お嬢様」

　鋼はマジボケでないことを祈いのりつつ突つっ込こんだ。

　凜々花は、鋼のツッコミを聞いていなかった。ぼんやりと波のプールを見つめている。

　彼女が着ているのは、ワンピース型の白い水着だ。少し子供っぽくも見える水着が、なかなか似合っている。毎日食っちゃ寝ねしているとは思えないほど、すらりとしたスタイルだ。胸のふくらみも小こ柄がらな身体から予想されるより大きい。

「はがね？」

「ああ、いえ。思ったより人が少なくてよかったですね」

　プールが大きくて客が分散しているからか、意外とビーチには人ひと影かげがまばらだ。人見知りで人ゴミが苦手な凜々花にはありがたいことだろう。

「うん。わたしも、これくらいならなんとか。海……うーみー……」

　凜々花はぶつぶつ言いながら、波打ち際ぎわにふらふらと歩いて行く。

「う────み────！」

「わっ、ちょっ……お嬢様！」

　凜々花は一声叫ぶと、どたばたと駆かけ出だして行き、波へと飛び込んだ。

「ぎゃう───！」

　突とつ然ぜん、凜々花は転んで水しぶきを派手に上げ、押し寄せてきた波にさらわれ、流されてしまう。

「あ───う───……」

「わああ！　なにしてるんですか！」

　鋼は慌あわててプールに飛び込み、必死に泳いで、流れていく凜々花の腕うでを掴つかんだ。完全に力が抜ぬけて、浮き輪のように軽い凜々花の腕を引いて、鋼はビーチまで戻もどった。

「はぁ、はぁ……いきなり飛び込まないでくださいよ」

「つい、水が楽しそうで我を忘れて……」

「子供ですか、あなたは」

「でもはがね、意外にパワフルだった……」

「か、火事場のなんとやらですよ」

　鋼は苦しい言い訳をしてしまう。黒鉄鋼と黒鉄はがねは、外見はほぼ同一といってもいいくらいに似ているが、やはり男と女だ。腕っ節ぷしに自信があるタイプではない鋼も、はがねより力はあるだろう。

「あ、はがね。水着……似合ってる？」

「今言うんですか。というか、なんで疑問系なんですか」

　鋼は、胸を隠かくすための布面積が広めのビキニに、パレオを巻いている。胸にはパットを入れて、ふくらみがあるように見せかけてある。女装の身でビキニは危険だったが、むしろこのほうが女性らしく見える──ということで、衣緒から提供されたのだ。

　とうとう女物の服だけでなく水着まで着るようになったか──自分が変態としてどんどんレベルアップしているのが辛つらい。カンストまではあとどのくらいだろう？

「ボクのことはいいんです。こっちも今さらですが、お嬢じよう様さまこそお似合いですよ」

「……ん」

　凜々花は顔を赤くして、こくりと頷うなずく。讃たたえられるのが好きな割に、お嬢様は褒ほめられると照れてしまうのだ。

「水着って少し窮きゆう屈くつだけど、こんな格好してるの、ちょっと楽しい。おぼれるのも意外と面白い」

「いや、おぼれないでください」

　何度も助けに行かされてはたまらない。

「あれ？　もう泳いでたんですか。気が早いですね、凜々花さん」

　素子がすたすたとこちらに歩いてくる。彼女は、浮き輪を三つばかり両手に抱かかえている。レンタルしてきたものらしい。

「これ、適当に使ってください。波のプールは泳ぎにくいですし、奥まで行くとけっこう深くなってるらしいですから。浮き輪があったほうがいいですよ」

「浮き輪なんて子供が使うものじゃないの……？」

「浮き輪は一度卒業したら、また入門するものなんですよ。気にせず使ったほうが絶対楽しいんです」

「へぇ……」

　素子の言葉に、凜々花は納得したようだった。カラフルなピンクの浮き輪を持ち上げて、じろじろと観察している。穴でも空いていないか気にしているらしい。

「そういえば、ソナタさんは？　素子さんと一いつ緒しよに更こう衣い室を出てなかった？」

「ああ、沖田さんでしたら『ちょっと作戦を考えてくる』とか言って、流れるプールのほうに行きましたよ」

「なんの作戦だろう……」

　またよからぬことを企たくらんでいる可能性が百パーセント。この屋内プールは気温が高めに調整されているはずなのに、鋼は寒気を感じた。

「おい、はがね」

「あ、衣緒」

　彼女はやけにぶかぶかのパーカーを羽織り、下は男物の水着だった。やはり、プール内では男性で通すつもりらしい。

「私はその辺を軽く見回ってくる。お嬢様を頼たのんだぞ」

「ああ、うん」

　衣緒は現れたと思ったら、すぐにその場を去っていった。せわしないことである。凜々花への気き遣づかいもあるのだろう。男おとこ嫌ぎらいの凜々花は、本当は女性である衣緒ですらも苦手としているのだ。

　それにしても、みんな好き勝手というか、実にまとまりのない集団だった。

「はがね、ちょっと」

　浮き輪を腰こしのところに通して、凜々花はまじめくさった顔をして言った。

「わたし、軽く水とたわむれてみる。バックアップをお願い」

「……了りよう解かいです」

　翻ほん訳やくすると、「とりあえず水に入ってみるから、危なくなったらすぐに助けに来て」ということだ。凜々花がおぼれた程度で死ぬとは、鋼はみじんも思っていないが。

「むむむ……」

　凜々花は恐おそる恐るといった様子で、片足を水の中に入れたり戻したりしている。さっきの大だい胆たんさはどこへやらだ。

「……凜々花さん、本当にプール初めてなんですね」

「まあ、箱入りだからね」

「それにしたってだいぶ極きよく端たんです」

　素子はなんでもないように言ったが、まさにそのとおりだった。

　鋼は思わずぎくりとしてしまう。やはり、素子は凜々花の素す性じようを怪あやしんでいる。だが、素子はそれ以上言葉を続けなかった。特に含ふくみのない一言だったらしい。

　鋼は、ちらりと横目で素子の姿を眺ながめる。学校のプールでは男女の授業は別だったので、彼女の水着姿を目にするのは初めてだ。

　素子の水着はチェック模様のビキニで、下はスカートタイプになっている。若じやつ干かん、下の露ろ出しゆつ度どは低いが、少し動いただけでひらりと揺れるスカートはかなり目の毒だ。

「のーっ！」

　足首が水に浸つかっただけで、凜々花が大げさな悲鳴を上げる。ちらりと後ろを振ふり向むいて、鋼の顔を確認してから、凜々花はまたじりじりと前に進んでいく。

「まあ、ゆっくり見守りましょう」

　そう言って、素子はその場に膝ひざを抱えて座った。鋼もその隣となりに腰を下ろす。

　他の客の邪じや魔まになりそうなものだが、周りには同じように座り込んでいる人たちも多い。別に問題はなさそうだった。

「というか、素子さんは泳がなくていいの？」

「凜々花さんを見てるほうが面白いですね」

「……まあ、見てて飽あきないのは確かだな」

　頷かざるを得なかった。鋼も、なんだかんだで凜々花の世話をせっせと焼いているのは、凜々花からは目を離はなせないからだ。危なっかしいという他に、面白いという理由があることも否定できない。

「国家令れい嬢じようっていうのは、みんなああなんですかね」

「…………」

「四人いるらしいですけど、まあ普ふ通つうじゃない人生送ってるでしょうから」

「前も言ってたね、それ。国家令嬢？　社長令嬢の凄すごい版かなにか？」

「やっぱり黒鉄君に似てますね、はがねさん」

　さりげなく言った鋼に、素子もまた冷静に切り返してくる。
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「焦あせるでもごまかし笑いを浮うかべるでもなく、ごく普通の調子で普通に嘘うそがつけるのは、なにげに凄いスキルですよ」

「嘘をついてるっていうのは確定なの？」

「あなたやお兄さんは、人の仕草で嘘を判別するようですけど、私は状じよう況きようから推測して判断します」

「……そう」

　どうやら、素子には凜々花が国家令嬢で、アスタルテ機関の切り札だという確信があるようだ。

　実際、そのとおりなのだが、立場的に鋼が認めるわけにはいかない。特に凜々花の正体はトップシークレットなのだ。

「それより、ボクはやっぱりまだ見ぬ兄が気になるなあ」

「黒鉄君は、今度顔を見たら辞書で殴なぐります」

「ええぇっ！」

　素子は暴力に訴うつたえるタイプではないはずだが、そこまでイラついているのだろうか。

「この前見た、いい感じに分厚い六法全書……あれやっぱり買いましょう」

「…………」

　本の価値を武器として見定めている。なかなか危険な思想だった。

「そのうち戻ってくるかと思ったら、いつまでも消えっぱなしですからね。まあ、戻って来てもまたすぐ消えることになりますけど」

「え、なぜ……？」

「たぶん私、血を見るまで止まりませんから」

「メッタ打ちなの!?」

　素子の前に黒鉄鋼が姿を見せたら、入院させられるらしい。鋼も中学時代から三年以上の付き合いだが、素子がそこまで過激な性格だとは知らなかった。

　残念ながら、鋼の能力で素子が本気で言っているとわかってしまっている。恐ろしいことだ。

「というか、また話を逸そらしましたね。よほど、国家令嬢の話をされたくないんですか」

「なんだか知らないけど、プールでする話でもないんじゃない？」

「他にする話もないでしょう。凜々花さんを眺めているだけでは、生産的ではありません」

「そうかな……」

　遊びに来ているのだから、生産的も非生産的もないと思うのだが。

「アスタルテ機関……だっけ？　なんで、素子さんはそこに入りたいの？」

　あまり進めたい話でもなかったが、これ以上強引に話を逸らすのは怪あやしすぎる。充じゆう分ぶん怪しまれているとはいえ、疑いを助長する必要もない。

　それに、片思いの相手の進路だ。気にならないわけがない。

「まだボクらは高校一年だよ？　進路を決めるにはかなり早すぎるんじゃない？」

「のんびり構えてるから、就職浪ろう人にんだとかニートだとか、最高に上手くいっても入りたくもない会社に入って、愚ぐ痴ちばかりこぼした上に数ヶ月で辞めるハメになるんですよ」

「えらく現実的な毒舌だなあ……」

「現実的に生きてますから」

　素子は澄すました顔で言った。それは、鋼もよく知っている。素子のそういう地に足の着いたところも、好きなのだから。

「だって、こんな時代じゃないですか」

「…………？」

　鋼は、首を傾かしげる。

「マレビトが現れたら、あとは国家令嬢とアスタルテ機関にすべてが託たくされます。もし失敗したら、この国が灰になるんですよ」

「……もうずっと長いこと、被ひ害がいは出てないじゃないか」

　マレビトの襲しゆう撃げきは少なくない。一ヶ月に二度襲おそってくることすらある。

　それでも、マレビトの上陸を防げているのは国家令嬢と、それをサポートするアスタルテ機関のおかげだ。

「何事も完かん璧ぺきってことはありません。被害が出てないことが奇き跡せきなのかもしれませんよ」

「……ずいぶん悲観的だね」

　そう言いつつも、鋼はこの国の命運が国家令嬢に委ゆだねられていることを知っている。

　はっきり言ってしまえば、凜々花のご機き嫌げんに数百、数千万の命がかかっているのだ。

「自分たちの命が……自分の知らないところに託されてるんですよ」

「誰だれだって、どこの国だってそうじゃないかな？」

　実際、防衛や治安維い持じに関わっている人間は、国民の中のわずかな割合でしかない。

「他の人や他の国のことは知りません。アスタルテ機関に入れば、私は自分の運命を自分で守ることが──少なくとも、完全に人任せにはしないで済みます」

「そんなの、考えすぎだよ。そこまで考えてたら、生きてるだけで疲つかれちゃうね」

「私は考えずに生きるほうが疲れます」

「素子さんは真ま面じ目めだなあ……」

「黒鉄君が不ふ真面目──って、ああっ違ちがいます！　今のは、つい間ま違ちがえただけで！」

「……兄と似てるんだっけ。なんなら素子さん、ボクを兄だと思っていいんだよ？」

「死にたいんですか？」

「兄はいったいどんな目に!?」

　黒鉄鋼は素子に命を狙ねらわれていたらしい。ショッキングな事実だった。

「……それにしても」

　素子は座ったまま、ぐっと身を乗り出してくる。近づきすぎて、ビキニに包まれた柔やわらかな胸が押し当てられてくる。女の子の胸はこんなにも弾だん力りよくがあるものなのか……。

「な、なに……？」

「本当に、嫌いやになるくらい黒鉄君にそっくりですね」

「今さら言わなくても……いいんじゃない？」

　目を逸らしたいが、このままずっと間近で素子の顔を見ていたいとも思う。かなり複雑な気分だった。

「こうして、顔だけを見てると……まったく同じと言ってもいいくらいです。男の子と女の子なのに。なぜここまでそっくりなんでしょう？」

「ボクが自分の意志で似せたわけじゃないからね。なんとも」

　あまりそのあたりを突つっ込こまれるのは歓かん迎げいしづらい。

　そもそも鋼自身、どうして周りが鋼をはがねと信じ込んでいるのか不思議なくらいなのだから。

「あなたは、どうして……」

「…………？」

　素子が珍めずらしくぼんやりと言って、鋼が小さく首を傾げて。

　一いつ瞬しゆん、視線がしっかりと絡からまったそのとき。

「う──────み───────」

「うわっ!?」

「きゃあっ！」

　鋼と素子の間に割り込むように、浮き輪わを装着した凜々花が水とともに流れてくる。

「お、お嬢じよう様さま！　なっ、なにしてるんですか！」

「漂ひよう着ちやくしたの」

「……流されるままですね、お嬢様」

　どうやらここの波の高さは一定ではなく、たまに大きな波もやってくるらしい。凜々花はその波に乗せられて運ばれてきたようだ。

「くらげのように波間を漂ただよっていたら、こんなことに……」

「まるでお嬢様の生き方のようですね」

「わたしは常に一歩一歩踏ふみしめるように生きている」

「真顔で嘘つくのやめましょうよ」

　鋼は、自分のことを棚たなに上げて突っ込んだ。

「でも、だいぶ凜々花さんもプールに慣れたみたいですね。大きな波に気をつければ、もう大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　まさに地に足を着けて生きている少女が言った。

　鋼は、少しほっとする。凜々花のおかげで、素子との過か剰じよう接近が解除された。もっとも、若干惜おしい気もするのだが。

「うん、もう平気……だから、その……」

　凜々花は、もじもじしながら素子の顔をじっと覗のぞき込んでいる。頬ほおが赤く染まり、意味もなく指がわきわきと動いていて、いかにも挙動不ふ審しんな様子だ。

「素子、えーと……わ、わたしと……あの、その……なんというか……」

「……ああ」

　素子がなにかに気づいたような顔をする。彼女は鋼ほどではないにしても、察しがいい。凜々花のようなわかりやすい女の子の気持ちは、すぐにわかってしまうのだろう。

「…………」

　トン、と鋼は素子の背中に指先で軽く触ふれた。凜々花に気づかれないように、こっそりと。

　素子の肌に触れるなど恐おそれ多おおいことではあるが、やむを得ない。

「…………？」

　素子はすぐに、背中の感かん触しよくに気づいて鋼に視線を向ける。

　鋼もそっと視線を動かして、素子の目を見た。アイコンタクトというやつだった。素子の鋭するどさなら、目を見ただけで自分の意図をわかってくれるという確信があった。

「……ああ」

　素子は、ほとんど聞こえないくらいの声でつぶやいた。

　鋼は、凜々花が自分から言い出そうとしていることを待ってほしかったのだ。

「も、素子……もともともとこ……」

　凜々花はぶつぶつと言いつつ、一度固く目を閉じて。

　鋼は、心の中で仕つかえるべき主あるじに声をかける。

　頑がん張ばれ、お嬢様──

「素子っ」

「は、はい」

「わ、わたしと……わたしと一いつ緒しよに、泳いで！」

　必要以上にボリュームが大きめの声で、凜々花は言った。

　珍しい凜々花の大声に、素子もやや戸と惑まどいつつ。

「……ええ、もちろん喜んで。一緒にプールの一番奥を目指してみましょう」

「うん、あの波に向かって駆かけ出だすの」

「プールで走るのはダメですよ」

「……はい」

　たしなめるように言われて、凜々花がへこんでしまう。

　必要な注意だったので、鋼も口を挟はさもうとは思わなかった。

「じゃあ、行きましょう、凜々花さん」

「うん、行こ」

　素子に手を引かれ、凜々花は頬を染めてこくんと頷うなずいた。

　なにも変わっていないように見えて、凜々花は少しずつ成長している。

　素子と一緒にプールに入っていく凜々花を見つめながら、鋼は優しく微笑ほほえんだ。







　鋼は、波のプールから離はなれて、一人でぶらぶらと施し設せつ内を歩いていた。

　せっかく、凜々花が自力で頑張る気になっているのだ。鋼がそばにいては、なにかあったときに凜々花が思わず頼たよってきてしまうかもしれない。

　凜々花がとんでもないことをしでかさないか、気にはなるが、しっかり者の素子が一緒だし、たまには離れることも必要だろう。

　それに、素子の水着姿を見ていると〝黒鉄鋼〟が戻もどって来そうになってしまう。ここで正体を見破られるわけにはいかない。

「平和だね……」

　あちこちから楽しげな笑い声が聞こえてくる。

　この平和が薄はく氷ひようの上に成立している、ということをどれだけの人間が理解しているだろうか。のんきなものだと思いつつ、素子ももっとお気楽に笑えばいいとも思う。

　黒鉄鋼に戻って、素子の笑顔を見られたら──

「まあ、前も怒おこられてばかりだったけどね……」

　鋼は、ため息をついた。

　そこで気づく。いつの間にか、流れるプールのところまで歩いてきていた。

　そういえば、ソナタが流れるプールでなにやら悪だくみをしているという話だった。変なことを思いつかれる前に阻そ止ししたほうがいいかもしれない。

「手て遅おくれだったりしてね」

　まあ別に命を取られることはないだろ、と鋼は自分を納得させる。

　流れるプールのそばを歩きながら、ソナタの姿を探す。地味な女の子だが、水着になると身体からだの一部が大きく膨ぼう張ちようしているせいで一気に目立つようになる。見つけるのは難しくないはずだ。

「…………っ！」

　いきなり足首を掴つかまれたかと思うと──そのまま、ぐっと引っ張られる。

　鋼は大きな水柱を上げながら、流れるプールに落ちてしまう。

「むぐぐぐぐぐっ……！」

　鋼は、別にカナヅチというわけではない。普ふ通つうに泳げるのだが、さすがにいきなり水中に引きずり込まれてはたまらない。

「ぐぐっ、ぐぐぐぐぐ……！」

　何者かに引っ張られ、両りよう肩かたを掴まれて、プールの底に背中を押しつけられる。思わず閉じてしまっていた目を開き、なんとか状じよう況きようを確認しようとすると──

「…………っ！」

　驚おどろくほど近くに、ソナタの顔があった。なぜか真顔で、それが妙みように怖こわい。

　ソナタは鋼を押おし倒たおすような体勢になっていて、またもや彼女の豊かな胸のふくらみが押しつけられている。

　不意に、ソナタの顔がさらに近づいてきて──

「…………ぐぐっ！」

　鋼はとっさに両手両足をばたつかせ、ソナタの身体を押しのけて、水面に浮ふ上じようする。

「ぷはっ……！」

　水の上に顔を出し、新しん鮮せんな空気を肺いっぱいに吸い込む。潜もぐっていたのは三十秒にも満たないだろうが、慌あわてすぎたせいで永遠にも感じられたほどだった。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

「黒鉄さん、苦しそうね……」

「誰だれのせいだよ！」

　遅おくれて浮上してきたソナタは、鋼を心配そうに見ている。加害者とは思えない表情だった。

「な、なにするんだよ。殺す気なのか……？」

「嫌いやよ。黒鉄さんに死なれたら困るわ……」

「言ってることとやってることが違ちがうんだけど」

　いきなり足を掴まれてプールに引きずり込まれ、水底まで沈しずめられたのだ。殺意を疑いたくもなる。

「だって、死なれたらご奉ほう仕しができなくなっちゃう……。私は黒鉄さんが天てん寿じゆをまっとうするまでおそばで見守り、お亡くなりになったらすぐさまあとを追う覚かく悟ごよ……」

「重い！　覚悟が重いよ！」

　もはや完全にストーカーである。しかも、あの世でもつきまとわれる予感で胸がいっぱいだ。

「ていうか、さっきのはなに！　なんで引きずり込んで……顔近づけてきたの！」

「もっと怒ってくれていいわ……」

「人の話聞いてる!?」

　ソナタのドＭ心を満足させるために怒っているのではない。

「もちろん、おぼれて苦しんでいる黒鉄さんを助けるためにマウス・トゥ・マウスで私の肺の空気を捧ささげようとしただけよ……？」

「君がすぐに解放してくれれば、それで済んだだろ！」

「済ませたくなかったのよ……」

「本当、欲よく望ぼうに素直だよね……」

　だんだん、怒る気も失せてくるのがソナタという女の子の恐ろしいところだ。

「いや、だいたいなんでボクをおぼれさせたの？」

「おぼれた黒鉄さんを救うのも、私のおつとめだわ……」

「おかしい、なにか順番が……いや、なにもかもが……」

　ソナタの行動を理解しようとしているのが間ま違ちがいなのかもしれない。

「って、なんか延々と流されてるし。ボクは上がるからね」

　ふと、流れるプールをぷかぷかと漂ただよっている自分に気づいて、鋼はフチに手をかけて水から上がる。当然のようにソナタもついてきた。

「はー……やっと落ち着いた」

「大丈夫、黒鉄さん？　なんか飲む？」

「その気き遣づかいが常に発揮されないものかな……」

　突とつ拍ぴよう子しもない奉仕の精神さえなければ、ソナタはいい子なのだが。

「飲み物はいいや……ちょっと座りたい」

　鋼は、水みず際ぎわからやや離れたところに腰こしを下ろす。

「あの、黒鉄さん……も、もしかして怒ってるのかしら……？」

「君に悪気がないのはわかってるけどね」

　ソナタは、鋼のすぐ前に正座してこちらの顔を覗のぞき込んできている。本気で不安になっているらしく、そんな顔を見せられては、ますます怒る気が失せてしまう。

「もしお怒いかりだったら、今すぐこの場で私を性せい欲よくのはけ口にしてもらっても……」

「いろんな意味で大おお騒さわぎになるよ！」

　公衆の面前で不ふ埒らちな行こう為いに及およんだだけでパニックになるだろうし、人から見れば鋼は女の子である。世にも恐ろしい光景となってしまうだろう。

「でも、私の水着は……」

「水着？」

　鋼は、そこで初めてソナタの水着の大だい胆たんさに気づいた。さっき更こう衣い室でも見たが、実際に着ているところを目にすると、また印象も全然変わってくる。

　薄うすいピンクのビキニで、上も下もずいぶんと布の面積が少ない。ソナタのボリュームたっぷりなふくらみの谷間が、これでもかというくらい見えている。

　ソナタは、自分のうなじに手で触れた。彼女の水着の上は首と背中、下は両サイドがヒモになっている。

「こういう水着のヒモって単なる飾かざりで実際は結んでないものが多いけど、これは本物なのよ……。黒鉄さんがちょっと引っ張ればするりとほどけて、すぐに私を召めし上あがることが可能だわ……」

「召し上がらない！」

「え、もうほどいちゃった……」

「わああっ！」

　ソナタのうなじで結ばれていたヒモがほどけ、押さえつけられていた胸がぷるんとブラのカップからこぼれ出しそうになる。

　鋼は慌ててブラのヒモを押さえ、同時に──

「あんっ」

「…………っ！」

　ソナタの妙な声に、鋼はつばを飲み込む。

　ブラのヒモと一緒に、鋼はソナタの大きなふくらみに触ふれてしまっていた。ぷよん、となんともたまらない弾だん力りよくが手に伝わってくる。

「ああっ、召し上がられる……！　遂ついに私のすべてをいただかれちゃう……！」

「いただかないってば！」

　鋼は大急ぎでブラのヒモをうなじのところで固く結び、立ち上がる。

　これ以上は、ヤバかった。

　今の胸の柔やわらかさは、あまりに刺し激げき的すぎた。さらにソナタに迫せまられたら、鋼も自制心を保ちきれない。

　冗じよう談だんぬきで、ソナタを美お味いしくいただいてしまうかもしれない。

「それじゃ、ボクはこの辺で！」

「あっ！」

　鋼は脇わき目めもふらずにプールサイドを走り出した。この際、プールで走ってはいけないという当然のルールは無視させてもらう。

　鋼の全力ダッシュは、このプールの風紀を守るために必要なことだから。







「はぁ、はぁ、はぁ……」

　鋼は立ち止まり、乱れた呼吸を整える。

　汗あせがだらだらと流れ落ちているのは、少々気温が高めなせいだけではあるまい。

　どうやら、ソナタは追ってはこなかったようだ。といっても、一いつ緒しよに遊びに来ているので、どこかで合流しなくてはならないのだが。

　せめて、後回しにできるように時間を潰つぶそう──鋼が決意したそのとき。

「おおおおお……」

　すぐそばに、見慣れた人物の姿があった。おかしな声を上げている。

　ぶかぶかのパーカーに、膝ひざ丈たけの男物水着──瑞鳳院家の執しつ事じ、桐キリ原ハラ衣緒だった。

　彼女はなぜか、胸の前で手を組んで、目をキラキラさせている。

「…………？」

　鋼は、衣緒の視線の先を追いかけた。そこには、このプールの名物の一つである長大なウォータースライダーがあった。複雑にぐるぐると曲がりくねったスライダーは大人気のようで、滑すべっている客たちの楽しげな声が絶えない。

「凄すごい……こんな滑り台があったのか……」

　衣緒はずいぶんと感動しているようだ。いつも、いまいち感情に乏とぼしい彼女だが、こんなに目を輝かがやかせているところは初めて見た。

　ところが、衣緒はウォータースライダーを見上げているだけで、一向にその場から動こうとしない。

　鋼は苦笑して、一つ首を振ふってから、衣緒の後ろに立った。

「衣緒。とりあえず、行こうか」

「ん？　はがね？」

　鋼は、ぽんと衣緒の背中に触れた。そのままぐいぐいと彼女の背中を押しながら、ウォータースライダーの階段へと向かう。

「は、はがね、なんだいきなり？」

「こんなとこでぼさっとしててもしょうがないでしょ」

「い、いや。お嬢じよう様さまが遊ばれる場合の安全性を確認してただけで……」

「お嬢様なら、このスライダーがいきなり崩ほう落らくしてもかすり傷一つ負わないでしょ」

　どう見ても、衣緒自身が滑りたいに決まっている。強引ではあるが、生き真ま面じ目めな衣緒のことだから、凜々花を放って遊ぶのは気が引けているだけだろう。

　実際、衣緒は文句を言いつつもされるがままに階段を上がっている。

「ここまで来たら、普ふ通つうに下りるのは面めん倒どうだよ」

「強引に連れて来ておいて……」

　衣緒は憮ぶ然ぜんとして、鋼を見てくる。

　階段を上りきった先、スライダーの前には数人の客が並んでいる。人気のアトラクションだが、タイミングがよかったのか人が少なく、すぐに滑れそうだ。

「いやでも、私は仕事でここに来てるのであって。こんなもので遊んでいるわけには」

「ボクもお嬢様を素子さんに任せてきたよ」

「それは……今はそうすることがお嬢様に必要だと判断したからだろう？」

「そのとおり。だから、ボクも衣緒もここにいたっていいんだよ」

　鋼は、また衣緒の背中を押して列に並ばせる。

　衣緒は戸と惑まどいつつも、列から抜ぬけ出そうとはしなかった。

　別に、人の心を読む鋼の力がなくても、衣緒の気持ちはよくわかる。

　桐原衣緒は、元々は幻獣フアントム専門の殺し屋一族の生まれだ。

　その能力を買われて、幻獣フアントムの力を宿す凜々花を始末するために瑞鳳院の屋や敷しきに来たのだ。もっとも、凜々花を殺すどころかその前に、初代の黒鉄はがねの口車に乗せられ、犯行をあきらめただけでなく、なぜか凜々花の屋敷に仕えることになった。

　男おとこ嫌ぎらいの凜々花を男に慣れさせるために男装までして、時には殺し屋として鍛きたえ上げた能力をもって、国家令れい嬢じようを狙ねらう刺し客かくに対処している。

　つまり──桐原衣緒はまともな人生を生きていない。

　ウォータースライダーなど、彼女の殺し屋の訓練と執事として仕える日々に、一切出てくることはなかったはずだ。

「はがね、なにを考えてるのか知らないが、私はこんなものに興味はないぞ」

「ボクは興味があるよ」

　鋼は軽く笑って答えた。

　そう、興味がある。

　人生に仕事しかなかった衣緒が、どれだけ娯ご楽らくに飢うえているのか。

　元殺し屋だろうと、男装していようと、衣緒もまた──十七歳の少女なのだから。

「はい、そろそろ順番が来るよ。パーカー脱ぬいだほうがいいんじゃない？　濡ぬれるよ」

「いや……このままでいい。濡れたって別にかまわない」

「まあ、衣緒がそれでいいなら……」

　プールで着ているのだから、濡れることも想定はしているだろう。しかし、衣緒の表情は妙みように固い。鋼は、衣緒の心情をいまいちはかりかねた。

　いや、だいたい予想はついているのだが、まさかという思いが強い。

「きゃあああ─────っ！」

「…………っ」

　順番が回ってきた女の子が、絶ぜつ叫きようを上げながら滑り落ちていく。彼女はあっという間に視界から消えていき──

　鋼は、じっと衣緒を観察した。今、確かに女の子が悲鳴を上げたのと同時に衣緒の肩かたがびくりと震ふるえた。

　衣緒の前に並んでいるのは六人。全員が女の子だ。滑る前にためらう人もいるようで、意外と時間がかかっている。

　スライダーは高さが十五メートル程度。長さは百メートルほどもあるだろうか。実際に上まで来てみると、かなり怖こわそうに思える。ためらうのも無理はない。

　もっとも、滑ってみればみんな楽しそうではあるのだが……。

「ぎゃ──────────っ！」

「…………っ！」

　さっきよりもひときわ甲かん高だかい悲鳴が響ひびき、今度ははっきりわかるほど衣緒が身体からだをびくりとさせた。どうやら、まさかは的中したようだ。

「……あのさ、衣緒。君、やっぱりさ」

「言っておくが、私は別に怖いんじゃないぞ。こんなの、ただの滑り台だろう」

「……だろうね」

　鋼は、とりあえず否定しないことにしておく。凄すご腕うでの殺し屋だろうと、彼女にとっては未知の存在であるウォータースライダーを怖がるのも無理はない。

「あ、衣緒。次みたいだよ」

「うっ」

　衣緒の前にいた女の子が、歓かん声せいを上げて滑り落ちていく。係員が、衣緒に合図を送ってくる。

「はい、次の方どうぞ」

「あ、ああ……」

　衣緒は、あからさまにガチガチした固い動きで滑り台の前に立つ。

　下から見ているときは楽しそうだったが、実際にこうして上に立ってみるとまた違ちがう感想を持ったということだろう。

　鋼は、すっと衣緒の横に並んだ。

「あの、二人一緒に滑ってもいいんですよね？」

「ええ、どうぞ」

　鋼の質問に、係員が頷うなずいた。

　さっきから滑っている人たちを見た限りでは、二人一緒に──カップルで滑っていた客も少なくなかった。

　鋼はどこから見ても女性だし、衣緒は見た目だけでは微び妙みようだが水着は男物だ。カップルに見える二人が仲むつまじく滑るのは問題ないだろう。

「お、おい。はがね……」

「一人ずつより二人で滑ったほうが楽しいでしょ。さ、行こう」

「え、ええっ……」

　戸惑いの声を上げる衣緒の肩を掴つかんで、滑り口の前に座らせる。鋼はその後ろに腰こしを下ろした。

「じゃあ、行こうか」

「おっ、おい、待て！」

　鋼は、もちろん待たなかった。手でスライダーのフチを掴んで前に滑り始める。勢いよく流れる水の流れに乗って、一気に下へと落ちていく。

「えっ、あっ……きゃあああああ！」

　衣緒の悲鳴とともに、二人はスライダーを滑っていく。急角度での降下、さらにぐるぐるとイヤガラセのようなキツいカーブを何度も曲がり、ジャンプしてしまうほどの勢いで、また落っこちる。

「きゃあああああ！　ちょっとおおおおおお！」

「…………」

　前に座っている衣緒からは、止まることなく悲鳴が上がっている。

　いつもの彼女からは想像もできない、その甲高くて──可愛い悲鳴に鋼は、思わず興奮してしまう。スライダーより、衣緒のほうが気になって仕方なかった。

「って、わああ！　きゃあ！　きゃあ！　きゃあああっ！」

「…………っ！」

　百メートルほどの滑かつ走そうは、あっという間に終わりを迎むかえた。

　最後の直線を一気に滑り抜けると、二人はプールへと衝しよう突とつするように落っこちた。

「…………っ！」

　衣緒の両りよう肩かたを掴んでいた鋼の手が外れ、水の中で彼女と離はなれてしまう。

　ちょっとスピード乗りすぎじゃないか、とさすがにスライダーの危険さに呆あきれていると。

「……ぷあっ！」

　鋼と衣緒は、二人同時に水面から顔を上げた。

　スライダーの終着点のプールは割と浅く、腰くらいまでの深さしかない。

　二人は、なぜか顔を見合わせてフリーズしてしまう。

「はがね……」

「……うん？」

　衣緒は真しん剣けんな顔を、鋼に向けてきて。

「凄すごかった！　凄かったわ、はがね！」

　いきなり衣緒にがしっと両手を握にぎられて、鋼はどくんと心臓が高鳴るのを感じた。

「びっくりした！　もう死ぬかと思ったけど、死ぬかと思ったけど、最高だったわ！　こんな楽しいことがこの世にあったのね！」

　衣緒は、すっかりハイテンションになっていた。

　しかも、よく見ると──

「衣緒……なんか女の子になってるけど……」

「え？」

　衣緒はきょとんとして、自分の髪かみをぺたぺたと触さわる。

　彼女の長めのショートカットくらいの髪が、腰に届くほどになっていた。

　以前にも鋼は、衣緒の髪がいきなり伸のびているのを見たことがある。屋敷への襲しゆう撃げき者を追おい払はらうときに、衣緒が〝殺し屋モード〟になったときだ。

「あ、あれ？　おかしいわね。いつの間に……」

　衣緒は殺し屋モードになると髪が伸び、口調も性格も女の子っぽくなる。もちろん、今は戦せん闘とう時でもなんでもない。

「ふむ。やっぱり、こっちが衣緒の素なんだな。楽しすぎて、思わず素に戻もどっちゃったというか」

「そ、そんなことないわよ。きっと、あのスライダーがちょっと危なかったからあたしの生存本能が目覚めて、それで思わず殺し屋モードに……」

「はいはい」

「ちょっと！　はがね、信じてないでしょ！」

　衣緒の怒おこっている顔は、いつもよりやや幼く見えてずいぶんと可愛らしい。彼女は鋼よりたった一つ上、まだ十七歳の女の子なのだ。こんな表情が似合っていて当たり前だ。

　などと考えていると。

「うっ……！」

「なに？」

　衣緒が、小首を傾かしげて鋼の顔を覗のぞき込んでくる。

　鋼はとっさに視線を逸そらせなかった。

「い、衣緒……その……」

　おそらく、プールに飛び込んだときの衝しよう撃げきのせいだろうが、衣緒のパーカーのジッパーが大きく下がり、彼女の胸元が見えてしまっている。

　普ふ段だんはさらしを巻いているはずの胸には、水着もなにも着けられておらず──二つの大きなふくらみが、半分以上あらわになっていた。

「む、胸……隠かくしたほうが……」

「え……？　胸って……きゃっ！」

　また、衣緒は可愛らしい悲鳴を上げ、素早く胸を両手で隠した。

　衣緒は執しつ事じモードのときは裸はだかを見られても動じず、処女をくれてやるとかとんでもないことまで口走るが、殺し屋モード──女の子に戻ったときは、ひたすら乙女おとめなのだ。

「み、見た……？　あんた、また見たの……？」

「……いや、見てない。大だい丈じよう夫ぶ」

　こんなときでも動どう揺ようを抑おさえつつ、鋼は真顔で嘘うそを言った。

「き、着き替がえるときにさらしをちょっと解いてみたら上手く巻けなくて、あまり待たせるわけにもいかないから、そのまま出てきただけなのっ」

「わかった、わかったよ」

　体型を隠すために、大きめのパーカーを持ってきていたのが功を奏したということだろう。ぶかぶかだったせいで、少し胸元が開くとばっちり見えてしまったのだが。

「っと、こんなところにいちゃ次に滑すべってくる人とぶつかっちゃうわよ」

「あ、ああ。さっさと上がろう」

　鋼と衣緒は目を合わさずに、プールの中を歩き始めた。

　やっぱり、衣緒も女の子だよな──

　歩きながら、鋼はぼんやりとそんなことを思った。







「ふわー……」

　凜々花はコーラを飲み干し、息をついた。

　ここはビッグブルー内の休きゆう憩けいスペースである。白い円形のテーブルと椅い子すが、ずらりと並べられている。

「お嬢じよう様さま、おかわりいりますか？」

「え？」

　凜々花は、鋼のアイスティーを自分のほうへ引き寄せているところだった。

「それ、飲みかけですよ」

「うん、美お味いしい」

　答えになっていないことを言いつつ、凜々花はアイスティーをすする。お嬢様の物はお嬢様の物、鋼の物はお嬢様の物だ。鋼も別に気にしていない。

　テーブルについているのは、鋼と凜々花の二人だけだ。素子と衣緒、それにソナタの三人は隣となりのテーブルにいる。

　特に衣緒は、凜々花からかなり離れた位置に座っている。もちろん、男嫌ぎらいのご主人様への配はい慮りよである。

「はー……落ち着いた……」

　凜々花は鋼のアイスティーも飲み干して、大きく息を吐はき出した。

「どうでしたか、お嬢様。楽しかったですか？」

「……別に」

「顔が笑ってるんですけど」

　普段はどこか表情に乏とぼしい凜々花だが、口元に隠しきれない笑みが浮うかんでいる。

　素子と泳いだのがよほど楽しかったらしい。

「笑ってるなんて……それは……その、素子が愉ゆ快かいだったから」

「愉快？」

「素子、おっきな波が来たと思ったら、いきなり何メートルも遠くに流されてたり」

「それ、お嬢様のほうが流されたんじゃ……」

「浮き輪わの空気が抜ぬけてることに気づかなくて、沈しずんでいった……子を助けるハメになったり」

「助けてもらってるんじゃないですか」

「で、助けてるときにその子が暴れたせいで、水着のブラをもぎ取られたり」

「ええぇっ!?」

　自分が見てないところで、素子のそんなイベントが発生していたとは。

　その場に居合わせられなくて残念なような、あるいはいなくてよかったような。複雑な気分だった。

「ていうか、大丈夫だったんですか？　他の男に見られたりとか……」

「近くに誰だれもいなかったし、わたしの機転ですぐにおっぱい隠してあげたから大丈夫」

「それはよかった……っていうか、お嬢様のせいで晒さらしちゃったんでしょ」

「プールではお約束のハプニングだし……」

「ホントにやると、シャレになりませんからね」

　そう言いつつ、鋼は安あん堵どする。他の男に素子のあられもない姿を見られなくて本当によかった。勝手なことではあるが、意外と鋼も独どく占せん欲よくが強かったりする。

「でもまあ……楽しかったんですね、お嬢様」

「うん」

　にっこり笑って、凜々花が大きく頷うなずいた。

　その笑顔を見られただけで、ここに来た甲か斐いがあったというものだ。彼女のご機き嫌げんを上手く取れたというだけでなく……鋼は自分でも驚おどろくほどの満足感を覚えていた。

「えっと……はがねもありがと」

「え？　ボクはなにもしてませんよ？」

「そう……なにもしなかったから……ありがとう。だから、素子と一いつ緒しよに遊べた」

　鋼は、凜々花の意図を理解した。

　というより、鋼が凜々花に意図を見み抜ぬかれたというべきか。

　もちろん、別にたいしたことではない。鋼がそばにいないことで、凜々花が勇気を出して素子に近づくことができた、というだけだ。

　そして──重要なのはここからである。

「では、お嬢様」

「むっ」

　凜々花が両手を胸の前で構え、警けい戒かい態勢を取る。

「なんですか、そのリアクションは。まだなにも言ってないのに」

「はがねがそういう顔したときは、ろくなことがない……」

「ちっ」

「今、メイドがご主人様に舌打ちした……舌打ちした……」

「気にしないでください。それより」

　鋼は、わざと真面目くさって言った。凜々花が、二代目の黒鉄はがねを理解し始めているのは、いい傾けい向こうだと思うことにして。

「タイミングとしては今しかないでしょう」

　鋼は言って、ちらりと隣のテーブルの素子を見た。彼女は衣緒となにやら話し込んでいる。衣緒も強引なところはあるが、素子と同じく真ま面じ目めではあるので意外に気が合うのかもしれない。

「ふふ……外そと堀ぼりは埋うまりつつあるわ……もうすぐ、私の身も心も血も肉も純潔もすべてあの人のもの……」

　夢見るような表情で、一人でトリップしているソナタは置いておくとして。

「お嬢様、素子さんにお願いしてみましょう」

「……なにを？」

「わかってるでしょう。お友達になってもらうんですよ」

「…………」

　凜々花は、うつむいて黙だまり込んでしまう。

　正直なところ、プールで散々遊び倒たおしたあとでそんなお願いをするというのは、順番が逆だろう。

　しかし、凜々花の性格とこれまでの状じよう況きようを考えると、少々手順が変わるくらいは仕方のないところだ。

「さあ、やってみましょう。衣緒とソナタさんが邪じや魔まならボクが連れ出しますよ」

「うう……でも、こんなところじゃムードもないし……」

「愛の告白をしようってんじゃないですよ」

　ためらうのもわかるが、理由が無理矢理過ぎる。

「真人間になりたいんでしょ？　Ｂノートの指示どおりにやるんでしょ？　だったら、ここで友達をつくらないと」

「でも、わたしが真人間になったらキャラが薄うすくなると思うの」

「主しゆ旨しを真っ向から否定しないでください！」

　鋼も必死に努力しているのだから、そこを否定されても困る。

　わけのわからない言い訳をして、ジタバタされてはたまらない。

「で、どうします？　衣緒たちは……」

「もうやるのが決定済み……」

「このタイミングを逃のがしたら、次はいつになるかわかりませんよ。張り切って行ってみましょう」

「衣緒たちは……別にいい。どうせ、周りを気にする余よ裕ゆうなんてないから……」

　それはもっともだった。鋼はこくりと頷く。

　凜々花はぎゅっと両方の拳こぶしを握にぎりしめると、勢いをつけて立ち上がった。それから、一歩一歩踏ふみしめるように隣のテーブルの前に移動する。

「あら？　凜々花さん、どうしたんですか？　はがねさんになにかされました？」

「ある意味そうだけど……」

　認めるのか、と鋼は内心で突つっ込こむ。

「い、今はそれはどうでもよくて……その、素子……」

「なんですか？」

　素子がきょとんとして、首を傾かしげる。

「わ、わたしと……」

　凜々花がぐるぐると目を泳がせながら、素子に顔を近づける。完全に声がうわずっていて、挙動不ふ審しんにもほどがあるが、遂ついに一歩を踏み出したらしい。

　がんばれ、お嬢様──

「わたしと、わたしと……と、とも……ともだ……」

　その瞬しゆん間かん。

　ビッグブルー内に、けたたましいサイレンが鳴なり響ひびいた。

　この時代に生きる者ならば、何度も聞いているおなじみの音。

　そして、何度聞いても不ふ吉きつな響きをはらんだ音でもあった。

「は、はわ……に、逃にげないといけないわ……えーと、ここだとどこが避ひ難なん場所なのかしら……？」

「落ち着いてください、沖田さん。すぐに係員が誘ゆう導どうしてくれますよ」

　さすがに素子は、冷静沈ちん着ちやくだった。というより、ソナタが慌あわてすぎでもあるのだが。誰もが避難訓くん練れんは何度もこなしているし、子供でもそこまで焦あせる人間はあまりいない。

　だが、鋼も少なからず焦っていた。思わず立ち上がり、凜々花の顔を見る。

「う、うう……」

　凜々花は、悲しそうな目を鋼に向けてくる。

　落ち込むのも無理のないことだ。せっかく勇気を振ふり絞しぼったというのに、まるで狙ねらったようなタイミングで邪魔が入ったのだから。

「はがね」

　衣緒が、ケータイを耳に当てながら、鋼にささやいてくる。

「まただ。また、マレビトが東京湾わんを目指して進しん撃げき中だ。アスタルテ機関の分ぶん析せきによると、上陸まであと十九分」

「……それはまた、余裕のないことだね」

　もっとも、今すぐ凜々花に出しゆつ撃げきしてもらえば余裕で間に合う。鋼は未だに凜々花が戦っているところを直接見たことはないが、彼女はスピードに優すぐれた国家令れい嬢じようらしい。

　そう、出撃さえできれば──

「どうしますか、はがねさん？　避難しますか？　それとも？」

　素子が、真しん剣けんな目をして問いかけてくる。

　既すでにビッグブルー内では係員が走り回って客を誘導している。いつまでもここで、のんきに話などしていられないだろう。

　また、この前のマレビト襲しゆう来らいと同じ状況になってしまっている。

　凜々花の正体が、素子にバレてはまずい。関係者でない者に国家令嬢のことが知られてはならないのだ。

　しかし、ここで凜々花が避難せずにどこかに姿を消してしまっては、国家令嬢であることを認めるようなものだ。ただでさえ、素子は凜々花が国家令嬢ではないかと疑っているのだから。

　となると、芸がないが、この前と同じ手を使って解決するしかない──

「素子さん！」

　鋼は、素子に駆かけ寄より、彼女の手をぎゅっと握りしめた。

　気が進むような、進まないようなことだが、言わなければ──

「な、なんですか、はがねさん？」

「ずっと忘れたフリをしてたけど、こんなときだからあえて今確認させてほしいんだ」

「ま、まさかまた……ちょっと待ってください。だから、どうしていきなり……」

「いきなりじゃないよ。前にも言ったんだから。素子さん、ボクはあなたが──」

「…………っ」

　不意に、素子の目が大きく見開かれる。

　そして──

「うっ……」

　素子は小さく息を漏もらしたかと思うと、いきなり膝ひざから崩くずれ落ちた。

　鋼は慌てて彼女の身体からだを抱だき留とめる。

「え、え？　素子……さん？」

　素子の顔を覗のぞき込むと、彼女は目を閉じて──完全に気絶していた。

　前に告白したときも、あまりに驚いたせいか、気を失ってしまっていた。今回はまだ、決定的な言葉を放ったわけではないのに──

「はがね、宮本素子は私が預かろう。大だい丈じよう夫ぶだ、彼女にはなにが起きたかわからないだろうし、そのうち目を覚ます」

　衣緒がさりげなく言って、素子を肩かたに担かつぐようにした。

「ちょっと待った！　今の、衣緒がなにかしたの？」

「私以外に、誰だれができる？」

　衣緒はあくまでさらりと言った。鋼にはまったく見えなかったが、衣緒が打だ撃げきかなにかで素子を一いつ瞬しゆんで気絶させたようだ。

「衣緒、ちょっと強引じゃない……？」

「緊きん急きゆう事態だ。だいたい、はがねは私の前でなにを口走ろうと──」

「いや、ただ告白しようとしただけで」

「それがよくな──お、お嬢じよう様さまの前でそれはダメだろう」

　なぜか、衣緒は少しだけ顔を赤らめて、こほんと咳せき払ばらいした。

「わたしは、前にも見てるし……ちょっとイラっとするけど慣れた」

「そ、そうですか。どちらにしても、これで問題は取り除かれましたから」

　衣緒は、あからさまに様子がおかしい。なにか、彼女にとってとても重大ななにかを隠かくしている顔──だが、今はそこを追究している場合でもない。

「お、お見送りは任せたぞ、はがね。私たちは一応避難しておくことにしよう。沖田ソナタ、君も来い」

「えぇ……？　私はいつでも黒鉄さんの肉にく欲よくのはけ口になれるように、おそばにいるつもりよ……？」

「衣緒、ソナタさんも気絶させてくれないかな……」

「断る。沖田ソナタには自分で歩いてもらいたいからな」

　衣緒はどうでもよさそうに言って、ソナタに一いつ緒しよに来るように指で合図し、素子を担いで係員のほうへ歩いて行った。

　あちらは、衣緒に任せておいていいだろう。

「……お嬢様」

「うん」

　鋼は、凜々花に向き直る。

「今回のマレビトはわたしを怒おこらせた。楽には殺さない」

「ちょっ!?」

　凜々花は、珍めずらしく鋭するどい目をして、右手をさっと振った。

　同時に、彼女の周囲に炎ほのおが巻き起こり、白い水着が弾はじけ飛び、小さな身体が赤と黒で彩いろどられた派手なドレスに包まれる。

　ドレスの胸元は大きく開き、肩はむき出しで、長いスカートがふわりと広がっている。豹ひよう変へんした凜々花には、その妖よう艶えんなドレスが不思議なほど似合っていた。

「はがね、のんびり待っていてよいぞ。マレビトにはなにもさせず、徹てつ底てい的てきに叩たたきのめしてやるからな」

　幻獣フアントムの中の幻獣フアントム、四し神じんと呼ばれる四体の獣けものの一、炎を操あやつり空を自由に舞まう巨きよ大だいな火の鳥、〝朱す雀ざく〟。

　それが凜々花の身体に宿っている幻獣フアントムである。幻獣フアントムの能力を全開にした彼女は、性格も口調も変わってしまうのだ。

「では、行ってくる」

　凜々花はそう言うと、炎を身にまとい、一気に飛び上がった。

　そのまま数十メートルを飛んで、ビッグブルーの天てん井じように達し──容よう赦しやなくぶち破った。

「お嬢様!?」

　がらがらと、天井の破片が落ちてくる。はがねに直ちよく撃げきしなかったのは、凜々花が注意したからだろう。気を遣つかうなら、天井を破らずに出て行ってくれればよかったのだが。

「まあ……いいか。アスタルテ機関がなんとかしてくれるだろうしね……」

　せっかくの楽しい施し設せつが使用不可になってしまっては、湾わん岸がん地区の住民たちに申し訳ない。鋼は、機関がケチでないことを祈いのることにした。

「と、先にこっちを祈っておかないと」

　鋼は穴が空いた天井を見つめ、もう見えなくなった赤い少女の姿を脳裏に描えがいた。

「お嬢様──どうかご無事で」







　凜々花がプールに戻もどって来たのは、それから三十分ほどしてからだった。

　以前と同じく、赤いドレスが消えて、素すっ裸ぱだかになっていたことを除けば、特にケガもなく無事だった。拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっさりとしたご帰き還かんだった。

　まだ避難勧かん告こくは解除されていないので、誰にも目もく撃げきされていないはずだ。

「ぶー……」

　鋼があらかじめ用意しておいたパーカーを羽織り、休きゆう憩けいスペース内の椅い子すに座って、凜々花はふてくされている。

「お、お嬢様。お疲つかれさまでした」

「めっちゃいたぶってきてやった。まだ気は収まらないけど」

　鋼が気遣いながら声をかけると、凜々花は不満そうにそう答えた。

　よほど、素子へのお願いの邪じや魔まをされたことが腹に据すえかねているようだ。

　まだ、衣緒たちも避難したまま戻って来ていない。広い休憩スペースは、鋼と凜々花の貸し切り状態だ。

「いたぶったって……今回のマレビトは災難だったようですね」

「わたしのほうが災難。本当に珍しく、奇き跡せき的にやる気を出してみればこれだもの」

「お嬢様、ある意味ではご自分をよくわかってますよね」

　多少ネガティブでもあるが、わかっていないよりはマシだろう。

「まあ……急ぐことはないですよ。素子さんは逃げませんから」

「わたしが学校から逃げるかも……」

　凜々花は、波のプールのほうに視線を向け、ぽつりと言った。

　実際、凜々花がまた登校拒きよ否ひに陥おちいる可能性を否定できないのが悲しいところだ。

「お嬢様、ジュースでも飲みますか？」

「うん。甘いのちょうだい」

「はい」

　鋼が頷うなずいて、自じ販はん機きのところへ歩き出そうとしたところで。

「はがね、ありがとう。わたしを待っててくれて」

「ボクはいつでも待ってますよ」

　鋼は、凜々花ににっこりと笑いかける。

　今日もこの国を救ってくれた、この小さな英えい雄ゆうを待つことも笑顔を向けることも──鋼は自然にできるようになっていた。








　３章　お嬢様のポートレート




「うあー……うにゅうにゅ……」

　自室のベッドの上で、凜り々り花かは枕まくらを抱だいてゴロゴロと転がっている。凜々花の個室は、屋や敷しき内にいくつもあるが、今日はヨーロッパ貴族のお屋敷のような内装の部屋を使っている。天てん蓋がい付きの豪ごう華かなベッドもふかふかの絨じゆう毯たんも、壁かべ際ぎわに置かれている小さな戸と棚だなも、それ一つだけで目玉が飛び出るような値段らしい。

　プールでの騒さわぎからちょうど一週間が過ぎた、日曜日。

　凜々花は今日も朝から、文字どおりゴロゴロしているところだった。

「わたしの人生、いいことがないまま終わっていくのかな。友達はできないし、メイドは生意気だし、朝の紅茶は熱かったし……」

「人生を否定するようなことじゃないでしょ」

　鋼コウは、ベッドの横に落ちている携けい帯たいゲーム機のソフトを拾い集めながら言った。凜々花はゲームに飽あきたらソフトを引ひき抜ぬいてその辺に放り投げるので、たまに拾わないとお嬢様自身が踏ふみつけてしまう。

「まったく……やたらとゲームがありますけど、これ全部クリアしてるんですか？」

「うーん、あんまり。最近は『みんなで協力プレイして敵を倒たおそう！』的なふざけたことをのたまうゲームが多くて、一人だと最後まで行くのが難しいの」

「……難なん儀ぎな時代ですね」

　凜々花はずっと引きこもりだったし、今も友達はできていない。

　先日のマレビト襲しゆう来らいの際のゴタゴタは──一応、片付いている。素もと子こには、彼女が気絶したのは貧血によるものだと説明しておいた。鋼が上手く説明して言いくるめたので、素子は疑っていないだろう。

　しかし、結局は友達になってくれというお願いは言い出せず──この一週間、凜々花は不ふ機き嫌げんな状態が続いている。

「あの、お嬢様」

「なに？」

「ボクはゲーム機は苦手ですけど、トランプとかならできますよ。やりません？」

　鋼が言うと、凜々花はわかりやすいほどはっきりと眉まゆをひそめた。

「……記き憶おくをなくす前のはがねと、トランプやったことある。ポーカーとかブラックジャック」

「どうなりました……？」

「身ぐるみはがれた……」

「…………」

　どうやら、初代の黒くろ鉄がねはがねは手加減や接待ができなかったらしい。

　黒鉄はがねは、鋼と同じ能力を持っていた可能性が高い。彼女も鋼と同じく、相手の表情を見て手札を読み取ることができたのだろう。鋼は、トランプゲームならばまず負けることはないし、逆に相手を勝たせることも簡単なのだ。

「だから、わたしはもう〝黒鉄はがね〟って名前の人とは生しよう涯がいトランプをしないと決めたの」

「それはまた、全国の黒鉄はがねさんに悪いことをしちゃいましたね……」

　同どう姓せい同名の人物など、そうはいないだろうが。

「とりあえず、わたしは今日は一人で思し索さくにふけることにする」

「おこもりになるんですか？」

「思索」

「……はぁ」

　このお嬢様に〝思索〟という言葉を吹ふき込んだのは誰だれだろうか、と鋼は考え込む。

　ともかく、凜々花は一人になりたいらしい。それならば、鋼が邪魔をすることもない。

「では、ボクは下がりますから、なにかご用があったらすぐに呼んでください」

「いつもそうしてる」

「そうでしたね」

　鋼は苦笑して、部屋から出た。

　ドアを閉める寸前、凜々花が例のＢノートを手に取っているのが見えた。

　さて、次はなにを言い出すんだろう──と、鋼は不安に思う反面、少し楽しみにしている自分に気づいてしまった。







　突とつ然ぜん、お休みになってしまった。

　凜々花の気まぐれはいつものこととはいえ、急に日曜にすることがなくなると困ってしまう。

　いつお呼びがかかるかわからないから、出かけるわけにもいかない。

　となると……。

「以前からの懸けん案あんを解決するいい機会かな」

　鋼は独り言をつぶやいた。

　周りをきょろきょろと確認してから、足音を殺して小走りに駆かけ出だす。

　長い廊ろう下かを駆け抜け、スカートを揺ゆらしながら階段を一段飛ばしで下りていく。

　瑞ずい鳳ほう院いんの屋敷はむやみに広く、鋼がまだ入ったことのない部屋もたくさんある。しかし、さすがに何週間もこの屋敷で仕えているのだから、間取りはほぼ把は握あくしている。

「ふむ……」

　鋼は一階に下り、腰こしを屈かがめて、廊下に敷しかれた絨毯をじっと観察する。美しい模様が織られた素晴らしい絨毯だ。しかし、鋼が見ているのは絨毯の模様ではない。

　幻獣使いフアントムテイマーの一族である鋼は、幻獣フアントムという既すでに消えた種族の扱あつかいについて学んでいる。

　幻獣フアントムたちは森や山奥、雪原や砂さ漠ばくなどの秘境に住んでいた。幻獣フアントムとのコミュニケーションは広大な秘境の中で彼らを捜さがすことから始まる。

　幻獣フアントムが消えた現代では不要な技術とはいえ、鋼はその探たん索さく術も身につけている。

　生き物は、生活の中で必ずその足あし跡あとを残す。それは建物の中だろうと変わりはない。訓練を受けた鋼であれば、その痕こん跡せきを見つけることは可能だ。

「さてさて、どこかな？」

　鋼はつぶやいて、痕跡を探し始める。

　この屋敷には、鋼以外にもメイドたちが複数働いている。鋼がメイドを目にしたのは、初めて女装したときにメイド服やメイク道具一式などを運んできたときだけだ。その後は一度も見かけていない。

　鋼も衣イ緒オもなにもしていないのに屋敷内の掃そう除じが行き届いていたり、洗せん濯たく室に運び込んだ服が綺き麗れいに洗われていたり、まるで「妖よう精せいが勝手に働いてくれました」みたいな現象が起こっている。

　メイドたちは間ま違ちがいなくこの屋敷で働いているはずなのに、一度も遭そう遇ぐうしない。

　この状じよう況きようが鋼にはなんというか──気持ち悪かった。

「自分の見えないところで、ウロウロしてるっていうのがね……っと、あった」

　鋼は、さっそく足跡を見つけた。絨毯のへこみと、目をこらさないと見えないわずかな汚よごれ。

　足跡の大きさと歩調から見て、鋼自身や凜々花、衣緒のものではない。奇き妙みような水色の髪かみの少年のものでもないだろう。間違いなく、女性の歩き方だ。

「ラッキーだね。新しい足跡だ」

　鋼は、その足跡を追っていく。できる限り足音を立てないように、気配を殺して。

　廊下をしばらく歩き、台所に着いた。そのドアの前で足跡が消えている。台所の中に入ると、明らかに同じ人物の足跡が続いていた。まっすぐに台所を抜け、勝手口の前でまた足跡が消えている。

　鋼は勝手口から外に出た。足跡は、庭へと続いている。

　さらに、庭を歩くこと数分──

　意外なほどあっさりと、鋼はそれを発見した。

　瑞鳳院家の庭には多くの木々があるが、その中でも特に立派な大樹に人ひと影かげが見えた。

「…………」

　鋼は無言で、足音を立てないようにゆっくりとその木に近づいていく。

　木の五メートルほど上の、太い枝にその人はしがみつくようにしていた。

　女の子で、茶色の髪を二つに結び、鋼と同じタイプのメイド服を着ている。ただし、スカートは長く、足首まである。

　やや幼さの残る顔立ちだが、おそらく鋼と同い年くらい──十五、六歳だろう。

　彼女は両足で枝をホールドしていて、両手でカメラを構えている。長いレンズがついた、いかにも高そうな一眼レフだ。

　いったいなにをしているのか……？

　いや、なにをしているのかはわかるが、なぜあんなことをしているのか。
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「おーい」

「…………っ!?」

　鋼が無造作に声をかけると、樹上の少女は驚おどろいて下を向いた。

　少女は慌あわてふためき、持っていた一眼レフカメラをお手玉してしまう。カメラを落としそうになり、少女はバランスを崩くずしてしまい──

「うわっ」

　鋼は非情にも落ちてくる少女から逃にげようとする。衣緒のような身体能力の持ち主ではないのだから、数メートル上から降ってくる女の子を受け止めるなど無理がある。

「……なんとぉ！」

　しかし少女は落下する寸前、枝を蹴けり、鋼をめがけて落ちてきた。突然のことに、鋼はとっさに反応できず──

「ぐわっ！」

　落ちてきた少女に直ちよく撃げきされ、鋼は女の子らしくない悲鳴を上げてしまう。

　衝しよう撃げきの次に、顔になにかが覆おおい被かぶさってきて視界が真っ暗になり、口も塞ふさがれて呼吸が止まりそうになる。焦あせって、顔を上げようとすると。

「うひゃうううぅっ！」

「…………っ！」

　近くで奇き声せいが上がり、鋼はびくりと硬こう直ちよくする。それから、ゆっくりと顔を動かしていくと──

「…………なにこれ」

　顔に覆い被さっていたものから抜ぬけ出すと、真っ白ななにかが目に入った。よく観察すると、それは──

「……パンツ？」

「ちゃんとはいてるよっ！」

　そんな当たり前のことを言って、少女が睨にらんできた。

　樹上から落ちたときに、少女のスカートが派手にめくれ上がり、鋼は彼女のお尻しりに直撃されたらしい。

　鋼は少女の下した敷じきになり、彼女のパンツに顔を突つっ込こむような体勢になってしまっていた。

「ちょーっと！　いつまでそうしてるのっ」

「あ、ああ……」

　というより、少女のほうがどいてくれれば事は片付く。彼女もそれに気づいたのか、ささっとスカートの裾すそを直しながら鋼の上から離はなれた。

　それから立ち上がり、彼女はぱんぱんとホコリを払はらった。鋼も身体からだを起こし、メイド服の汚れを落とした。

「あっ！」

　少女は突とつ然ぜん叫さけび、きょろきょろと辺りを見回す。すぐになにかに気づいた顔をして、猛もう烈れつな勢いで地面にダイブした。

「カメラ！　カメラ！　ああっ、大だい丈じよう夫ぶか！　えーと……レンズ割れてない！　データ生きてる！　オールオッケー、オールグリーン！　普ふ段だんの行いがよかったおかげかー！」

「…………」

　地面から拾い上げた一眼レフを高々と掲かかげ、少女は狂きよう喜き乱らん舞ぶしている。

「……はっ！　えーと、えーと……」

　少女は、じっとりした目を向けている鋼に気づき、ばつの悪そうな顔になる。

「ヘーイ、元気してる!?」

「なんなの、それ」

　鋼は、わざと意地悪い視線を少女に向ける。

　茶髪ツインテールのメイド少女は、腕うで組ぐみしてなにやら考え込み始めた。

　もうこの子は放っといて屋や敷しきに戻もどるか、と鋼が早くも飽あきてきていると。

「あー、黒鉄はがねさん、だよね？」

「ああ、ボクのことは知ってるんだね。ボクは君をまったく知らないけれど」

「そりゃーそうだろ。私らメイド部隊は、お嬢じよう様さまとはがねっちには会わないように言われてるから」

「はがねっちって……というか今、会ってるけど」

「大丈夫！　あとでなかったことにするから！」

　メイド少女は、びしっと親指を立てて満面の笑みを浮うかべる。

　どう見ても、バカだった。

「ボクも一応、礼れい儀ぎってものを心得てるから君を〝バカ〟とは呼べない。よかったら名前を教えて」

「おいおい！　はがねっちってば礼儀、心得てなーい！」

　少女はなぜか嬉うれしそうに言って、ばたばたと無意味に手を振ふった。

「しょうがないなー。私は礼儀知ってるから、名乗っておくか。私はキサラギ。キサちゃんって呼んでいいぜ！」

「ところで、ラギ」

「君は初対面のくせに、挑ちよう戦せん的だねー」

　キサラギはまだ嬉しそうだった。なにを言われてもめげない性格らしい。

「初対面だけど、遠えん慮りよする必要はなさそうだね。さっそく質問だけど、なんで君たちはボクやお嬢様に会っちゃいけないの？」

「そりゃー、お嬢様はすっげヤバいもん。人見知りが酷ひどいから、迂う闊かつに話しかけようものなら、ソッコーでミンチにされちゃう」

「そこまで危険じゃないと思うけどね……」

　もっとも、鋼も凜々花との最初の対面のときに数メートルも吹ふき飛とばされたのだが。

「じゃあ、ボクに会っちゃいけないのはなぜ？」

「黒鉄はがね──初代も二代目も口が回るけど、二代目のほうは男だから」

「なるほど、メイドさんたちはボクの正体は知ってるのか」

　鋼が最初に女装したときに、服やメイク道具を運んできたのはメイドたちだ。屋敷のメイド全員が知っていてもおかしくない。

　というより、屋敷の住人の中では凜々花だけが今の黒鉄はがねが男だと知らないのだろう。

「まあ、男だからというか──二代目と迂闊に話すと三秒で口く説どき落とされて五秒後にはベッドに連れ込まれるって噂うわさだから」

「どんな噂!?」

　なぜ、最近知り合う女の子たちはことごとく鋼をケダモノ扱あつかいしてくるのか。

　どちらかといえば鋼は女の子が苦手で、口説いたことなど一度もないというのに。

「そして十ヶ月後には第一子ご出産だよ」

「妄もう想そうが飛ひ躍やくしすぎてる……」

「だから、はがねっちには近づかないようにしてたんだよねー。もう手て遅おくれだけど」

「そういう理由なら、今後は近づいてくれてけっこうだよ……」

「さすがだぜ、二代目……そうやって、私らを油断させて、バクッと食べちゃう気なんだね。ムシャムシャいただくつもりなんだね……」

「初対面の相手をよくそこまで疑えるね……」

　鋼も人のことは言えないが、キサラギはもう少し人を気き遣づかう必要があるかもしれない。

「まったく、失敗したー。この私としたことが、はがねっちの接近を許してしまうなんて」

「君がどれほどの人か知らないけど、許すもなにも完全に油断してたでしょ。というか、いったいなにしてたの？」

「盗とう撮さつ」

「…………」

　満面の笑みで、おまけに清すが々すがしい口調で最低の言葉が飛び出した。

「……盗撮？」

「趣しゆ味みなんだー」

　キサラギは笑顔で、カメラのレンズを鋼のほうに向けてくる。鋼は反射的にカメラを叩たたき落としそうになったが、かろうじてこらえる。

「普ふ通つうに正面から撮とるより、木に登ったり茂しげみに隠かくれたりして遠くからコソコソと被ひ写しや体たいを狙ねらうほうが、ドキドキがあるんだよねー」

「ドキドキというか、犯罪行こう為いじゃ……」

「ほら、うちには最高の被写体がいるからね。いやー、今日もいいのが撮れた」

　鋼のツッコミをスルーして、キサラギは嬉しそうにカメラの裏側についている小さなモニターを向けてきた。

　そこには、枕まくらを抱だいてベッドの上に寝ね転ころがり、ふてくされた顔をしている凜々花が写っている。服装を見る限り、今日の凜々花を撮ったもののようだ。

「……盗撮って、お嬢様を？」

「このお屋敷で一番可愛いのがお嬢様だもん。お嬢様を盗ぬすみ撮らずしてプロの盗撮屋は名乗れないねっ」

「盗撮屋じゃなくて、メイドさんでしょ……」

「はがねっちだって女装屋にしてメイドさんじゃん」

「ボクは女装を職業にしてるわけじゃないよ」

　盗撮屋とか女装屋とか、適当に職業を捏ねつ造ぞうしないでほしかった。

　鋼にも凜々花の写真を撮りたい、という気持ちはわからないでもないが……。

「だいたい、お嬢様を撮りたいなら正面から撮らせてもらえばいいんじゃないの？」

「お嬢様にカメラ向けるなんて、普通に話しかけるよりヤバイと思うー。カメラを壊こわされる程度で済めばラッキー、最悪の場合は消し炭ずみだもん」

「まあ、ね……」

　そう言われればそのとおりだ。

　凜々花は極度の人見知りだが写真を撮られるのは平気、ということもないだろう。かなり過か剰じような拒きよ絶ぜつ反応を示す可能性がとても高い。

「それもあるし、私の個人的な好みもあって盗撮しまくっているというわけさ」

「どちらかというと、好みのほうが重要そうだけど」

「あっはっは、自分の好みより大事なものなんてないってば」

　鋼も個人の考え方に文句はつけないが、メイドがご主人様を盗撮しているのはいかがなものかと思う。とはいえ、そんな常識的なツッコミが通じる相手でもなさそうだ。

　キサラギは、鋼の内心にはまったく気づかず、また無む邪じや気きにカメラのモニターを向けてくる。

「ふへへ、お嬢様ってちんまいけど意外といい身体してるんだよねえ。ほら、この太ももとか美お味いしそう」

「そんなの撮っちゃダメだし、見せるのはもっとダメでしょ……ボクの性別、忘れてない？」

「え？　だってはがねっちってお嬢様の着き替がえも手伝ってるじゃん。今さら太ももとかおっぱいくらい、どうってことないでしょ？」

「…………どうしよう。否定できない」

「おおっ！」

　突とつ如じよ、キサラギがカメラを構えてばしばしと撮さつ影えいを始める。左右に動き回り、下からあおるように何度もシャッターを切る。

「……なにしてるの？」

「なにかをあきらめたような顔がステキ！　私、可愛ければ男の子でもオッケーだからね！」

「ね、って言われても……隠し撮りじゃないけど、いいの？」

「まあ、たまにはね。はがねっちの盗撮写真も山盛りで持ってるし」

「ちょっと！　聞き捨てならないんだけど！」

　そこまで言って、鋼ははっとなった。キサラギの一眼レフのレンズを睨にらみながら、問いかける。

「……もしかして、ボクの学校でも盗撮してた？」

　盗撮、という言葉でなぜすぐに思い出さなかったのか不思議になるくらいだ。

　そもそも、鋼がこの屋敷に連れて来られたのは、衣緒にある盗撮写真を見せられて脅きよう迫はくされたからだ。

　鋼の片思いの相手である宮みや本もと素子。彼女を、あからさまに好意を込めた目で見ている写真を撮られてしまい、それをネタに衣緒にゆすられたのだ。

「アスタルテ機関が撮ったのかと思ってたけど……」

「まあある意味、私も機関の面子メンツかなー。この屋敷の使用人は、みんな機関に雇やとわれてるからね。正式メンバーじゃなくて使いっ走りみたいなもんだけどさー」

　キサラギは、にこにこと得意げに話している。

「私も、機関の命令には逆らえないからね」

「なにか事情があるの？」

「あるある。ありまくり」

　キサラギはこくこくと何度も頷うなずいた。

「私って赤あかん坊ぼうの頃ころ、雪の降る夜に教会の前に捨てられて、養護施設で育ったんだよ。で、この不ふ況きようで施設が潰つぶれ、責任者は夜よ逃にげして、おきまりのパターンで借金がわんさかあって、施設の子供たちがそれを背負わされる展開キターで、私みたいな年頃の女の子はマカオに売り飛ばされることになって、そこを機関に救われたんで、もう逆らうとかそんな発想が既すでにないね」

「重たい過去をぺらぺら教えてくれてありがとう……」

　残念なことに、鋼には嘘うそを見み抜ぬく能力がある。

　恐おそろしい話ではあるが、キサラギが言っていることは嘘でも冗じよう談だんでもなさそうだ。それは確かに、逆らうなどあり得ないだろう。

「まあなにより、アスタルテ機関にはいろいろ専門家がいるだろうけど、私を超こえる盗とう撮さつ魔まはいないだろうからね！　ご依い頼らいをいただいたってわけだよ！」

「盗撮魔として認められるってどうなの……？」

「はがねっちの学校に潜もぐり込み、時には制服を着て校舎をうろつき、時には迷めい彩さい服を着て中庭の樹上からシャッターチャンスを狙い──見事、はがねっちの恥はずかしい写真をゲッツしたんだよっ」

「よし、君はボクの敵としてロックオンしたよ」

「えぇっ!?」

　キサラギはずいぶんと驚おどろいているが、鋼としては当然のことだった。

　盗撮写真がなければ、衣緒──いや、アスタルテ機関は別の手段で鋼をこの屋や敷しきに連れて来ただけだろうが、実際、ここに来るハメになった一因はキサラギにある。

　別に、キサラギを恨うらむこともないが、味方だと思わないほうがよさそうだ。

「そ、そんなぁ……可愛いはがねっちに恨まれるなんて……そうだ！」

　めそめそしていたかと思うと、キサラギは唐とう突とつに自分のメイド服をごそごそといじり、ロングスカートをめくり、なにかを取り出した。

「ん……？」

　首を傾かしげる鋼に、キサラギは板状のものを差し出してくる。

　Ｂ５サイズくらいのタブレット端たん末まつのようだった。

「なにこれ？」

「賄わい賂ろでございまする」

「…………」

　呆あきれる鋼の前で、キサラギはタブレットを操作して、画像データの表示アプリを立ち上げる。

　液えき晶しよう画面に、ずらりと縮小画像サムネイルが表示される。

「うちの屋敷の写真……かな？」

「そう。ここのメインキャラのお嬢じよう様さまから女装メイド、男装執しつ事じ、けなげに働く美しくも儚はかないキサラギの自分撮り、その他のメイドさんたちの盗撮写真集ってところ」

「これが官憲の手に渡わたったら、確実にお縄なわをちょうだいできるだろうね」

「縄とか、そういうアブノーマルな趣味はないなあ」

「君は話を聞いてるようで聞いてないよね」

　鋼も、そういう人種には慣れてきたので、特に驚かないが。

　縮小画像サムネイルを見ると、主に凜々花の隠し撮りばかりのようだ。ワンピースや裸はだかワイシャツなど、楽な服装でゲームをしたり漫まん画がを読んだり、ただ単にゴロゴロしているだけの凜々花の写真ばかりだ。

　これはやはり、真人間になってもらわなければ──と決意を新たにする写真だった。

「衣緒の写真はかなり少ないね」

「ああ、あの人……ぶっちゃけ全然隙すきがないから。レンズを向けると、すっと姿を消しちゃうんだよね。かなり遠くから狙っても気づかれるんだよ」

　さすがは元殺し屋、といったところか。遠えん距きよ離りからの視線にも敏びん感かんなようだ。

「最近来たばかりなのに、ボクの写真は多いね……って、あれ？」

　鋼は一枚の縮小写真サムネイルに目を留めた。タッチして、タブレットの液晶いっぱいに写真を表示させる。

「八や雲くも昴すばる……」

　水色の髪かみの、いかにも美少年という外見に似合わない粗そ暴ぼうな口調の男。

　彼が屋敷の廊ろう下かを歩いているところを、窓まど越ごしに写した写真だった。昴はかすかな笑みを浮うかべ、背筋を伸のばして歩いている。

「ああ、すばるっち？　あんましお顔は趣味じゃないんだけど、まあなんとなく撮ったやつだね」

「……この人、普通にこの屋敷にいるんだな」

　鋼が昴と会ったのは、凜々花が一時的登校拒きよ否ひに陥おちいっていたときの一回きりだ。

　部活づくりのことや、ソナタとのドタバタのせいで、昴のことはすっかり忘れてしまっていたが……。

「私もめったに見かけないね。つーか、すばるっちがどの部屋に住んでるのかも知らないなあー」

「この屋敷を維い持じしてるメイドさんが知らないの？」

「まー、この屋敷は変なとこもいっぱいあるし。入室禁止の開かずの間に、夜の庭に響ひびく遠とお吠ぼえ、さらに時折更こう衣い室や風ふ呂ろ場ばで聞こえる謎なぞのシャッター音……」

「三つ目はキサラギの犯行でしょ」

「はっ！　じ、自白させられた。さすがはがねっち、人の心を読むという噂うわさは伊だ達てじゃないんだね」

　もちろん鋼はなにも読んでいない。というより、キサラギの内面を読むのは疲つかれそうなので極力避さけたいところだ──

「…………」

　鋼はキサラギから視線を外し、また昴の写真に目を落とす。

　せっかく忘れていたのに、思い出してしまった。

　男おとこ嫌ぎらいの凜々花が、八雲昴とは普ふ通つうに話していたことを。

　わたしには、好きな人がいるの──

　凜々花のこの言葉と八雲昴という存在が結びついているように思えてならない。

　心に引っかかっているこの疑念を解き明かすには──今日の休きゆう暇かはちょうどいいチャンスかもしれない。

「よし、キサラギ。君、暇ひまなんだよね？」

「え？　せっかくお嬢様がいい感じにゴロゴロしてるから、おやすみまで見守ろうと思ってたんだけど」

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶだね。一いつ緒しよに来て」

「えええっ、話聞いてないのってはがねっちも一緒だよね！」

　言われてみれば、自分も染まりつつあるかもしれない。

　鋼はそう思ったが、どうでもいいとも思った。

　ある程度のスルー能力がなければ、瑞鳳院凜々花の周囲の皆みなさんとはとても付き合っていけないからだ。







「珍めずらしい組み合わせだな」

　衣緒は、鋼とキサラギを一目見て、どうでもよさそうに言った。執事さんのほうは、メイドと面識があるらしい。

　瑞鳳院家には、トレーニングルームというものがある。

　その辺のスポーツジムなど比べものにならない、最新のトレーニングマシンがずらりと並んでいる。

　衣緒はＴシャツにスパッツという格好で、ベンチプレスの最中だったらしく、ゆっくりと重そうなバーベルを下ろした。

「……ふう。どうしたんだ、いったい？」

　衣緒はベンチから身体からだを起こすと、タオルで汗あせを拭ふいた。

　どうも、鋼の見たところ、衣緒が持ち上げていたバーベルは二百キロくらいありそうに思えるのだが、気のせいだろうか。女の子が持ち上げられる重量ではない。

　ゆに子こという幻獣能力保有者フアントム・キヤリアとの戦いでは、衣緒は信じられない体術を見せていたが、やはり常識を超えた身体能力を持っているのだろうか。

「あんまり敵に回したくないなあ……」

「ん？　なんだ？」

「いや、なんでもないよ。こんな立派なジムがあったんだね」

「ああ。ほら、お嬢様はパワーがありあまってるからな。それを適当に発散していただくためにジムをつくったんだが、面めん倒どうがって一度も利用しない有様だ。もったいないので、私がたまに使わせてもらってる」

「考えればわかることだけどね……」

「まったくだな……考えが浅いにもほどがあった……」

　あのぐーたらな凜々花が、運動などするわけがない。必要がなければ、指一本動かさないだろう。

「あー、えーと、それはそれとして。衣緒、これを見てほしいんだけど……」

　鋼は言って、キサラギのタブレット端末を差し出した。

　画面にはさきほどの八雲昴の隠かくし撮どり写真を表示させている。

「ん……？　はがね、キサラギの盗とう撮さつ仲間になったのか？」

「違ちがう！」

「えっ、違うのっ!?」

　キサラギがひっくり返った声を出して驚いている。

「なんでキサラギまで驚くの！　仲間入りするなんて話はしてないでしょ！」

「盗撮は男のロマンじゃないの？」

「ボクの趣しゆ味みではないね……」

「あれ、でも私が撮った宮本素子って子の隠し撮り写真ははがねっちがふところに収めたって……」

「うっ……」

　確かに鋼は、キサラギが撮さつ影えいした素子の写真──それが多数入ったスマートフォンを所有している。

　しかし、隠し撮りといってもきわどい写真などではなく、あくまで素子の日常を収めたもので……結局、盗撮には変わりないが。

「それより！　衣緒、この写真見て」

「あ、ごまかしー」

　キサラギのツッコミは聞き流すことにする。

「ふむ……あの男の写真か。よく撮れたな、キサラギ。さすがというか、無む駄だなスキルというか」

　衣緒はどうやら本気で感心しているらしい。

「……衣緒、この人も隠し撮りできないような人なの？」

「まあ、私ほど難しくはないだろうがな。確かに簡単ではない。盗撮のスキルを極めたキサラギだから撮れたと言っても過言じゃないな」

「いや～それほどでも～」

　キサラギは手を頭の後ろに当てて恥はずかしそうにしている。褒ほめられたと勘かん違ちがいしているらしい。とてもハッピーな思考回路を持った女の子である。

「で、この八雲昴って人についてそろそろ教えてもらえないかな？」

「なぜ、この男のことを知りたがる？　別にはがねが気にすることはない。無害……ではないが、はがねに絡からんでくることもないと思う」

「わけのわからない人と、これからも一つ屋根の下で暮らせっていうの？」

「今日まで、そこのメイドだって知らなかっただろう？」

　衣緒は、まだ照れているキサラギを指さした。

「だから、今日見つけ出したんだよ。他のメイドさんたちも引きずり出して、自己紹しよう介かいくらいはさせておくよ」

「はがね、女の子が苦手って設定じゃなかったか？」

「設定って言うな。もうここの使用人とか機関の関係者は女の子だと思わないことにする。そんなこと気にしてたら、ボクの心がもたない」

「だいぶ疲れてるな。自分を大切にしてくれ。君の代わりはいないんだからな」

「あまり、大切にされてるようには思えないけどね……」

　鋼へのケアらしきものといえば、欲よく望ぼうを解消するために、自己犠ぎ牲せいが趣味だという女の子が現れたくらいである。ほとんど嫌いやがらせだ。

「してほしいことがあるなら言ってくれ。気に入らない人間がいるなら、殺してやってもいいぞ。専門は幻獣フアントムだが、人間を殺すのも難しくはない」

「じゃあ、キサラギを」

「へいへい、はがねっち。冗じよう談だんキツイなー」

　キサラギは楽しそうに言って、鋼の肩かたをぱんぱんと叩たたいた。本気で冗談だと思っている顔だ。

「まあ、一応冗談だけどね」

「私のも冗談だ。今時は、迂う闊かつに人を殺すと面倒なことになるからな。えー、なんの話だったか」

「さらりと聞き流せないことを言われた気がするけど、八雲昴の話だよ」

「ああ」

　衣緒は、Ｔシャツの襟えりを掴つかんでぱたぱたと風を胸元に入れる。運動中はさらしを巻いていないらしく、Ｔシャツの胸を自己主張の激しい二つのふくらみが押し上げている。

「本当に、あいつのことを気にする必要はないと思うがな。実際、私も気にしてない。というかあいつ、ちょっとイラっと来るから気にしてると殺したくなる」

「いや、イラついた程度で殺すのは……。そんなことがまかり通ったら、キサラギなんて何回殺されることになるか」

「よーよー、はがねっち。なんか時々思い出したように私をぐっさり刺さしてくるね。もしかして私のこと、好き？」

「ああ、まあなんか気に入ってきたよ。でも、衣緒。お嬢じよう様さまと話せる男なんて、ボクの仕事を考えれば放っておけないだろ？」

「ふむ……」

　衣緒は、すたすたと歩き出し、ずっしりと重そうなサンドバッグの前に立った。

　それから、パン、パン、と軽くサンドバッグを叩いてから──いきなり鋭するどく踏ふみ込こみ、強きよう烈れつなアッパーを打ち込んだ。

「うおおっ!?」

　キサラギがすっとんきょうな声を上げる。

　衣緒のアッパーがサンドバッグに文字どおり突つき刺さり、中から砂が溢あふれ出してくる。

「うわー……すっげー。人間がくらったら内臓ぶち破られちゃうね」

「化け物か……」

　鋼とキサラギは、揃そろって少々怯おびえながら言った。

　幻獣フアントムを殺すために鍛きたえ上げた、というのは伊だ達てではないらしい。幻獣能力保有者フアントム・キヤリアほどではないにしても、衣緒のパワーは人にん間げん離ばなれしている。

「さて……」

　衣緒は、鋼のほうに向き直り。

「どうしても訊ききたければ、力ずくで来い」

「無茶言わないで！」

　鋼は、自分が大事なことを忘れていることに気づいた。

　この桐キリ原ハラ衣緒という男装執しつ事じも、相当に強引な性格だということを。

「まあ……わかったよ。力ずくじゃ、ボクにはどうしようもないからね」

　鋼はお手上げ、という風に両手を広げた。

　もう一つ、彼には気づいたことがあった。

　衣緒は、八雲昴について語ることを本気で避さけたがっている。あの怪あやしげな少年を嫌っているのかどうかまではわからないが、言いたくないことを無理に言わせるのは鋼の趣味ではなかった。

「わかってくれてありがたい。私に訊きたいことがあれば、身体に訊くのが一番だと思ってくれ」

「それは意味が違ってくるなあ……」

　本当に鋼の周りは、刺し激げき的な女の子ばかりだ。

「もう一つ訊きたいことがあったんだけど、それも身体に訊かなきゃダメかな」

「おお……！」

　キサラギが感動したような顔をして、一眼レフをびしっと構える。なにが始まると思っているのだろうか。

　鋼は、ちらりとそのキサラギを一いち瞥べつする。

　衣緒と一対一でやり合うのは不安が残るのでキサラギを連れてきたが、あまり役には立たなそうだ。

「まあいいか。あのさ、衣緒。率直に訊くけど、お嬢様が好きな人っていうのは誰だれなのか──知ってる？」

「は？　お嬢様の好きな人……？」

　衣緒は、妙みように可愛らしく小首を傾かしげた。

「いや、待て。お嬢様に好きな人なんているのか？　相手は人類か？」

「衣緒、めちゃくちゃ失礼なこと言ってるよ」

　鋼は突っ込みつつも、少しばかり意外に感じていた。

　衣緒はどうやら本気で驚おどろいているらしい。

「どこでそんな話を聞いたんだ？　お嬢様本人からか？」

「…………」

　鋼は沈ちん黙もくしてしまう。

　凜々花の好きな人の話は、初代の黒鉄はがねは知っていたようだし、てっきり衣緒も聞いているかと思っていたが、そうではないらしい。

「ああ、ごめん。衣緒、この話は聞かなかったことにして。キサラギもね」

「だいじょーぶ。私、口は堅かたいから。盗ぬすみ撮りはするけど、売ったりネットに流したりせず、個人的にテイスティングするだけだし！」

「宮本の盗撮写真は、衣緒に流したよね……」

「あれは仕事だったからー」

「なんでもいいけどさ……衣緒もいいかな？」

　衣緒はこくりと頷うなずいた。こちらの約束は信用できそうだ。

　それはいいとしても、このままでは不完全燃焼すぎる。

　このまま、八雲昴の正体と凜々花との関係を放っておいては、ご主人様のご機き嫌げん取とりを上手く続けられる自信が持てない。

　凜々花のご機嫌が取れなければ、最悪の場合はこの国が滅ほろぶ。

　国を守るために──鋼は、今日は徹てつ底てい的てきにやらなければならなかった。







　鋼は、再び凜々花の部屋の前へとやって来た。

「私もお嬢様にお会いするのは初めてだなあ。カメラ越ごしには何度も会ったんだけどー」

「……キサラギ、なんでついて来てるの？　もう戻もどってもいいよ？」

「おいおい、つれないなー。もうはがねっちに見つかっちゃったし、孕はらんで動き回れなくなる前にご主人様に一目お会いしておこうかと思って」

「……一応言っておくけど、その手の話はお嬢様の前では禁止だよ」

「わかってるって」

　本当だろうか、と鋼はキサラギの笑顔を見ながら疑わしく思う。

　もし鋼の正体が凜々花にバレたら、いろいろと破は滅めつしかねないのだ。主に国などが。さすがに、キサラギもそれはわかっていると思いたいところだ。

　鋼は、ドアを軽くノックする。

「お嬢様、はがねです。失礼します」

　凜々花の返事を待たずに、鋼はドアを開けて部屋に入った。お嬢様は起きていてもぼーっとしていて、ノックに気づかないことがよくあるからだ。

「すみません、ちょっといいで……すか」

　鋼は室内に入って、立ち止まってしまう。

　そこに予想外のものが見えたからだ。

「なんだ、はがね。今日はお暇ひまをもらったんじゃねえの？」

「……八雲昴」

　水色の髪かみの少年が、窓際の壁かべに背中を預けて偉えらそうに腕うで組ぐみしている。

　いかにも楽しげな目が、鋼をじっと見つめている。

「昴、でかまわん。一つ屋根の下で暮らしてる仲じゃないか、なあ」

「あなたに会うのはこれで二度──いや、三度目だけどね。ここでなにをしてるの？」

「俺も居い候そうろうの身として、たまには屋や敷しきの主あるじ様さまと親交を深めようと思ってな」

　昴は笑いながら言って、ちらりと視線を横に向けた。

　そのご主人様は、昴のことなど目に入らないかのように、ベッドでゴロゴロしながら携けい帯たいゲームで遊んでいる。

「あの、お嬢様」

「……ん？　はがね、どうしたの？　わたしの思し索さくはまだ終わってないけど」

「思索にふけってるようには見えませんよ」

「素人しろうとにはわからない」

「……奥が深いんですね、思索って」

　思いきり嫌いや味みだったが、凜々花は満足したようにこくりと頷いた。

「思索の途と中ちゆうで申し訳ないんですけど……なぜその男がいるんですか？」

「あれ？　昴、いたの？」

「おい待て、ちゃんと断って入ってきただろ。ここにいていいって言ったのもおまえだ」

「そうだっけ……」

　凜々花は、とぼけているのではなく、本気で忘れているようだ。

　彼女の脳は、どうでもいいことは即そく座ざに消去できる優すぐれものである。

「まあ、わたしは昴の行動を制限できないから。この部屋から追い出すこともできない」

「え……？」

　鋼はきょとんとして、思わず凜々花と昴の顔を交こう互ごに見た。凜々花のほうは、ゲーム機をこれ以上ないほど真しん剣けんに見ているだけだが、昴はにやにやと楽しげに笑っている。なんとなくカンに障さわる笑顔だった。

「はがねっち、はがねっち。なんか妙な展開になってるよ」

「キサラギがいると、もっと面白い展開になりかねないね」

「わー、危ない危ない。はがねっちってば、女の子を褒ほめて気分よくさせようとしたりとかー」

「……んん？　ちょっと待って、なんではがねが他のメイドと一いつ緒しよにいるの？　また新しい子を手て懐なずけたの？」

　凜々花が、半目で鋼を睨にらんできている。

　お嬢様は意外に独どく占せん欲よくが強いところもあって、鋼が他の女の子と仲良くしていると面白くなさそうな顔をする。

「これのことは気にしなくてかまいません。ただのパパラッチですから」

「いえーい！　ぱぱらーっち！」

　キサラギは、また褒められたと勘かん違ちがいしたのか、嬉うれしそうな奇き声せいを上げる。

「確かに、気にすると疲つかれそう……」

　珍めずらしく、凜々花が的まとを射いた意見を口にした。鋼もまったく同感だった。

「で、黒鉄はがねはなにしに来たんだ？　せっかくの休みなんだから、そこのメイドとでも遊んでりゃいいじゃないか」

「まあ、キサラギで遊ぶのは面白そうな気もするかな」

「私〝で〟!?　私もたまに、自分で遊んでみたい衝しよう動どうに駆かられるけど！」

「……今は、お嬢じよう様さまにちょっと」

「わたし？」

　凜々花はゲーム機から目を離はなして、きょとんとする。

「ええ……」

　鋼は、そう答えつつも言いよどんでしまう。

　そもそも、自分はなにをしにここへ来たのだろう。

　凜々花が好きな人が誰なのか、本人が話すはずがない。「ないしょ」にされてしまっているわけだが、ヒントだけでも──というのはいかにも甘い考えだ。

　それに、この八雲昴がいる前では余計に訊きづらい。

「どうしたの、はがね？」

「ああ、いえ……その……なにかご用はないかと思いまして。そろそろ、お呼びになられるかと」

「はがねらしくない……呼んでもいないのに来るなんて、そんなに気が利きくはずが……」

「お嬢様も、なにげに酷ひどいことを言いますよね」

　実際、そこまで気き遣づかいができていないのは事実だが。

「ははっ、はがねが用があるのは俺じゃねえのか？」

　昴は愉ゆ快かいそうに言って、くいっと眼鏡めがねを押し上げた。

「さっきからこっちをちらちら見過ぎだ、はがね。おまえが考えてることを読まれてどうするよ？」

「……別に、あんたに用なんてないよ」

　言ってから、鋼は言葉にトゲを含ふくませてしまったことを後こう悔かいする。余計に自分の考えを読ませてしまっただけだ。

「といっても、俺ははがねじゃないからな。なにを訊ききたいのかまではわからねえ」

「わかられちゃたまらないね。そうだな……」

　鋼は目を伏ふせて、一いつ瞬しゆん考えた。

　ここは引き下がるのが一番無難だろうが、凜々花と昴が揃そろっているところに出くわすことも今後そうはないかもしれない。

　ならば──

「八雲昴。あなたはいったい──なに？」

「あん？」

　昴が、鋼に訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「また、漠ばく然ぜんとした質問だなあ。それともそれが、幻獣使いフアントムテイマーの手なのか？」

「どうかな」

「なにか、なんて訊かれてもなあ。おまえは、自分がなんなのか答えられんのか？」

「ボクはお嬢様の忠実なメイドだよ」

「ええぇっ!?」

　凜々花がとても率直な反応を示した。忠実、というあたりが引っかかったらしい。

　鋼はご主人様のリアクションは軽くスルーする。

「じゃあもっと具体的に言うよ。あなたは、この屋敷の居候だと言ったね。どういう理由で、ここに住み着いてるの？」

「正確には押しかけ居候だがな。まあ、これくらいは教えてもいいか。俺も、アスタルテ機関とかいうクソッタレどもの使い走りさ」

「口が悪いね」

　鋼は苦笑しつつも、納得していた。

　八雲昴が屋敷に勝手に住み込んでいたら、アスタルテ機関が放ってはおかないだろう。

　この国にとってなにより大切な国家令れい嬢じようのお屋敷なのだから。

　となれば──八雲昴も機関の関係者だというのは頷ける話だ。

「でも……それだけじゃないだろ？」

　鋼は、にやりと笑って言った。

　八雲昴は本当のことを語っている。しかし、すべてを明かしていない。

　水色の髪の少年は重要な事実をあっさりバラしすぎであるが、そういうときはさらに隠かくしていることがあるものだ。

「おっと、危ないな。黒鉄はがね。おまえの前では、あまりしゃべりすぎちゃまずいよな。いつ、どこへ誘ゆう導どうされるかわかったもんじゃない」

「別に、ボクらの技術は万能ってわけじゃないよ」

　幻獣使いフアントムテイマーの能力がそこまで便利なものならば、鋼はもっと楽に生きていられる。

「話がよくわからないけど……」

　突とつ然ぜん、凜々花がベッドから下りて鋼のところへ歩み寄ってきた。

　それから、鋼の前に立ち、顔を昴のほうへ向ける。

「昴、はがねをいじめてるの？」

　ゴゴゴゴゴ、と地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような不気味な音が鳴り始めている。

　室内の気温が、急激に跳はね上がり、鋼の背中を冷ひや汗あせが伝っていく。

「あ、あの、お嬢様」

「はがねをいじめるのなら、わたしが相手になる。確かにこのはがねは、記き憶おくが全部吹ふっ飛とんでパーになってるし、生意気だし、ご主人様への敬意はないし、むしろわたしを上から目線で見てるけど」

「ボクに不満がたまってるんですか？」

　それと、記憶が飛んでいるという設定ではあっても、知能には問題ないのだが。

「それでも、わたしはこのはがねにメイドとしてそばにいてもらってる。いくら、性格がアレでも、主あるじはメイドを守らなければいけない」

「ちょっ、熱っ！　ドアのノブ、燃えてるみたいにあっちー！」

　部屋のドアのところで、キサラギが騒さわいでいる。どうやら、危険な雰ふん囲い気きを察して我先に逃にげ出そうとしていたらしい。

「まったく、抜ぬけ目めのない……って、それよりお嬢様！　落ち着いてください！」

「落ち着いてる。思考が短たん絡らく的なだけ」

「そりゃダメでしょ！」

　凜々花はまだ通常モードのようだが、彼女の周りをかすかに小さな火の粉こが散っている。

　このままいくと──爆ばく発はつは時間の問題だ。

「待てよ、凜々花。はがねの言うとおりだ。ちょっと、冷静になって考えろよ」

「だから、わたしは落ち着いてる。最優先事じ項こうをわかっているというだけ。わたしは──もう二度と、はがねを失わないということを」

　凜々花は、ふっと右手を軽く振ふった。その手から炎ほのおの球が迸ほとばしり、昴へ向かって飛んでいく。

「お嬢様！」

　鋼が思わず凜々花の肩かたを掴つかんだそのとき──

「ちっ！」

　昴が、凜々花と同じように左手を振るった。彼の手からは、水の膜まくのようなものが飛び出し──火球を消し飛ばした。

「…………！」

　鋼は、大きく目を見開いた。

　今のはまさしく、凜々花と同じ幻獣フアントムの能力──

「幻獣能力保有者フアントム・キヤリア……？　いやでも……」
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　鋼はすぐさま、自分の言葉を否定した。

　幻獣能力保有者フアントム・キヤリアは、純潔を保っている乙女おとめだけだと衣緒から聞いている。彼女の言葉が嘘うそだったとは思えない。

　それとも、衣緒が聞いていた情報が誤りだったのか？

「ああ、怖こわい怖い。こんなとこで、凜々花とやり合ってられるか」

　昴はおかしそうに笑って言い、手を伸のばして窓を開いた。

　そして、凜々花たちのほうを向いたまま、軽い身のこなしで窓の外へと飛び出していった。

「え？　ここ、二階……」

　思わず前に踏ふみ出そうとした鋼の服を、凜々花がぎゅっと掴んだ。

「……お嬢様？」

「あいつは大だい丈じよう夫ぶ。二階どころか、飛行機から落ちたって死なない」

「飛行機って……」

　以前、一万メートル上空でマレビトと戦ったという凜々花ならば無事だろうが。

「八雲昴は……幻獣能力保有者フアントム・キヤリアなんですか？」

「違ちがう」

「そうでもないと、さっきのお嬢様の攻こう撃げきを防いだこととか説明が……」

「あれは幻獣能力保有者フアントム・キヤリアじゃないし……ヒトでもない」

　凜々花は首を振りながら言った。

「ヒトでもなく、幻獣フアントムでもない者。あるいは……ヒトでもあって、幻獣フアントムでもある者」

「それは……」

　つまり、ヒトと幻獣フアントム──両方の血を継つぐ者ということなのか。

　幻獣使いフアントムテイマーの家に生まれた鋼でも、そんな話は聞いたことがない。

　それでも、保有者キヤリアでもなく超ちよう常じよう的な力を振るったところを見てしまえば、信じるしかなくなる。

　アスタルテ機関からそんな者が派は遣けんされているというのは、おそらく大きな意味があるのだろう。

「あいつは、わたしの監かん視し役のようなもの。唯ゆい一いつ、人のコントロールを受け付けて、なおかつわたしに対たい抗こうできる力を持ってるから」

「じゃあ……衣緒が八雲昴を嫌きらってるのも監視役だから……？」

「たぶん、そう。わたしが暴走したりしなければ、特に害はないのだけど」

「本当に……いや、でも」

　さっき目にしたものと、凜々花の表情を見ていればそれが事実であるとわかってしまう。

「でも、だからこそ、昴のことは気にならない。あいつは、人間の男じゃないから」

「…………」

　鋼は、ぽかんとしてしまう。

　確かに、凜々花は男おとこ嫌ぎらいであるが──人間の男が嫌い、というのは間ま違ちがいない。

　逆に言えば、人間でないなら性別は関係ないということなのか。

「お嬢じよう様さま……」

「なに？」

「前に好きな人がいるって言ってましたよね」

「……急になに？」

　凜々花は顔を赤らめながら言った。

　前にその話をしたときは平然としていたが、今は恥はずかしいらしい。

「それって、八雲昴のことじゃないんですか？」

「ま、まさか」

　凜々花は顔を赤らめたまま、それでもはっきりと首を振った。

「昴は──わたしとは種が違う。そもそも、そういう対象にならない」

「そう……ですか。そうなんですか」

　凜々花の言葉は、間違いなく本心だった。

　鋼は、心がすーっと落ち着いていくのを感じた。今まで気づかなかったが、昴を目にしたときから、鋼の心はずっとざわめいたままだったようだ。

「はがね、どうして笑ってるの？」

「え？　あれ、ボク笑ってますか？」

　そう訊ききながら、鋼は自分の口元が緩ゆるんでいるのを自覚する。

　まだ凜々花が好きな人が誰だれなのかわかったわけでもないのに、昴ではないとわかっただけで、なぜこんなに嬉うれしいのだろうか。

「というか、はがね……あのことは『ないしょ』って言ったのに。訊いちゃダメ」

「……はい。そうですね」

「まだ笑ってる。もう……」

　凜々花は不満そうに言いながらも、彼女の口元もわずかに笑っていた。

　その笑顔に──鋼は奇き妙みようなほどの満足感を覚えてしまう。

　凜々花と互たがいに笑顔を向け合い──突然、パシャリと妙みような音が響いた。

「ん？」

「なに……？」

「あっ。いい画えだったんで指が勝手に！　この、この悪い指め！」

　一眼レフを構えたキサラギが、わざとらしくしかめ面つらをしてシャッターに当てられた自分の指をぺちぺちと叩たたいている。

　さっきの、笑った瞬しゆん間かんを隠し撮どり──というにはずいぶんと近くから撮られたらしい。

「……あなた、名前は？」

「え？　あっ、はい。キサラギと申します、お嬢様！」

　凜々花の問いに、キサラギは背筋をただしながら答えた。鋼が名前を訊いたときの軽い態度とはえらい違いである。

「そう。キサラギ……今撮った写真、わたしにも見せてくれる？」

「よろこんで！」

　キサラギはバネ仕じ掛かけのように跳とんで凜々花の前に出て、液えき晶しようモニターが見えるように一眼レフを差し出した。

「はー……いい写真。これ、わたしにもらえる？」

「もちろんです！　百枚でも千枚でも！」

「そんなにはいらないけど……じゃあ、キサラギ。あなたをメイド兼けんカメラマンに任命していい？」

「カメラマンの分、お給料は上がりますか！」

「……衣緒に言って」

　凜々花は呆あきれつつ言って、液晶モニターをじっと覗のぞき込む。

　鋼は、ふと思う。

　凜々花にカメラを向けたら消し炭になる──と、キサラギは言っていた。

　それどころか、凜々花は自分を撮った写真に興きよう味み津しん々しんだ。

　うぬぼれてもいいのなら、自分と一いつ緒しよに写った写真だからこそ興味を示してくれているのだろう。

　二代目の黒鉄はがねの存在を、凜々花は認めるようになってきている。

　そして、はがね以外の他人も許容し始めている。

　あるいは、瑞鳳院凜々花の真ま人間への道は意外と順調なのかもしれなかった。








　４章　お嬢様、はじめてのデート




　この日、一年三組の教室は千客万ばん来らいだった。

　あるいは、この日もと言うべきかもしれない。

　ここ数日、休み時間になれば他のクラス、他の学年の女子が一いつ斉せいに一年三組の教室を訪れるようになっていた。

　女子生徒たちのお目当ては、一年三組の黒くろ鉄がねはがねという女の子だ。

「ああ、そうだね。きっと彼氏は女の子にプレゼントを渡わたすってことに慣れてなかったんだと思うよ。君の誕生日を忘れてたわけじゃなくてね」

　はがねは、前に座っている女子生徒ににっこりと笑いかける。

「そ、そうなんだ……考えてみればそうだね」

「気にしなくていいと思うよ。きっと、彼氏もわかってくれる」

　はがねと女子生徒の周りには、人ひと垣がきができている。ただし、はがねたちの会話が聞こえないように、彼女たちと少し離はなれたところから取り囲んでいる。

「じゃあ、次の方」

　まるで医者だな、と鋼コウは自分に呆あきれる。

　発ほつ端たんは、つい数日前、いかにも「困っています」という顔の女子生徒の相談に乗ってしまったことだった。

　本来、女の子を苦手とする鋼ではあるが、最近は周りが異性だらけで、いつの間にか慣れてしまっていたらしい。それに加え、人の相談事を解決することがクセになっていたせいもある。

「あの、よろしく。実はこの前、友達と……」

　鋼の前に座った女子生徒が真しん剣けんな顔で話し始める。

　黒鉄はがねは退学してしまった黒鉄鋼と同じ、人の相談を魔ま法ほうのように解決する能力があり、なおかつ鋼は男の相談しか受け付けなかったが、はがねのほうは女子の相談も聞いてくれる。

　そんな噂うわさが校内を駆かけ巡めぐるのに、一日もかからなかった。

　そういうわけで、悩なやみを抱かかえた女子生徒が鋼のもとを訪ねるようになり、今の千客万来状態となってしまった。

　人の相談に乗ること自体は、鋼は特にどうとも思わない。

「むー……」

　遠くから、鋼を睨にらんでいる凜り々り花かの視線さえなければ。







　放課後──

　帰りのホームルームが終わると同時に、鋼は凜々花の手を掴つかんで教室を出た。

　のんきに素もと子こやソナタとダベったりしていると、また女子生徒たちが列をつくりかねない。

　鋼は凜々花の手を引いてすたすたと歩き、靴くつに履はき替かえて外に出た。

「……はがね。もっとゆっくり」

「あ、すみません」

　鋼は凜々花の腕うでを掴んでいた手の力を緩め、歩くスピードも落とした。少しばかり急ぎすぎていたらしい。

「つい、慌あわてちゃって。大だい丈じよう夫ぶですか、お嬢様？」

「わたしはなんともないけど。どうしてそんなに急いでるの？　早くお部屋にこもりたいの？」

「お嬢様じゃあるまいし。別にボクは巷ちまたで噂の占うらない師しとかじゃないんですから。行列つくられても困るんですよ」

「……いい気になってるように見えた。見えた。見えた」

「三回も繰くり返かえさなくても……」

　やはり、凜々花は鋼の千客万来、満員御おん礼れい状態がお気に召めさないらしい。

　時々忘れそうになるが、鋼にとっての最優先事じ項こうは凜々花のご機き嫌げん取りである。女子生徒に頼たよられていい気になっている場合ではない。

「部屋にこもりたいわけじゃないですけど、早く帰りましょう。今日はソナタさんも用があるらしいですし、部活もお休みで。もう迎むかえも来てるでしょう」

　凜々花と鋼は、車で送そう迎げいしてもらっている。

　屋や敷しきから学校までは徒歩では遠いし、人ゴミなどほとんど経験したことがない凜々花が、満員電車やバスに乗ると、なにが巻き起こるかわかったものではないからだ。

「……ちょっと待って、はがね」

　凜々花がぴたりと足を止めた。鋼も、それにならう。

「なんです、お嬢様？」

「はがねは楽しそうだけど、わたしも愉ゆ快かいな学校生活を送れるようにならないと」

「もちろんそうですよ」

「というか、はがねはわたしのだから。他の子とニヤニヤお話ししてるのはよくない」

「は、はぁ……」

　やはり、お嬢様は嫉しつ妬とされていたらしい。彼女はぼんやりしているように見えて、独どく占せん欲よくの強さはなかなかのものだ。

「そこで、これなの」

　凜々花は言って、カバンから一冊のノートを取り出した。

　もはやおなじみになった、真ま人間への道が記されたＢノートである。

「それ、持ち歩いてたんですか」

「門外不出じゃないの。えーと……ここ。ここ、見て」

　凜々花はノートをぱらぱらとめくって、あるページを鋼に示してみせた。

　そこには、ノートの執しつ筆ぴつ者、黒鉄はがねの字でこう書かれている。

『凜々花お嬢様、はじめてのデート！　男おとこ嫌ぎらいの解決ステップその２』

「デ、デート？」

　それはいくらなんでも、いきなりハードルが高すぎる──と思い、あらためてノートを見直すと。

『ただし相手はボク、黒鉄はがねが男装しておつとめします！』

「…………」

　鋼は文章を読んでから、もう一度同じ文章を読み返す。

「これ、いってみたい。相手が男装したはがねなら大丈夫」

「い、いや……待ってください。お嬢様、衣イ緒オが相手でもめちゃくちゃ挙動不ふ審しんになるじゃないですか。あいつ、男装した女の子ですよ」

　鋼は忘れていない。

　凜々花の男嫌いの解決のために、衣緒とコミュニケーションを取らせたときのことを。

　お嬢様は衣緒を相手に緊きん張ちようするあまり、紅茶のカップを融とかしたり、テレビを爆ばく発はつさせてしまった。

　デート、となれば当然外に出るのだろう。凜々花が建物を破は壊かいしたり、一いつ般ぱん人を吹ふき飛とばしたりしたらシャレでは済まない。

「大丈夫、わたしはここ数日で大きく成長した」

「……根こん拠きよないですよね、それ」

　成長はしていると思うが、屋敷内ならともかく外でそれを実証する度胸は鋼にはない。

「根拠なく動くのはわたしのクセだから直せない。だから、できそうならやってみることが大事」

「見切り発車にもほどがあるなあ」

　どうやら、凜々花は引き下がりそうにない。

　なんて悪い冗じよう談だんだろうと、鋼は思う。

　女装してメイドになっている鋼が、今度は男装するハメになるとは。

　バカバカしい話ではあるが、男装──男に戻もどるとなると、あるいは凜々花に鋼の本来の性別がバレるかもしれない。

　となると。

　凜々花とのデートは、国家の存亡をかけた一大イベントになるということだ。







　鋼の苦く悩のうは、長くは続かなかった。

　凜々花がデートの話を持ち出した次の日曜に、さっそく出かけることになってしまったからだ。

　そして、その当日──

「うん、いいんじゃないか。様になってるな」

「……当たり前でしょ」

　あまり感情が込められていない衣緒の言葉に、鋼は不満げに答えた。

　ここは、鋼の個室である。鋼は部屋に置かれた姿見の前に立って、自分の姿を確認しているところだ。

　服装は、学校の男子用制服だ。キャメルの学ランで、全体にシルエットが細いのが特とく徴ちようである。

　日曜なのだから私服で出かければよさそうなものだが、なぜか凜々花が制服を指定してきたのだ。

「……久しぶりに着たけど、やっぱりしっくりくるな」

「はがね、髪かみはそのままでいいのか？」

「ああ」

　鋼は頷うなずいて、後ろで結んだ髪を軽く掴んだ。

　ウィッグをつけていつもポニーテールにしている髪は、今日はうなじのあたりで結んでいる。ウィッグを外してもいいのだが、以前の〝黒鉄鋼〟そのものに戻るのは多少の危険があるのだ。

　鋼は一度、男の姿で凜々花と会っている。男嫌いの彼女は、おそらく鋼の姿をはっきり見ていなかっただろうが、二代目のはがねと黒鉄鋼がイコールで結ばれてはまずい。

　男だった頃ころは伊だ達て眼鏡もかけていたし、凜々花が気づくことはまずないだろう。それでも、念を入れておきたかった。

「男にしちゃ長すぎだけど、しょうがない。お嬢様は髪かみ型がたなんて気にしないだろ」

「それもそうだな……っと、デートなら金がいるだろう。とりあえず百万で足りるか？」

「二ケタ多い！」

　衣緒は真顔で百万円の札束を差し出してきている。冗談ではなさそうだ。

「どこの世界に、百万も持ってデートに行く高校生がいるんだよ！」

「ふむ、私の金銭感覚がおかしいか？　普ふ通つうの高校生の財政事情など知らないからな。まあ、なにが起こるかわからん。金はちゃんと持って行け。お嬢様の金銭感覚は、たぶん私以上に壊かい滅めつ的だぞ」

「……ごもっともで」

　とりあえず、鋼は札束から五枚の紙し幣へいを受け取る。これでも多すぎるが、念のためだ。

「じゃあ、行ってくるよ。できたら、無事でも祈いのっておいて」

「…………」

　鋼の軽かる口くちに衣緒はなにも答えず、やけに真剣な表情を浮うかべている。

「どうしたの、衣緒？」

「……いや、よくここまで何事もなくやってこられたと思ってな。感心してる」

「何事もなかったわけじゃないけどね」

　というより、鋼の人生の重大イベントはこの数週間に集中している。

「いくら、はがねの指示だったとはいえ、身代わりを立てるなんて、実のところ私は不安だったんだ」

　衣緒が言う〝はがね〟とは、先代の黒鉄はがねのことだ。彼女が意識不明になる以前に、自分に何事か起きたときは、黒鉄鋼を凜々花のメイドにつけるように指示していたのだ。

「上手く君がメイドに収まっても、東京が吹き飛ぶくらいのことは起きるかと思ってた」

「それはまた、悲観的な……」

「だから、はがね──いや、鋼には感謝してる。お嬢様がデートなんて、なにが起こるかわかったものじゃないが、君になら任せられる」

「ちょっと待って。なんか、今こん生じようの別れみたいになってるんだけど？」

「ある意味ではそうなるかもしれないじゃないか」

「任せてない！　全然信用されてなくない!?」

「私は現実主義者だ」

　衣緒は悪びれもせず、けろりとした調子で言った。

　確かに、男装しているはがねが相手とはいえ、どんな惨さん事じが起きてもおかしくないが。

「では現実主義者らしく、君が無事に戻ってこない可能性も考こう慮りよして──」

「考慮しないでほしいなあ」

　鋼が苦笑いしながら言ったのと同時に、衣緒が一歩踏ふみ込んで来て。

「…………え」

　ふわり、と柔やわらかく甘い匂においが鋼の鼻をくすぐった。

　衣緒が優しく鋼に抱だきつき、背中に腕うでを回してきていた。

「……い、衣緒？」

「あまり時間がないからな。君にあげられる餞せん別べつは、このくらいだ」

　衣緒は、すっと鋼から離はなれ、微笑を浮かべながら言った。

「なんなら、もっと凄すごいこともできなくもないが」

「あ、あのね、衣緒……」

　突とつ然ぜんの抱ほう擁ように、鋼の心臓はうるさいほど高く鳴っている。上手く言葉が出てきてくれなかった。

「自分を大事にしろ、だろう。わかっている。それに、今の君には沖おき田たソナタがいるからな。欲よく望ぼうの対象にするなら、ああいういい身体からだをした女のほうがいいだろう」

「……いい身体って」

　まるで、鋼が女の子の身体にしか興味を示さないような言いぐさはやめてほしいものだ。

「というか……身体はともかく、衣緒も可愛いと思うけどな」

「…………っ」

　衣緒がはっと息を呑のんで、後ろに一歩下がった。

　少しずつ彼女の髪が伸のびていき──腰こしまで届くほどになった。

「あ、あれ？　またどうして……？」

　衣緒が戸と惑まどったように、自分の髪をぺたぺたと触さわっている。どうやら、彼女自身の意志によらない〝変身〟だったらしい。

「うん。やっぱ、衣緒は可愛いね。執しつ事じ姿もいいけど、女の子の姿のほうがいいな」

「鋼、あたしをからかってるでしょ」

「どうかな」

　赤面して睨にらんでくる衣緒に、鋼は軽く笑いかけた。

　思えば、鋼らしくない台詞せりふではあったかもしれない。さっきの抱擁のせいで、テンションが上がっているのだろうか。

「……なんだか殺したくなってきたわ」

「ええぇっ！」

「殺したいほど、あなたが好き」

「は……？」

　突然の衣緒の言葉に、鋼があっけに取られて聞き返すと。

「あたしの一族の──愛の告白の決め台詞ぜりふよ」

「そいつはまた、物ぶつ騒そうなことだね……」

「愛情表現なのよ」

　衣緒はにっこりと笑って言った。

　その笑顔は、年とし頃ごろの少女らしく、無む邪じや気きで可愛らしいものだった──







「他の女の匂いがする」

「えっ」

　屋や敷しきの門で待っていた凜々花は、鋼の胸元に顔を近づけると、いきなりそう言った。

「デートの前に他の女と会ってたの？」

「い、衣緒ですよ。あいつは男装のプロですから。変装を手伝ってもらってたんです」

「……はっ。はがね、男の子になってる」

　凜々花は驚おどろいた顔をして、ずさっと後ろに下がった。

「今気づいたんですか。いや、はがねですよ。そんなに驚かなくても」

「んー…………」

　凜々花はじーっと鋼を頭からつま先まで眺ながめて。

「まあいいか……なんとか許容範はん囲い内……かな」

「それはよかったです……」

　とりあえず、凜々花に消し炭ずみにされることはなさそうだ。

「はがね、男の子の制服もけっこう似合ってる」

「はぁ、どうも。ところで、どうして日曜なのに制服なんです？」

　もちろん凜々花も、同じく制服姿である。

「Ｂノートの別のページに書いてあったの。制服を着るのは女子高生の特権だって。女子高生は制服を着てこそ価値があるって。だからこれが、わたしの勝負服」

「多少誤解があるようですが……」

　黒鉄はがねは、いったいなにをしたいのだろう。

　学校のキャメルのブレザーとチェックのミニスカートは可愛いと好評だし、鋼も気に入っている。むろん、凜々花にもよく似合っている。

　こんな可愛い女の子とデートができて、文句などあるはずがない。

　ただし、男装しているという設定がなければだが。

「まあ、いいですけど。では行きましょうか」

「どこに行くの？」

「ええ、もちろんノープランですよね」

　デートに誘さそってきたのは凜々花のほうだが、行き先など考えているはずがない。それくらいは鋼も承知している。

「街に買い物に行きましょう。男もいますが、どこに行ってもそれは避さけようがないので。ボクができる限りフォローしますよ」

「うん、お願い。命に関わることだから」

　そのとおり、凜々花が男に接近されて暴走したら、にぎわう日曜の街が一いつ瞬しゆんで焼け野原と化してしまう。それだけは回かい避ひしなければ。

「じゃあ、行こ」

「はい、お嬢じよう様さま」

　鋼は先に立って歩き出し──凜々花はなにげなく手を握にぎってきた。

　まるで子供の手のように柔らかくて、あたたかい。

　デートなど不安も大きかったが──鋼は、心が弾はずみ出すのを感じていた。







　湾わん岸がん地区で一番の繁はん華か街がいは、ずいぶんとにぎわっていた。

　三度も湾岸地区を狙ねらってマレビトが現れた直後とは思えないくらいだ。民間人にはマレビトの詳しい侵しん入にゆう経路は知らされないが、東京が標的になったことは報道されている。

　被ひ害がいが出なければ、民間人はマレビトのことなどすぐに忘れてしまうようだ。

「ううぅ……」

　そのマレビトを撃げき破はした当の本人は、すっかり怯おびえていた。

「なんでこんなに人間ばかり……お、襲おそいかかってきたりしない？」

「するわけないでしょう」

「なにをしでかすかわからない生き物がこんなにたくさん……これはまるでサファリパーク……」

「なにをしでかすかわからないのは、お嬢様もですけどね」

　なにかしでかした場合、もっとも大きな被害を出せるのがこの凜々花だ。

「まあ、のんびり行きましょう。慌あわてることはありません」

　鋼は凜々花の手を引いて、ゆっくりと歩いて行く。前方から男性が来たら、近づかずにすれ違ちがえるようにフォローする。

「はがねは堂々としてる……男装に慣れてるの？」

「まさか。ただあれだけ完かん璧ぺきに男装してる衣緒のお墨すみ付つきですからね。男装には問題ないでしょうから、安心してるだけです」

「うん、まさかここまで見事に男装するなんて。さすがはわたしのメイド。ところで、どうして男装は『かっこいい』とか持ち上げられるのに、女装は変態っぽく扱あつかわれるの？」

「知りませんよ」

　女装、という言葉にドキッとしながら鋼は答える。

「わたしもたまには変身してみるか……」

「幻獣フアントムの能力を使うときは、変身してるじゃないですか」

「あれは衣装チェンジしてるだけ。変身とは言わない」

「……そうですかね」

　口調や性格も一変しているし、充じゆう分ぶんに〝変身〟と呼べるものだと思うが。凜々花自身は、あまり自分の変化を意識していないらしい。

「まあいいですけど。変身ってほどでもないですが、服を買ってみますか？」

「服か……わたし、買ったことない」

「え？　じゃあ、いつも着てるワンピースとかは誰だれかに買ってきてもらったんですか？」

「正確には、お店で買ったことがないの。自分で買うときは、ネット通つう販はんだから……」

「ああ、なるほど……」

　凜々花はここ最近はともかく、以前は重度の引きこもりだった。初代の黒鉄はがねがいた頃ころも、ろくに外に出ていなかったのだろう。

「だって、お店に買いに行ったりしたら、呼んでもいないのに店員が近づいてきて『なにかお探しですかー』とか因いん縁ねんをつけてくるって噂うわさだし……」

「相変わらず、実体験はないのに妙みような知識を持ってますよね。別に因縁つけてるんじゃなくて、案内してくれるだけですよ」

「考えただけで恐おそろしい……」

　凜々花は自分の肩かたを抱いて、がたがたと震ふるえている。

　接客されるのが苦手だという人間は珍めずらしくないが、凜々花は特にダメらしい。

「それじゃあ、さっそく店に入ってみましょう」

「わたしの話聞いてない!?」

「何事も慣れですよ。女性ものの服のお店なら、店員もきっと女性です」

「そ、そういう問題じゃ……」

　怯える凜々花の手をがっしりと掴つかんだまま、鋼は辺りを見回した。ちょうどいいことに、すぐ近くになかなかよさそうなブティックがある。

「あそこがいいですね。入りましょう」

「ま、まだ心の準備が……」

「店に入るのにそんなものいりませんよ」

　鋼は凜々花をなかば引きずるようにして、ブティックに入っていく。

　なかなかの高級店らしく、店内は落ち着いた雰ふん囲い気きだ。客はさほど多くないので、凜々花にはちょうどいいだろう。

「お嬢様、屋敷では涼すずしそうな格好されてますけど、だいぶ寒くなってきましたし、あたたかい格好したほうがいいですよ」

「寒いとか暑いとかもうどうでもいい……はがね、奴やつらからわたしを守って」

「奴らって」

　何人か店員の姿が見えるが、近づいてくる気配はない。あまり客に積極的に声をかけてこない店なのかもしれない。

「いいから、気にせず見てみましょう」

「うう、相変わらずはがねは鉄の心臓……こんなに堂々とお店に入れるなんて」

「誰でもできますからね。えーと……」

　鋼も、女性向けのブティックに入るのは生まれて初めてだ。正直なところ勝手がわからないし、落ち着かない。しかし、ここであたふたしては、凜々花に怪あやしまれる。

「お嬢様、ワンピースとかよく着てますけど、どういう服がお好みですか？」

「身体からだを締しめつけない服」

「……それはまた一点突とつ破ぱというか、わかりやすいというか」

　考えてみれば、だらしない凜々花が全ぜん裸らでうろちょろしていないのが不思議なくらいだ。鋼にとってはありがたいことであるが。

「でも、ある程度の不便は我が慢まんして可愛い服を選ぶという選せん択たく肢しもありますけど」

「わたしにはない」

「わー……」

　お嬢様は、ファッションに確固とした哲てつ学がくをお持ちらしい。

「んー、じゃあコートはどうですか？　新しいのを一着買ってみてもいいんじゃないですか？」

「コートを買うか……その発想はなかった」

「引きこもりすぎです、お嬢様」

「わたしは引きこもりじゃない」

　お嬢様は、断固として引きこもりは否定なさるのだ。

　上着を買わないというのは、要するに外に出ないからなのだろう。これからは、真人間になるために積極的に外に出てもらうのだから、コートくらいは必要だ。

「ともかく、コートを見てみましょう。制服の上からも着られますしね」

　鋼は凜々花の手を引いて、コートの売り場のほうへ移動する。凜々花は、警けい戒かい心に満ちた目で周りを見ている。店員が近づいてきたら、すぐに逃にげる気だろう。

「コートはこの辺ですね。へー、けっこういっぱいあるなあ」

「多すぎると決められない……一種類くらいでいいのに」

「一種類のコートしか売ってないとか、どんな専門店ですか」

　本当に凜々花は買い物が苦手らしい。というより、さっさと済ませたがっているようだ。

「デートで買い物、とくれば迷ったりするのも楽しいらしいですよ」

「わたしに一いつ般ぱんの価値観はあてはまらない」

「真人間を目指すなら、そういうものも受け入れていきましょう」

「うー……」

　凜々花は不服そうだ。なんのためにデートしているのか、あらためて教えておいたほうがいいかもしれない。

「はがね、これ」

「は？」

　凜々花が、吊つるされている一着のコートを指さしていた。

「これがいい。これに決めた」

「決断早っ。というか、楽しむつもりないですね」

「奴が……奴がこっちの様子をうかがっている。危険だから、早く決めないと」

　凜々花は、自分の背後を気にする様子を見せた。彼女の数メートル後ろには、店員の姿があった。凜々花は、その店員が近づいてくる前に勝負を決めるつもりだ。

「はぁ……まあ、お嬢様が決めたのならいいですけど。このコートですか？」

「そう。その赤いやつ」

　鋼は、凜々花が指さしたコートを手に取った。目が覚めるような真しん紅くで、多少派手ではあるが、悪くはないデザインだ。凜々花も適当に選んだわけではないらしい。

「綺き麗れい……可愛い。わたしが着ると、きっと可愛い……」

　凜々花は鋼が掲かかげるように持ったコートを、ぼーっと眺ながめている。どうやら、気に入ったようだ。

「じゃあ、同じのを三着くらい。わたし、ぶち破ったり燃やしたりするかもしれないから」

「ぶち破ったり燃やしたりしないようにしましょう」

　鋼は苦笑しながら、赤いコートをご主人様に差し出した。このコートを買うのはいいが、試着くらいはしてもらいたい。似合うことは──おそらく疑いないけれど。







「あはは」

　凜々花は弾はずむような足取りで歩いている。驚おどろいたことに、男と近きん距きよ離りですれ違っても気にならないようだ。

　ぴたり、と凜々花が不意に立ち止まる。

　なにをしているのか、と鋼が訝いぶかしむと。

「ふへへ」

　凜々花は店先のショーウィンドウに映った自分の姿を見て、にやにやと笑っていた。

　どうやら、お嬢じよう様さまは赤いコートが大変にお気に召めしたらしい。

「どう、はがね？　似合ってる？　似合ってる？」

「ええ、可愛いですよ」

　鋼が答えると、凜々花は顔を赤らめて嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　自分で選んだ服を買って、それが似合っていることが嬉しくてたまらないようだ。

　金を出したのは鋼だが、衣緒からもらった五万も元はといえば国家令れい嬢じように支し払はらわれた報ほう酬しゆうだろうから、凜々花の金と言えなくもない。正しよう真しん正しよう銘めい、凜々花が買ったものだ。

「たまにはリアル店てん舗ぽでお買い物もいいかもしれない」

「リアル店舗って。まあ、服とか靴くつとかは自分の目で見て買うほうが無難ですね。忙いそがしくて買いに行く暇ひまがないわけでもないですし」

「わたしもけっこう忙しい……ベッドの上を転がってシーツにしわをつくる仕事が」

「そいつは大変ですねー」

「……やはり、このメイドはわたしをバカにしてる」

　むう、と凜々花が鋼を睨にらみつけたそのとき。

「あれ？　凜々花さん……と黒鉄君!?」

「あっ」

　不意に声がして、鋼は思わず、さっと身構えてしまう。

　数メートル先、なにかの店の前にぽつんと立っているのは、間ま違ちがいなく宮みや本もと素子だった。薄うす手での白いコートを羽織っている。

　素子は血相を変えて、鋼のところに駆かけ寄よってくる。

「ちょ、ちょっと黒鉄君！　戻もどって来たんですか！　今までいったいなにをしてたんですか！　人の気も知らないで──」

「ま、待って。よく見て、素子さん。兄じゃなくてボクです、黒鉄はがね」

　鋼はくるりと後ろを向いて、結んでいる髪かみを素子に見せつける。

「あ……は、はがねさんなんですか。男装……？」

「そう。うちのはがねは黒鉄さん」

　鋼ではなく、凜々花が代わりに答えた。

「す、すみません。うっかり見み間ま違ちがえて……というか、どうして男装なんですか？」

「そんなことより、素子。このコート、どう思う？」

　どんなことだ、と鋼は内心で突つっ込こみつつも、褒ほめてもらえるのを待っている凜々花に水は差せない。

「あ、ああ。いいですね。けっこう派手ですけど、凜々花さんに似合ってますね。可愛いです」

「そ、そう？　へへへ……」

　期待していたとおりの言葉をかけられて、凜々花が照れくさそうに笑う。

　あるいは、鋼に褒められるより嬉しいだろう。

　鋼としても、〝男装〟にあまり突っ込まれたくない。話を戻すこともないだろう。

「凜々花さんたち、一いつ緒しよにお買い物ですか。仲がいいんですね」

「今日はデートなの」

「デ、デート？　女の子同士でですか……？」

「あー、まあそれはいろいろ事情があって。それより、素子さんも買い物かな？」

「私の買い物というか……」

　素子は、ちらりと横目で後ろを見た。そこには、カラフルな下着がずらりと並べられている店──要するにランジェリーショップがあった。思春期まっただ中のシャイな男子中高生ならコソコソと通り過ぎるような店である。

「下着……わたし、下着も買ったことない」

「買ったことない!?　えっ、凜々花さん、じゃあ今までどうやって？」

「下着はいつの間にか部屋にある。昔は、妖よう精せいさん的ななにかの仕し業わざかと思ってた」

「今はそう思ってないんですね……」

　素子は、ほっとした顔をしている。鋼も、密ひそかに安心していた。さすがに、そこまで凜々花が世間知らずでは困る。

「というか、素子はどうしてここに？」

「あー、なんとなくぶらついていただけなんですが、偶ぐう然ぜんある人と会ってしまって……」

「あれっ、瑞ずい鳳ほう院いんさんと黒鉄く……黒鉄さん……？　どうしたの……？」

　ランジェリーショップから見慣れた少女が出てきた。毎度おなじみ、沖田ソナタである。胸のふくらみがよくわかるセーターに、太もももあらわなミニスカートをはいている。

　ソナタは、鋼の顔を見て一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、すぐに素すの表情に戻った。鋼の正体を知っているだけあって、ある程度事情を察してくれたらしい。

「まあ、なんでもいいわ……。やっぱり、宮本さんにも一緒に見てもらいたくて……ちょうどいいから、瑞鳳院さんと黒鉄さんも……」

　ソナタは、凜々花と素子の手を引いてランジェリーショップへと入っていく。鋼を引っ張っていかないのは、凜々花さえ連れて行けば鋼も自動的についてくると知っているからだろう。

「しょうがないな……」

　ソナタたちに続いて、鋼も一歩店に踏ふみ込んでから、はっと気づく。店内の女性たちが、一いつ斉せいに警戒の視線を向けてきた。

　そういえば、今日は男の格好だったんだ──

　既すでに女装している自分に慣れすぎているせいで、ランジェリーショップに入ることもためらわなくなっていた。危険なことである。

「あっ、お嬢様。ボクは外で待ってますから」

「ダメ。はがねも一緒じゃないと、ダメ」

　ぱっ、と凜々花が身を翻ひるがえそうとした鋼の手を掴つかんで引き戻した。凄すさまじいパワーだった。時々忘れそうになるが、凜々花は人間を超こえたパワーの持ち主なのである。

「さすがに、この格好でこの店に入るのはまずいんじゃ……」

「男が入っちゃダメとは書いてない」

　まさか、あれだけブティックに入るのを嫌いやがっていた凜々花が店に引っ張り込んでくるとは思わなかった。だが、お嬢様の命令となれば鋼は逆らえない。

「あ、来たわ。やっぱり、男の子にも見てもらわないと……」

「いや、普ふ通つうは見せないでしょ」

「ここには、普通の女の子なんていないわ……」

「確かに」

　鋼は力強く頷うなずいた。国家令嬢の凜々花に、ド変態のソナタ、それに……。

「ちょっと待ってください。私は普通です。自他ともに認める普通の女の子ですよ！」

「ああ、そうだった」

　素子の猛もう抗こう議ぎに、鋼は再び頷いた。

　時々、アスタルテ機関や国家令嬢の話を持ち出してくることには異常さを感じないでもないが、素子は地に足を着けて生きている女の子だ。

「もういいから、黒鉄さんは隅すみっこにいてください。さすがに他のお客さんにも迷めい惑わくですから」

「そうさせてもらうよ」

「うー……」

　凜々花は不満そうだが、男の格好で堂々と店内にいるのは気が引ける。ありがたく、店の隅に潜ひそませてもらうことにする。余計に不ふ審しん者っぽくもあるが。

　できるだけ、店内を見ないようにうつむいて待つことにする。ケータイをいじっていると盗とう撮さつと思われそうなので、それもできない。かなり手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。

　しかし、これはデートなのだろうか。

　まだ凜々花にコートを買って、なぜか下着も買いに来るハメになっただけだ。後者は、どう考えても普通のデートではあり得ない。

「ほら、瑞鳳院さんにはこういうのも似合うと思うわ……。見えないところだからこそ、きっちり飾かざったほうがいいわよ……」

「わたし、下着をつけないことも多いのに」

「そ、それはいけません。ちゃんとつけましょう」

　少し離はなれたところから、凜々花たちの声が聞こえてくる。デートもけっこうだが、凜々花が女の子たちと仲良くしているのはとてもいいことだ。楽しんでくれれば、鋼としても嬉しい。

　待つこと数分──

「はがね、はがね、来て」

「はい」

　つい、反射的に鋼は駆け出してしまう。

　凜々花に呼ばれると、身体からだが反応するようになってしまっているのだ。

「はがね、早く」

　凜々花はいくつも並んでいる試着室のカーテンから、顔だけを出している。鋼が試着室の前に着くと。

「はがね、わたしには選べない。一緒に選んで」

「……え？　一緒にって言われても」

　戸と惑まどう鋼の前で、試着室のカーテンが開かれた。凜々花が手を差し出してきて、また凄まじいパワーで鋼を中に引っ張り込む。

「ちょ、お嬢様……！」

　当然ながら、試着室の中は狭せまく、二人で入ると身動きもできなくなるほどだった。

「……って、なんて格好してるんです！」

「え？　だって下着を買いに来たんだし」

　凜々花の言うこともごもっともだった。

　下着を買いに来たのだから、試着室の中では下着姿に決まっている。

　凜々花は、レースのついた可愛いブラと、パンツだけの姿だった。考えてみれば当たり前だが、ブラだけを試着しているらしい。

　着き替がえを手伝うときに、凜々花の下着姿は何度も見ているが、こういう飾り気けのある下着を見たのは初めてだ。普ふ段だんは、適当に買ってきたようなシンプルな下着ばかりなのだ。

「はがね、これどうかな？　なにもつけないほうがいい、という思考に囚とらわれてるわたしには判断しづらくて」

「それはまたとんでもない思考ですね」

　今さらだが、凜々花は常識では計り知れない存在だと思わされる。

「いえでも、そんなこと訊きかれても……」

　いくら凜々花の肌はだを見慣れてるとはいっても、この至し近きん距きよ離りで、可愛い下着を身につけている彼女と接していては冷静でいられない。感想など口にできるわけもない。

「えーと……その……」

「どうしたの、はがね？　顔真っ赤」

「ああ、それは……」

「ちょっと、凜々花さん！　もしかして、はがねさんを連れ込んでるんですか！」

　そんな声とともに、シャッとカーテンが開かれた。

　現れた素子の姿に、鋼はドキリとする。

「え？　はがねがいると、なにかまずいの？」

「まずいですよ！　はがねさんの前で下着姿とか──あれ？　あ、そうか。はがねさんだからいいの……？　あれ？」

　なにやら、素子は混乱しているようだ。

　そして、鋼のほうもかなり混乱していた。凜々花の下着姿だけで充じゆう分ぶんにドキドキしていたのに、現れた素子もまた──下着姿だったのだ。

　青と白のストライプのブラ──若じやつ干かん子供っぽくもあるが、可愛くて素子によく似合っている。体育の着替えのときに何度か素子の下着姿も目もく撃げきしてしまっていたが、こんな間近で堂々と見るのは鋼も初めてだ。

「ごめん、わたしには素子がなにを言ってるかわからない」

「わ、私もわかりません。いえ、はがねさんが男装なんてしてるからまぎらわしくて、また勘かん違ちがいしたというか……」

「えっ、ボクのせい？」

「ああもう、なんだか黒鉄君のほうみたいな気がして……混乱させないでください！」

「しかも逆ギレ!?」

　今日の素子は、鋼とはがねの区別がつかなくなっているらしい。

　もちろん、男である黒鉄鋼が凜々花と一いつ緒しよに試着室に入っていたら問題だろうが……。

「落ち着こうよ、宮本さん……。あ、その下着も可愛いわ……」

　今度は、ソナタも凜々花たちが入っている試着室の前に姿を見せた。というか、素子とソナタも下着を試着していたらしい。

　ソナタは、薄うすいグリーンのブラをつけている。しかし、彼女の場合はブラからこぼれそうな凄まじい迫はく力りよくの二つのふくらみに目がいってしまう。

「大きいブラは本当に可愛いのがなくて……瑞鳳院さんと宮本さんのブラはいいわね……そう思わない、黒鉄さん？」

「ボクに訊かれても困るって！」

　身体がくっつきそうなほど近くに、下着姿の美少女が三人。

　素晴らしすぎる状じよう況きようだが、それを素晴らしいと思っていることがバレては困る。

「あー、いや。三人とも似合ってます！　凄すごくいいと思いますよ！」

　鋼はそう言って、試着室から飛び出した。試着室の前にいた素子とソナタの間を抜ぬけて、彼女たちに背を向ける。

「そうか、似合ってるのか。じゃあ、わたしはこれにする」

「……そうですね。はがねさんも褒ほめてくれたことですし」

「私もこれにするわ……この下着で迫せまれば、ふふふふふ……」

　背後から、ソナタの不ふ吉きつな声が聞こえてくる。彼女の企たくらみについては、考えないことにする。

「もうちょっと迷ってもよかったですけどね。時間はありますし、せっかくの凜々花さんとのお買い物ですから」

「……わたしとの買い物だと、もっと迷いたい？」

　凜々花が不思議そうに、素子に訊いた。

「ええ。友達と一緒の買い物は、ゆっくり時間をかけて楽しむものですよ」

「と、友達……？」

　凜々花の声が、わずかに震ふるえていた。

　鋼も思わず振ふり返かえりそうになったが、なんとかこらえる。

「はい。どうかしたんですか、凜々花さん？」

「わ、わたし……まだ素子にお友達になってって言って……ない」

「あはは。私も、今まで友達になってってお願いしたことなんてないですよ。友達って、いつの間にかなってるものでしょう？」

「……素子」

「私も、瑞鳳院さんのお友達だと思ってるわ。部活も一緒だし……」

「ソ、ソナタまで……？　ソナタは、なんかちょっとヤバそうな感じもするから微び妙みようだけど……」

「ああっ、悪口を！　ひどい悪口を言われてるわ！」

　言葉とは裏腹にソナタは嬉うれしそうだ。困ったドＭである。

「友達……わたしには、二人も友達がいたの……」

「当たり前じゃないですか。とっくに仲良しですよ、私たち」

「そうよ、瑞鳳院さん……」

　鋼は振り返って、凜々花の表情を確かめたかった。

　あんなにも欲ほつしていた友達が、凜々花の前に二人もいる。

　たぶん、鋼のお嬢じよう様さまは──いい顔をして笑っていることだろう。







　デートの邪じや魔まをしたら悪いから──とランジェリーショップから出て、素子とソナタとは別れることとなった。

　鋼としても、黒鉄鋼と黒鉄はがねを混同していた素子とは、一いつ旦たん離はなれたほうがよさそうだったので、ありがたいことだった。

「あ、そうだ」

　のんびり歩いていると、突とつ然ぜん、凜々花がつぶやいた。

「せっかく〝友達〟と一緒に買い物したんだから、記念写真を撮とっておけばよかった」

「友達、を強調してますね」

　素子と、ついでにソナタにも友達認定されたことがよほど嬉しかったらしい。

「でも、さすがに下着売り場で記念撮さつ影えいはできませんしね」

「インパクトのある写真にはなりそうなのに」

「インパクトしかないですよ」

　そこまで言って、鋼は周りを見み渡わたした。すっかり忘れていたが……。

「どうかしたの、はがね？」

「いえ……キサラギがどこかに潜んでないかと思って」

　盗撮を愛するド変態のことだから、凜々花のデートを隠かくし撮りしていてもなんの不思議もない。

「ああ、そうか。あのメイドがいれば、わざわざ自分で記念写真撮らなくていいのか」

「残したくない写真も撮られそうですけどね」

　とはいえ、人けのない瑞鳳院の屋や敷しきならばともかく、この人ゴミの中ではキサラギがいるとしても、見つけ出すのは難しそうだ。

「あっ、はがね。あれ。あれ、食べたい」

「話変わりましたね。あれって……ああ、ソフトクリームですか」

　すぐ近くに、小さなソフトクリームの店があった。人気の店らしく、若い女の子が大勢群がっている。

「やっぱり、少しはデートらしいこともしないと」

「安心しましたよ」

「え？」

「さっきの下着店でのアレコレがデートらしくないってわかってたんですね」

「むー。はがねはわたしをなんだと。これでもネットの海で得た知識の量なら誰だれにも負けない」

「それは負けてもいいですけどね……」

　呆あきれつつ行列に並び、鋼はオーソドックスなバニラ、凜々花はチョコ＆バニラのソフトクリームを買い、歩きながら食べ始めた。

「ん、美お味いしい。これは美う味まいですぞ」

「誰ですか。いやでも、確かに美味しいですね。行列ができるだけのことはあります」

　ソフトクリームを食べるにはちょっと涼すずしすぎるが、外でこうして食べるのは悪くない気分だった。

「これは、いつまででもぺろぺろできる」

「すぐになくなりますけどね」

「自分もりりたんをぺろぺろしたい！　すり減って、なくなってしまうほどに！」

「…………」

「…………」

　鋼と凜々花は、同時に呆れた目を正面に立っている人物に向けた。

　誰か、などと訊く必要もなかった。あんな台詞せりふを吐はき出す人物はこの世に一人しかいない。

「ふっふふーのふー。驚おどろいてるようだな、りりたんに黒鉄はがね……じゃない？　誰だ、おまえは？」

　綺き麗れいな白い髪かみをお下げにして、セーラー服を着ている女の子は、不ふ審しんそうな目を鋼に向けてきた。

　鋼は、彼女を知っている。

　身体からだにユニコーンという幻獣フアントムを宿した、幻獣能力保有者フアントム・キヤリア。

　彼女は〝壊こわし屋〟であり、同じ保有者キヤリアを倒たおして回っている危険な女の子だ。どこかの組織の命令を受け、凜々花を行動不能にしてさらうことを目的としている。

「ボクは黒鉄はがねだよ。まあ、細かいことは気にしないで」
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「言われるまでもなく、細かいことを気にしたことなど人生で一度もない！」

「あー、そうだろうね……」

　鋼は、呆れつつ頭をぽりぽりとかいた。

「で、ゆに子こはなにしてるの？」

「だからその呼び方はやめーっ！」

　鋼は、彼女の本名を知らない。ユニコーンを宿しているので、衣緒が勝手に〝ゆに子〟というあだ名をつけたのだ。

「くっ、まあいい。さっさと片をつけてしまわないと」

　ゆに子は悔くやしげに言い、両手を広げて謎なぞの構えを取った。

「まさか、二人きりでお外に出てくるとは。あの忌いま々いましくもエロいボディの執しつ事じがいない今がチャーンス！」

「……だそうですよ、お嬢様」

　鋼は、さっきから背中に隠れていた凜々花に視線を向ける。

「チャンスって、なんの？」

「いや、ですから、お嬢様を倒してさらっちゃう気なんですよ、このゆに子は」

「そのとおりだ！　倒してさらっちゃうぞ！」

　ゆに子はアホな台詞を吐いて、偉えらそうに胸を張る。

「ゆに子って、そんなことを目的にしてたの？」

「ええ？　りりたん、知らなかったんかい！」

「うん……わたしはてっきり、たまにどこからか派は遣けんされてくるお笑いの人かと」

「芸人とちがーうっ！」

　がーっ、とゆに子が吼ほえる。

　通行人の皆みなさんが奇き異いな目を向けてきているが、誰もゆに子に絡からもうとはしない。一目で、〝面めん倒どうくさい奴やつ〟とわかるからだろう。

「とにかく！　自分は時と場所など選ばない！　今日こそりりたんを連れて逃にげて、ぺろぺろさせてもらうっ！」

　ゆに子は、右拳こぶしを突つき出だした。その手の甲こうを突き破やぶるようにして、一本の角のようなものが突き出してくる。ユニコーンの角だ。

　鋼は以前、あの角を使った一いち撃げきで、ゆに子が地面に大穴を空けたところを見たことがある。人間がくらえば、木こっ端ぱ微み塵じんになる威い力りよくだった。

「さて、どうしたもんでしょうね、こりゃ」

「このままでは、わたしがぺろぺろされてしまう……」

　凜々花はのんきにソフトクリームを舐なめながら言った。危機感などひとかけらも持っていないようだ。

　それも当然だろう。凜々花の戦せん闘とう能力の前では、ゆに子など軽く一いつ蹴しゆうできる。ただし、凜々花は蹴けるどころか指先一つ動かす気はなさそうだ。

　鋼には戦闘能力はまったくない。ゆに子と戦ったら、一秒ももたないだろう。

　そうなると──

「待って、ゆに子。そう急ぐことはないでしょ。一いつ緒しよにソフトクリームはどう？」

「もっと美味しそうなものが目の前にあるのに、ソフトクリームなんか食うかっ」

「ちっ」

　どうやら、今のゆに子には凜々花しか見えていないようだ。話を聞かない奴、というのは鋼には天敵である。

「しょうがないな」

　話が通じないなら、残された方法は一つしかない。

　以前、凜々花にも使った──標的の身体の快感ポイントを撫なで回し、心をふにゃふにゃに溶とかしてしまう幻獣使いフアントムテイマーの秘術だ。これならば、ゆに子にも充じゆう分ぶん通じる。

「……待って」

「は？」

　凜々花が、鋼の制服の袖そでを掴つかんでいた。

　さっきまでののんきな様子とは打って変わって、真しん剣けんな顔をしている。

「アレはダメ。アレを……わたし以外に使っちゃダメなの」

「…………」

　お嬢じよう様さまの独どく占せん欲よくが発動したようだ。

　他の女の子の身体を撫で回したりするのは、お嬢様のお許しが出ないらしい。

「なんだかわからんが、来ないのならこっちから行くぞ！　りりたん、ちょっとだけ我が慢まんしてねーっ！」

「わたしに我慢を要求するとは、なんという高望み……」

「まったくですね」

　再びのんきモードに戻もどった凜々花に、鋼は苦笑を向ける。

　とはいえ、これ以上のんびり構えている場合ではなさそうだ。ゆに子の殺気は本物である。

「くらえ、りりたーんっ！」

　ゆに子は右拳を振ふり上げ、高々と跳とび上がり──

「おごぉっ!?」

　今まさに拳を突き出して、ミサイルのように飛んでくるかと思われたゆに子が、いきなり奇き声せいを上げて頭から地面に落っこちた。

「え？　あれ？」

　いったいなにが起きたのか、鋼にはさっぱり把は握あくできなかった。

　ゆに子は、倒れたままぴくりとも動かない。

「……はがね」

　凜々花の声は淡たん々たんとしていて──それでいて、確かな緊きん張ちようを孕はらんでいた。

　鋼は、凜々花のほうを見られなかった。

　いつの間にか──すぐそこに、なにかがいたからだ。

「なんだ、あれ……？　女の子……か？」

　そのなにかは、少女の姿をしていた。凜々花やゆに子とあまり変わらない、十代なかばくらいの歳の子だ。

　背中まで伸のばした長い髪は銀色で、顔は整ってはいるが妙みように生気が感じられない。大きな瞳ひとみも人間とは思えない、銀色だった。すらりと細い身体に、ぴったりとフィットした黒い服をまとっている。

「はがね……あれは、マレビト」

「マレビト!?」

　凜々花の淡々とした声に、鋼はぎょっとする。彼女のその言葉が──真実だと瞬しゆん時じにわかってしまったからだ。

　鋼はまだ、一度も直接自分の目でマレビトを見たことはない。

　それでも──目の前にいる銀ぎん髪ぱつ銀眼の少女が、映像で観みた巨きよ大だいなマレビトたちと同じ存在だと感じてしまった。

「……つつつ……いったーい！　なにすんじゃー！」

　鋼の緊きん張ちよう感かんを粉々に砕くだく、アホのような声が響ひびいた。

　倒れて動かなくなっていたゆに子が起き上がり、銀髪の少女を睨にらみつける。

「って、おおっ！　なんだこの子、可愛い！　ぎゅうってしちゃいたい！」

「なんでもいいのか、君は」

「美味しそうならなんでも食べてみる主義だ！」

　危険な主義だが、おそらくゆに子は毒を食っても死なないのだろう。

「ゆに子、おまえもダメ。下がって」

　凜々花はそう言って、すたすたと前へと歩いて行った。

　ゆに子の手を引っ張って、自分の後ろへと下がらせる。

「へ？　りりたん、どうしたの？」

「お願いだから、今日は引き下がって。わたしは、誰だれにも死んでもらいたくない」

「し、死ぬ？　りりたん、いったい……？」

「ぺろぺろは無理だけど……これでいい？」

　そう言うと、凜々花はすっとゆに子に顔を寄せて、頬ほおに軽く口づけした。

「おおおおおお!?　りりたんの生キッス！　マジ！」

「ゆに子、今度また遊んで。わたし、おまえのことけっこう好きだから」

「しかも告白まで来た！」

　凜々花は、にっこりとゆに子に笑いかけて、赤いコートを脱ぬいだ。それから、鋼のほうへと投げつけてくる。

「お嬢様……？」

　鋼はコートを受け取り、首を傾かしげた。

　まさか、ここで始める気なのか──

「待ってください、お嬢様。そいつがマレビトだっていうなら──」

「それもダメ。こいつには言葉は通じない」

　鋼が言いたいことを先回りして、凜々花はきっぱりと断言した。

　もちろん、鋼はマレビトと話して懐かい柔じゆうしてやるつもりだった。

　銀色のマレビトは、眉まゆ一つ動かさず、言葉も発していない。話が通じるとはとても思えないが、幻獣使いフアントムテイマーの能力を試してみる価値くらいはあるはずだ。

　だが、凜々花がこうもはっきり言い切るのなら──

「お嬢様、もしかしてそいつを知ってるんですか？」

「知ってる。知って……おる」

　凜々花がそう言ったのと同時に、赤い光が弾はじけた。

　一いつ瞬しゆんにも満たない間に、制服が千ち切ぎれ飛び、いつもの赤と黒で彩いろどられたドレスをまとっていた。

「我はこのマレビトを知っておる。これまでで、我がただ一いつ匹ぴき、仕留め損そこねたマレビトなのだ」

「り、りりたん……そのドレスも似合ってる！」

「まだいたのか。さっさと逃げろ。こやつには、国家令れい嬢じよう以外の者では太た刀ち打うちできん。我が守れるのは、悪いが一人だけだ」

　幻獣フアントムモードになった凜々花は真剣な顔でそう言って──

「……わかった、りりたん。また遊んでくれる約束、忘れちゃ嫌いやだぞ」

　ゆに子も珍めずらしく真ま面じ目めな顔で言って、くるりと身を翻ひるがえして走って行った。どうやら、凜々花の気持ちが通じたらしい。

「あの、お嬢様」

「大だい丈じよう夫ぶだ。全部わかっておる。我はバカに見えるかもしれないが、バカではない。任せておけ」

　凜々花が言ったのと同時に、マレビトが歩き出した。

　足音を立てず、身体からだもまったく揺ゆれていない。まるで重力を無視しているかのような動きだった。

「そうだ、こやつには話は通じん。出会ったら殺し合う。姿はヒトと同じでも、他のマレビトとなにも変わらん」

　凜々花は不快そうに言って、マレビトを指さした。

　その指から──小さな炎ほのおの球が飛び出し、高速でマレビトの胸に激げき突とつした。同時に、炎が巻き起こり、マレビトの身体が大きく燃え上がる。

「今だ！　ゆくぞ、はがね！」

「え？」

　凜々花は、素早く動いて鋼の身体を掴むと、一いつ瞬しゆん膝ひざを折ってタメをつくってから飛び上がった。

「って、ええええええ！」

　鋼の顔に凄すさまじい風圧が襲おそいかかってくる。

　凜々花は鋼の身体をしっかりと抱だきしめたまま、高く高く空へと飛んでいく。

「おっ、お嬢様！」

「ここで戦えば、周りを巻き込む！　一時撤てつ退たいが利口だ！」

　既すでに、燃えているマレビトの姿は豆まめ粒つぶほどにしか見えなくなっている。

　多くの豆粒が波のように揺れているのは、通行人たちが凜々花の炎に気づいて、逃にげ出しているのだろう。

「お、お嬢様！　ちょっと待ってください！　あれがマレビトなら、街の人たちが危ないんじゃ!?」

「前言撤てつ回かい。あれには姿以外にも他のマレビトと違ちがうところがある。あいつは──人を狙ねらわない。あいつが狙うのは、我と──はがねだ」

「ボク……？」

　鋼が問い返しても、凜々花はそれには答えなかった。

　まっすぐに正面を見たまま、ひたすら飛んでいる。

　どこに向かって飛んでいるのか。

　鋼はそれを訊きくことも、できなかった。







「あやつは、アスタルテ機関にも探知できない。ヒト型だからなのか、それは我にもわからん」

　飛びながら、凜々花は語る。

「初めて会ったときは、我が屋敷の中庭にいつの間にか現れておった。我とはがねが、二人で茶を飲んでいたときだ。あやつは、今日と同じように無言で──無言のまま襲いかかってきた。我は奴やつと戦ったが──かなわなかった」

「お嬢様が、負けた……？」

　飛行中のせいで風圧は凄まじく、目を開けていられないほど痛い。それでも、凜々花の言葉には反応せざるをえなかった。

「あのマレビトには、ほとんど攻こう撃げきが通じなかったのだ。我の炎では、奴を燃やし尽つくすことはできなかった。さっきの攻撃もせいぜい足止めにしかならなかっただろう」

「じゃあ、あいつはすぐに追いついてくる……？」

「当然だ」

　それでも、凜々花には慌あわてたところはない。

　冷静なまま、まっすぐ遠くを見み据すえて飛び続けている。

「我は奴に負けた。どうやって負けたのかさえ覚えておらん。気づいたときには、中庭に倒たおれていて──そのそばに、はがねも倒れていた。我は目覚めたが、はがねは──そのまま目を覚まさなかった。ずっとそのままなのだろうと、我は確信していた。マレビトの姿も消えていたから、あるいは引き分けだったのかもしれんが、大事なものをなくした我の負けなのだろう」

「……ボクは起きましたよ」

　それは嘘うそだ。

　だが、こんな状じよう況きようでも、決して事実を明かしてはならなかった。

　いや、こんな状況だからこそ──

「でも、どうして今まで黙だまって……」

「ほとんど覚えていなかったせいもある……認めたくなかったのかもしれん。我は国家令嬢として、常に勝ってきた。負けたことを認めたくなくて、それになにより……自分のせいではがねが二度と目覚めない眠ねむりに落ちたことを受け入れられなかった」

「お嬢じよう様さま……」

「言えなくて、悪かった。それと……目覚めてくれてありがとう」

　凜々花はつぶやくように言って、さらに高く上じよう昇しようしていく。

　あまりにも風は冷たく、凍こおりついてしまいそうだ。高度が上がりすぎると、鋼の生命維い持じにも支障が出かねないが、それも言い出しにくい。

「はがね」

「はい」

「我は──わたしは、死ねない」

　不意に、凜々花の口調がいつものものに戻もどった。身体にまとった赤と黒のドレスもそのままなのに。

「わたしには、まだやらなくちゃいけないことがたくさんある。Ｂノートの指示はまだ全然こなせてない。素子とも一いつ緒しよに遊びたいし、ソナタと部活をしなくちゃいけないし、キサラギはまだたくさん写真を隠かくしてそうだから、暴かなきゃ」

「最後のは放置しておいていい気もしますが……」

「ゆに子とも遊ぶ約束をした。あれ、もしかしてわたし、ゆに子とも友達になってる？」

「友達はけっこうですけど、付き合い方は考えたほうがいいかもですね」

「衣緒にも、いつもお世話になってるのに、男の格好してるってだけでひどいことしちゃった。いつか……そのうち謝らないと」

「衣緒は全然気にしてないでしょうけどね」

　鋼は、少しだけ笑ってしまった。

　頭は混乱しまくっているが、凜々花の言うことには確かに同意できる。

　こんなところでは死ねない。

　鋼にだって、やりたいことはいくらでもあるのだから──

「それにわたしは──一番大事なことを言っていない」

　凜々花はさらに言葉を続けた。

「告白、できてない。わたしが好きな人に──」

「……それが誰なのか、訊いてもいいですか？」

　このタイミングで訊くのは卑ひ怯きようかもしれない。

　こんな特別な状況ならば、凜々花も言ってくれるのではないかと期待してしまうなんて。

「はがねが──言ってた」

「ボクが？　なにをですか？」

「記き憶おくをなくす前のはがね。はがねは──教えてくれたの」

　凜々花は淡たん々たんと言って、不意に止まった。

　それから、左手の人差し指をくるりと小さく回して、空中に炎の輪をつくり出した。

「はがね、足を下ろしていい」

「足……？」

　輪の中にはなにもなかったが、足を着けることができた。普ふ通つうに地面の上に立っているかのようだった。

　鋼は、凜々花と炎の輪の上で向き合って立つ。

「はがねは、いつも話してた。ある男の子のことを」

「男の子……？」

「自分と同じ顔をした、自分と同じ力を持った、自分と同じ──運命を背負った男の子のことを」

「……それは」

　黒鉄はがねが語ったという男の子。

　それはまさか……。

「その男の子も、はがねと同じ幻獣使いフアントムテイマーの家に生まれた。幻獣フアントムなんてもうこの世にいないのに、幻獣使いフアントムテイマーの訓練を受けて、それでも普通に生きていて。友達がいて、好きな女の子がいて。普通じゃないけど、当たり前の人生を送っている男の子なの」

「お嬢様は、その人とは……」

「会ったことはない」

　凜々花は、少しだけ寂さみしげに笑って首を振ふった。

「でも、はがねが聞かせてくれた、はがねと同じ顔の、普通の男の子に──会ってみたいと思うようになってきたの。その気持ちはどんどんふくらんでいって、白馬の王子様に憧あこがれるみたいにっていうか……わたし、好きになっていったの」

　凜々花は、今度は真しん剣けんな目で鋼の顔を覗のぞき込んでくる。

「こんなの、変だと思う？　会ったこともない人を、話に聞いただけで好きになっちゃうなんて」

「……いえ。そんなことはないでしょう」

　鋼はきっぱり言って、小さく首を振った。

「どんな経けい緯いだろうと、人を好きになるのはいいことですよ。よくある一ひと目め惚ぼれだって、相手のことをなにも知らないまま好きになっちゃうんですよ？　相手のことを聞いて知っている分だけ、お嬢様は自然に好きになったって言えるかもしれません」

「……相変わらずはがねは上手いことを言う」

「ここでお嬢様を丸め込んでも得はないですよ。本当のことを言っているだけです」

　鋼は、凜々花ににっこりと笑いかけた。

　言っていることは本当だし、笑顔もつくりものではない。

　黒鉄はがねは、未だに謎なぞだらけの存在だ。

　それでも、間ま違ちがいない。

　黒鉄はがねが語った男の子とは──黒鉄鋼のことだ。

　なぜ彼女が、顔を合わせたこともない彼女が鋼のことを知っているのかはわからない。

　だが、黒鉄はがねは鋼のことを凜々花に語った。

　凜々花が恋こいしてしまうほどに、はっきりと。黒鉄鋼という人間のことを。

　まさか、ずっと気になっていた凜々花の想い人が自分だったとは。

　それは驚おどろくべきことであって、同時に──心が震ふるえるほど嬉うれしいことだった。

「来た。ここから動かないで、はがね」

「えっ？」

　凜々花は、炎ほのおの輪の上から出て、ふわりと浮うき上がる。

　炎をまとい、ぎらりと鋭するどく前を見据える凜々花の視線の先には──銀ぎん髪ぱつ銀眼のマレビトがいた。

　マレビトは凜々花と同じように、空中を飛びながらこちらに向かってくる。

「はがねに、もっと話してもらえるはずだったのに。その男の子にも会わせてもらえたかもしれないのに。あいつのせいで。あいつが、はがねの記憶を奪うばったせいで」

「いつか……きっと会えますよ。ボクの記憶もきっと戻って、お嬢様をその人に会わせてみせますから」

「ありがとう。そう思ったから、わたしはＢノートに従って、真人間になって、告白できるときを待つつもりだったの」

　凜々花の左手から、炎の弓が。

　右手から、炎の矢がつくり出される。

「なにもかも、あいつを倒さないと始まらない。ここで──終わるわけにはいかない」

　凜々花は矢をつがえ、彼女の顔の前に小さな炎のサークルが現れる。蛇だ行こうしながら飛んでくるマレビトに、彼女はしっかりと狙ねらいを定さだめ──炎の矢を放った。

　しかし、その矢はマレビトに突つき刺ささる前に、銀色の膜まくのようなものに包まれて。

　すぐさま膜は弾はじけ飛び、それと同時に炎の矢も消しよう滅めつしてしまう。

「なっ……！　わたしの矢が……！」

「お嬢様！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　これくらいは想定内！」

　凜々花は弓を消すと、炎をまとってまっすぐにマレビトに向かって突き進んでいった。

　ドンッ、と轟ごう音おんが響ひびき、凜々花とマレビトが空中で衝しよう突とつする。衝しよう撃げき波はが空中に拡がり、鋼にもビリビリと震しん動どうが伝わってきた。

「もう絶対に！　絶対に、はがねには近づけさせない！　指一本触ふれさせない！」

　凜々花はマレビトの少女と両手を組み合わせて、力比べでもしているかのようだ。

「わたしは、我は、はがねを守る──！」

　凜々花が叫さけぶとともに、彼女の背中から一対ついの翼つばさが飛び出す。

　翼が真っ赤に燃え上がり、凜々花はマレビトを思いきり突き飛ばした。マレビトは、高速ではるかかなたへ吹ふき飛んでいく。

　凜々花は、ふらふらとよろめきながら、鋼が立つ炎の輪の近くへやって来る。

「やったっ！　お嬢様！」

「まだっ！　まだ終わってない！」

　凜々花は鋭く叫んで、再び炎の弓と矢をつくり出す。

「あいつは、どこまでもわたしとはがねを追ってくる。今度こそ、ここで仕留めないと」

「お嬢様はともかく……なんでボクまで？」

　鋼には、マレビトに狙われるような覚えはない。幻獣使いフアントムテイマーではあっても、幻獣フアントムに敵対する存在ではないし、そもそもマレビトと幻獣フアントムは別のものだ。

「はがね。幻獣フアントムは、この世界から消えた」

「え……？　ええ」

　確かに数十年前に、この世界から幻獣フアントムは一体残らず消え去ってしまった。

　そして、幻獣フアントムたちの能力は国家令れい嬢じようや他の幻獣能力保有者フアントム・キヤリアが宿している。

「彼らはどこに消えてしまったのか。なぜ、彼らの力だけがわたしたちに宿っているのか。それは誰だれにもわからない。でも消えたんじゃなくて……どこかへ行ったのだとしたら」

「どこかへ行った……？」

「記憶をなくす前のはがねは、なにか知ってるみたいだった。ううん、はがねはもしかしたら──幻獣フアントムたちがたどり着いた世界を知っているのかもしれない」

「まさか……」

　幻獣フアントムたちがこことは違ちがう別の世界へ去り──黒鉄はがねは、その世界の住人だった？

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる話だ。

「でも、幻獣フアントムが突とつ然ぜん影かげも形もなく消えたのも事実だし……そうか、マレビトも突とつ然ぜんこの世界に現れる。急に湧わいて出たみたいに」

「そう。マレビトや、幻獣フアントム──その肉体がどこか別の世界にある可能性は否定できない。そこにいるのが、マレビトと幻獣フアントムだけじゃない可能性も……」

「待ってください、もし仮にそうだったとしても……なぜお嬢じよう様さまやボクを狙うんですか。その理由の説明がつきません」

「わたしが思し索さくにふけって、思いついた想像──妄もう想そうかもしれないけど」

　凜々花は矢をつがえ、なにもない虚こ空くうに狙いを定める。

「別の世界に行った幻獣フアントムたちは、元の世界に残された自分の能力を取とり戻もどそうとわたしたちを狙っているのかもしれない。その尖せん兵ぺいが、マレビトだったとしたら……」

「でも、マレビトたちは人間の世界を破は壊かいしようとしています」

「わたしたち幻獣能力保有者フアントム・キヤリアをあぶり出そうとしているのかも。それとも、特に理由はなくて、ただ壊こわしまくりたいだけだったりするかも」

「それはまた、迷めい惑わくな尖兵ですね……」

「こっちの世界と別の世界、マレビトと幻獣フアントム、幻獣能力保有者わたしたち、すべての鍵かぎを握にぎっているのが──たぶん、はがねなんだと思う。幻獣フアントムと意思を交わし、幻獣フアントムの能力を宿したわたしたちと深く語り合うことのできるはがねもまた、特別な存在だから」

「ボクが……」

　それは、黒鉄はがねだけなのだろうか。

　もしかすると、黒鉄鋼にも幻獣フアントムやマレビトとの深い関わりが──

「ううん、そんなことどうでもいい。わたしは──はがねを守る。もう二度と、どこにも行かせない。あいつが何度来ようが、追おい払はらってみせる」

　凜々花の視線の先から、銀色のマレビトが飛んでくる。彼女もまた、銀色の翼をはためかせ、一直線に向かってきている。

「わたしの真人間への道を、告白を、はがねとの、みんなとの生活をあんな奴やつに邪じや魔まさせない。絶対に──」

　凜々花は、背中の赤い翼を一度大きく羽ばたかせて。

　その翼は吸い込まれるように、凜々花の背中に消えた。

「紅ぐ蓮れん炎えん帝てい──」

　凜々花がぼそりとそうつぶやくと。

　構えている炎の弓矢が、大きくふくれあがった。弓は凜々花の身長をはるかに越こえる長さになり、矢はまるで丸太のように巨きよ大だい化している。

「真・紅ぐ蓮れん炎えん帝てい──爆ばく槌つい射しや」

　凜々花はぎりぎりと弓を引き──炎のサークルを鋭く睨にらんで。

「いけ───────っ！」

　絶ぜつ叫きようとともに、矢を放った。

　巨大な矢はさらに大きくふくれあがりながら、標的へ向かって飛んでいく。

「…………っ！」

　そこで初めて、無表情だったマレビトの顔に驚きが浮かんだ。

　矢の先せん端たん部分は、既すでにマレビトの身体からだより巨大になっている。マレビトは、驚きよう愕がくを浮かべたまま矢と衝突し──真っ赤な光が激しく弾はじけた。

「うわっ……！」

　鋼は強きよう烈れつな光に思わず顔を覆おおい──そのまま意識が遠くなっていくのを感じた。







　どこからか、鳥の穏おだやかな鳴き声が聞こえてくる。

　ゆっくりと、鋼が目を開けると──

「あれ？」

　そこは、鋼には見慣れた場所だった。手入れの行き届いた緑の芝生しばふに、ところどころに植えられた木々。

　どう見ても、瑞鳳院家の庭だった。

「なんでこんなところに……？」

　凜々花が放った矢がマレビトに激げき突とつしたところまでは、はっきりと覚えている。

　そのあとは──

「うーん……あと五時間……」

「…………」

　鋼のすぐそばで、凜々花がとんでもない寝ね言ごとをほざきながら、ゴロゴロと芝生の上を転がっていた。

「って、また裸はだか！」

　鋼は慌あわてて、まだ預かったままだった赤いコートを凜々花の身体にかぶせる。

　ちらりと見た限りでは、凜々花の身体に外傷はないようだった。のんきに寝こけているだけで、なんともなさそうだ。

「お嬢様がボクをここまで連れてきてくれたのか……」

　他に該がい当とう者もいないのだから、間違いないだろう。

　あのマレビトを仕留められたのかは、わからないが。

　凜々花の話を聞く限りだと、前にも戦って、また現れたのだから──同じことが繰くり返かえされる可能性もある。

　あんな面めん倒どうそうな相手とは、二度と会いたくないが──

「いろいろわかったような、わからんような状じよう況きようだよね」

　鋼は、小さくため息をついた。

　さっき、凜々花が言っていた別の世界やマレビト──黒鉄はがねの話がどこまで真実なのかはわからない。

　だが、鋼は凜々花に命を救ってもらった。それは疑いないことだ。

　鋼には凜々花を守ることはできない。

　しかし、支えていくことはできる。

　ご機き嫌げんを取るのではなく、彼女のこの小さな背中を支える。

　鋼になら──いや、〝黒鉄はがね〟にしかできないことなのだ。

「おーい、はがね！　お嬢様！」

　屋や敷しきのほうから、衣緒が駆かけてくる。

　とりあえず、今日もなんとか無事に切り抜ぬけられたようだ。

　デートは途と中ちゆうでメチャクチャになってしまったが、二人とも生きているのだからよしとすることにする。
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　鋼は、凜々花の寝顔に微笑ほほえみを向けた。

「ありがとう──ボクの可愛いお嬢様」








　エピローグ




　鋼コウと凜り々り花かのデートから数日。

　冬の気配がさらに深まり、湾わん岸がん地区に吹ふく風もすっかり冷たくなっている。

「うう、寒い……わたし、明日あしたから冬休みを取る」

「自主的に取れるもんじゃありません」

　屋敷の門への道を、凜々花と並んで歩きながら鋼はため息をつく。

　お嬢じよう様さまは成長しているようにも見えるが、実際のところそう簡単に性格が変わるものではない。まだまだダメダメである。

「それに、お嬢様にはそのコートがあるじゃないですか」

　凜々花は、鋼と選んだ赤いコートを着ている。お気に入りらしく、たまに部屋の中でも着ているくらいだ。そのときは脱ぬぐように言うが。

「このコートはあったかいけど、わたし身体からだ弱いから……」

「嘘うそつかないでください。世界最強じゃないですか」

　たまに、とんでもない嘘でごまかすのはやめてほしいところだ。

「おーい、はがね、お嬢様」

「あれ？」

　屋敷の玄げん関かんのほうから、衣イ緒オが小走りに近づいてくる。彼女の手には二つの包みがあった。

「お嬢様、お弁当をお忘れですよ。ついでにはがねも」

「あっ、わたしの大事なお弁当」

「っと、うっかりしてました。お嬢様、すみません。ありがとう、衣緒」

　鋼は二人分の弁当を受け取り、自分のカバンの中に突つっ込こんだ。こんなかさばる物をお嬢様には持たせられない。

「お嬢様はともかく、君は気をつけろ、はがね。君はお嬢様のメイドなんだからな」

「まったくそのとおり」

　うんうん、と凜々花は偉えらそうに頷うなずいている。

「ところで……お嬢様」

　衣緒は少し不思議そうに、凜々花を見た。

「お嬢様、ずいぶん私に慣れましたね。以前は、私を近くで見ただけで動どう揺ようしてたのに」

「うん……というか」

　凜々花はじいっと衣緒の顔を見つめる。お嬢様がなにを言いたいのか、鋼にも察しがついた。

「正直、ここ最近の衣緒は男に見えない……」

「えっ!?」

「なんか今も髪かみ長いし、目もぱっちりしてて可愛いし……」

「えぇっ!?」

　衣緒が驚おどろいて、自分の髪や顔をぺたぺたと触さわっている。本人は、髪が殺し屋モードのときのように背中まで伸のび、顔つきまで女の子らしくなっていることに気づいていなかったらしい。

「い、いつの間にこんなことに……お、おかしい。なぜ……」

「うおおっ、照れてる男装執しつ事じのお顔ゲーット！　もっとだ、もっと赤面しろ！」

　近くの木の陰かげから、キサラギが顔を出し、ぱしゃぱしゃと一眼レフのシャッターを切っている。

「……お、おまえはさっさと仕事に戻もどれ！　いえ、私も仕事に戻ります！　はがね、お嬢様を頼たのんだぞ！」

　衣緒は顔を真っ赤にしたまま言って、木の陰からキサラギを引きずり出し、強引に彼女の首根っこを掴つかんで屋敷のほうへと歩いて行った。

「……衣緒、急に女の子らしくなったけど、どうしちゃったの？」

「さあ……でも、お嬢様にはいいことでしょう。どうせ、アレを見てても男慣れはしないでしょうしね」

「そうかも」

　凜々花はこくりと頷いた。

　最近、衣緒が女の子に戻っていることは多い。

　どうも、自分が近くにいるときに戻っているような気がするのは錯さつ覚かくだろうか。

　鋼はそんなことを思い、少しだけ笑いながら再び凜々花と並んで、屋敷の門へと歩き出した。







「あ、瑞ずい鳳ほう院いんさん、黒くろ鉄がねさん、おは──」

　教室に入ると、すぐにソナタの姿が目に入った。

　鋼と凜々花が挨あい拶さつを返そうとして。

「凜々花ちゃん、おっはー！」

「おっはあぁぁぁぁ！　今日もちんまい！　今日もつるぺたぁぁぁ！」

「うわぁぁぁぁぁ！」

　突とつ然ぜん湧わいて出たように現れた百もも川かわと合あい田だ──百ゆ合りコンビが、凜々花を両側から抱だきしめ、かっさらっていってしまった。凜々花はされるがまま、流されるままに連れ去られる。

「今日も弄もてあそばれてるなあ、お嬢様」

「ほっといていいの……？」

　ソナタが、百合コンビだけではなく、数人の女子生徒に取り囲まれて可愛がられている凜々花を呆あきれた目で眺ながめている。

「まあ、みんなじゃれてるだけだから。お嬢様も楽しんでるみたいだしね」

「……私たちも、そろそろ楽しまない？」

　ソナタが妖あやしげな口調で言い、妖しげな目線を送ってくる。

　その上、制服の上からもはっきりわかるような胸のふくらみを強調するように、腕うでで持ち上げている。

「今のところ、そういう予定はないね」

「相変わらずつれないわ……でも黒鉄さん、忘れないで……」

　ソナタは鋼のあごを、そっと撫なでてくる。

「私はいつでも、あなたに骨までしゃぶられる覚かく悟ごがあるということを……」

「忘れたいなあ」

　朝からそんな台詞せりふで誘ゆう惑わくされて、素直に乗っかれるわけがない。

　鋼は、とりあえず凜々花もソナタも放っておいて、自分の席についた。もう女性らしい仕草も慣れたもので、きちんとスカートを直しながら椅い子すに座る。

「おはようございます、はがねさん」

「あ、おはよう、素もと子こさん」

「…………」

　鋼が挨拶を返すと、素子はじろじろと遠えん慮りよのない視線を向けてきた。

「な、なにかな？」

「……いえ。急にこの前の日曜のことを思い出しまして。髪かみ型がた変えて、男の子の格好しただけで、ほとんど黒鉄君そのものになるんですね」

「ま、まあ兄妹きようだいだから」

「逆に言えば……黒鉄君も髪型変えて、女の子の格好をしたらはがねさんになるんですよね」

「そ、そうかな……？」

　なんなんだいきなり、と鋼は心臓がどくどくと高鳴り始めるのを感じた。

　素子の疑問はもっともなもの──というより、初対面で言われてもおかしくないことである。

「そこまで似てる兄妹、というのも珍めずらしいですよね」

「え？　あ、ああ。そうかもしれないね」

「……時々でいいですから」

「ん？」

　素子が、ぐっと顔を寄せてきて真しん剣けんな目をする。

「男の子の──黒鉄君の格好をしてもらえませんか？」

「え？　な、なぜ？」

「あっ……いえ、なんでもありません。変なこと言っちゃってごめんなさい」

　素子は、わずかに顔を赤らめて目を伏ふせてしまった。

「本当に……いつまで経たってもあの人、戻ってこないから……」

「…………」

　素子の言葉の意味が、鋼の想像どおりだとしたら。

　うぬぼれかもしれなくても、素子があの男を待ってくれているのだとしたら。

　あの男は、ろくな目には遭あっていないけれど。

　素子に告白どころか、本当の自分として話をすることすらできないけれど。

　素子を待たせてしまっているなら、本当に悪いと思うけれど。

　それでも、黒鉄鋼という男はなかなか幸せなんじゃないだろうか──鋼はそんな風に思った。







　この日も、授業は何事もなく終わり。

　放課後の教室は、閑かん散さんとしている。いつもなら、しつこく居残ってダベっている暇ひまな女子生徒たちの姿も見当たらない。たまたま、みんな用でもあったのだろうか。

「……ふぇ!?」

　唐突にびくん、と身体からだを震ふるわせて、机に突っ伏ぷしていた凜々花が身体を起こす。

「おはようございます、お嬢様」

「……はがね」

「よだれが出てます、お嬢様」

　鋼はハンカチを取り出して、凜々花の口元をそっとぬぐう。

「うーうー……なに、どうなってるの？　なんで誰だれもいないの？」

「お嬢様がすっかりお眠ねむりになっていたからです」

　凜々花は、午後の授業はほとんどずっと眠ったままだった。誰も起こさず、教師ですら凜々花の天使のような寝ね顔がおを見て、声をかけることもできなかったのだ。

「しまった……わたしとしたことが、居い眠ねむりなんて」

「いえ、ここ最近けっこう寝てるでしょ。学校に慣れすぎです」

　元々、凜々花は図太い女の子ではあるが、平気で居眠りできるようになったのは、鋼にも意外ではあった。初めて登校した日の怯おびえた様子が嘘うそのようである。

「で、どうします？　部活に行きますか？　ソナタさんは今日もゴミ拾いに行ってるみたいですけど」

「んー……気が向いたら行く」

「気が向いたらって。帰るか行くか決めてくれないと」

「二度寝は？」

「ございません」

　学校で居眠りした挙げ句、さらに二度寝に挑ちよう戦せんしようなどと図太いにもほどがある。

「ちぇ……じゃあ、今日は帰る。寝過ぎて身体がバキバキ……」

「とことんダメですね……」

　屋や敷しきではなく、外でダラダラするようになったのはちょっとした進歩──なのだろうか。

「まあ、いいですけど。じゃあ帰りましょう」

「うん」

　凜々花はカバンを持って席を立った。

　鋼はお嬢様の前を進んで、教室の扉とびらを開け、廊ろう下かに出た。

「はがね」

「はい？」

　廊下を歩きながら、ふと凜々花は窓の外を見た。空はオレンジ色に染まりつつある。

「わたし、夢を見たの」

「夢？」

「記き憶おくをなくす前のはがねが戻って来て……また一いつ緒しよに屋敷で暮らしてる夢」

「……やっぱり、ボクの記憶が戻ってほしいですか？」

　それは、聞きたいような聞きたくないようなことだった。

　あくまで、ここにいるのは黒鉄はがねのフリをした別人。凜々花が求めているメイドとは違ちがう人間なのだ。

「わからない。でも……夢にはもう一人いたの」

「誰ですか？」

「はがねと同じ顔をした男の子。わたしとはがねと、その男の子──三人で楽しそうに笑ってた」

「……そうですか。笑ってましたか」

「うん、笑ってた」

　凜々花は、鋼に視線を戻もどして、にっこりと微笑ほほえんだ。

　花が咲さいたような、優しく柔やわらかい笑顔だった。

　鋼は、心の中で語る。

　なあ、黒鉄はがね──

　今も病室で眠ったままの、まだ会ったことのない、自分と同じ顔をした少女に語りかける。

　未だに君のことはよくわからないけれど、お嬢様が君を待っていることだけはよく知っている。

　だから、早く戻ってこい。

　本当の黒鉄はがねと、凜々花が好意を持ってくれているかもしれない黒鉄鋼。この三人で出会い、夢のように楽しく笑うために。

　そんな幸せな未来があったって、いいだろう？

　鋼は素子が好きで、凜々花はたぶん黒鉄鋼が好きで──ちょっとややこしいことになるかもしれないが、このままでいるより、前に進めたほうがいいと思う。

　前に進めば、きっと楽しいことが待っている。鋼には──そんな予感があった。

「今も楽しいけど、もっと──もっと、楽しくなりたい」

　鋼の心を読んだかのように、凜々花は嬉うれしそうに言った。

　その言葉に、鋼もこくりと頷うなずいた。

　そうだ、もっともっと楽しく笑って、生きていきたい。

　国家令れい嬢じよう、瑞鳳院凜々花はこの国を守っているのだ。

　重い運命さだめを背負った彼女が笑って生きていけるように、支えになることができればと鋼は心から思うようになっている。

　いや、そんなことすらもう関係ないのかもしれない。

　鋼は、ずっと凜々花のそばにいると決めている。

　黒鉄鋼にとって凜々花は──世界で一番可愛いお嬢様なのだから。








おわり










　あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　というわけで、凜り々り花かと鋼コウの国家防衛コメディ第だい二に弾だんです。




　今回も、お嬢じよう様さまはダメ可愛いですね。真ま人間を目指しているはずなのに、むしろダメのほうに磨みがきがかかっている気もしますが、可愛ければなんでもいいです。可愛さは、他の価値観の追つい随ずいを許しません。

　どうも最近は、エロさより可愛さのほうに目がいってしまいます。女の子というより娘むすめを愛めでる的な方向なのかもしれません。うーむ、歳のせいでしょうか……？

　それはともかく、新キャラもぞろぞろと出てきました。揃そろいも揃って、アレな人たちです。残念ぶりでは凜々花に勝まさるとも劣おとりませんね。鋼の苦く悩のうはずっしりと重くなるばかりです。まあ人生ってそういうものだから。がんばれ。




　そして唐とう突とつで恐きよう縮しゆくなのですが、「ボクの可愛い国家令嬢おじようさま」はこの２巻をもちまして終しゆう了りようとなります。

　キャラも出揃い、お話としてはこれから──ではあります。ただ、こちらの力不足でこれ以上続けることは難しくなりました。楽しみに読んでくださった方々には、まことに申し訳なく思います。

　もしよろしかったら、凜々花や鋼たちの今後については皆みな様さまに想像していただけると嬉うれしいです。




　では、最後になりましたが謝辞を述べさせていただきます。

　QP:flapper先生、今回のイラストも素晴らしかったです。ありがとうございました！

　担当さん、この本に関わっていただいたすべての皆様、いつも感謝しております。

　そして、読者の皆様。本当に本当にありがとうございました。

　それでは、またどこかでお会いできれば幸せです。





鏡遊













ボクの可愛かわいい国家令嬢おじようさま２
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